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（
1
）
企
画
展 

「
映
画
監
督　

本
木
克
英 

展
」

大
川
原　
竜
一

映
画
監
督
は
、
大
勢
の
能
力
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
を
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
協

力
し
て
も
ら
っ
て
、
一
つ
の
作
品
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
観
客
を
楽
し
ま

せ
、
時
に
は
社
会
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
何
よ
り
も

魅
力
で
は
な
い
か
。
商
業
映
画
づ
く
り
、
娯
楽
映
画
づ
く
り
に
継
続
し
て
関
わ
っ
て

い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
人
的
監
督
を
目

指
し
て
い
ま
す
。（

本
木
克
英
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
わ
た
し
の
映
画
づ
く
り
」
よ
り
）

富
山
県
出
身
の
映
画
監
督
・
本
木
克
英
（
一
九
六
三
年
～
）。

松
竹
に
助
監
督
と
し
て
入
社
。
森
崎
東
、
勅
使
河
原
宏
、
木
下
惠
介
に
師
事
し
、
平
成

10
年
（
一
九
九
八
）
に
「
て
な
も
ん
や
商
社
」
で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
。
以
降
、「
釣

り
バ
カ
日
誌
」
シ
リ
ー
ズ
、「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
な
ど
話
題
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
作
品
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
撮
る
一
方
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
舞
台
の
演
出
の
場
で
も
活
躍
し

て
い
る
。
最
近
で
は
、
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
や
社
会
派
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
時
代
劇
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
映
画
の
メ
ガ
ホ
ン
を
と
る
、
い
ま
最
も
期
待
を
集
め
る
映
画

監
督
の
一
人
で
あ
る
。
令
和
３
年
（
二
〇
二
一
）
１
月
に
は
、
約
一
〇
〇
年
前
に
富
山
で

お
こ
っ
た
米
騒
動
の
史
実
に
も
と
づ
き
、
家
族
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
た
女
性
た
ち
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
描
い
た
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
歴
史
群
像
劇
の
映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」

を
公
開
し
た
。
登
場
人
物
の
人
と
な
り
や
、そ
の
背
景
に
あ
る
時
代・社
会
を
え
が
い
て
、

リ
ア
リ
テ
ィ
や
社
会
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
切
に
す
る
監
督
の
作
品
で
は
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
や
人
間
の
温
か
さ
、
面
白
さ
が
笑
い
に
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

本
木
監
督
は
、
庶
民
の
哀
歓
や
日
本
人
の
気
質
に
寄
り
そ
う
喜
劇
映
画
を
世
に
問
う
松

竹
大
船
映
画
の
伝
統
を
ひ
き
つ
ぎ
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
映
画
の
可
能
性
を
追
求
し
つ

づ
け
て
い
る
。
本
企
画
展
は
、「
笑
い
と
感
動
の
娯
楽
映
画
を
撮
り
つ
づ
け
る
、
映
画
監

督
本
木
克
英
の
今
を
伝
え
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作
り
あ
げ
た
。
本
木
監
督
の
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
映
画
の
世
界
を
、
代
表
作
を
通
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
人
情
喜
劇
を
数

多
く
手
が
け
て
き
た
監
督
の
映
画
力
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
ま
じ
え
て
せ

ま
っ
た
。「
映
画
は
面
白
く
な
い
と
い
け
な
い
。
面
白
い
映
画
を
届
け
た
い
。」
と
語
る

本
木
監
督
の
、
面
白
く
み
せ
る
た
め
の
映
画
づ
く
り
の
舞
台
裏
を
紐
解
い
た
。

ま
ず
本
展
の
導
入
と
な
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示
で
は
、
観
覧
者
が
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン

を
味
わ
え
る
よ
う
に
、
文
学
館
ロ
ビ
ー
に
監
督
の
デ
ビ
ュ
ー
作
品
「
て
な
も
ん
や
商
社
」

に
登
場
し
た
鯉
の
ぼ
り
と
、
映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
の
撮
影
で
実
際
に
使
用
し
た
艀
（
ハ

シ
ケ
）
を
置
い
た
。
艀
と
は
、
浜
に
積
ま
れ
た
米
俵
の
ほ
か
人
や
荷
物
を
、
沖
に
停
泊
す

る
汽
船
へ
運
ぶ
た
め
に
用
い
た
平
底
の
小
舟
を
指
す
。
氷
見
市
の
船
大
工
・
番
匠
光
昭
氏

が
製
作
し
た
本
船
に
は
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
を
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
た
。
米
の

積
み
出
し
阻
止
の
た
め
に
、
お
か
か
た
ち
が
向
か
っ
て
く
る
映
画
の
一
場
面
の
大
型
パ
ネ

ル
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、
そ
の
再
現
写
真
が
撮
れ
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
文
学
館
ロ
ビ
ー
に

は
、
上
映
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。
映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
に
出
演
し
た
俳
優
の
室
井
滋
さ

ん
の
ほ
か
、
左
時
枝
さ
ん
、
夏
木
マ
リ
さ
ん
、
立
川
志
の
輔
さ
ん
、
内
浦
純
一
さ
ん
が
、

本
木
監
督
と
の
思
い
出
や
素
顔
を
語
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
（
エ
ー
ス
・
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
制
作
）
を
上
映
し
た
。
さ
ら
に
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
立
場
か
ら
の
視
点
で
紐
解
い
た
、
本
木
克
英
監
督
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
映
画
の
秘
密
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

く
わ
え
て
今
回
の
企
画
展
で
は
、
本
木
監
督
の
映
画
づ
く
り
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
肉

声
で
伝
え
る
企
画
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
制
作
し
て
い
る
。「
映
画「
大

コ
メ
騒
動
」
を
語
る
」
と
「
夢
を
抱
き
続
け
て
―
企
画
展
に
あ
た
っ
て
」
と
い
う
内
容
の

映
像
を
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示
に
て
上
映
。
こ
の
二
本
の
映
像
は
、
令
和
３
年
10
月
に
発
売

さ
れ
た
映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
の
豪
華
版
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
特
典
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
今

後
映
画
づ
く
り
に
興
味
を
も
つ
若
い
方
に
、
監
督
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
を

願
う
。
ま
た
、
企
画
展
示
室
内
で
は
、「
わ
た
し
の
映
画
づ
く
り
」、
お
よ
び
「
空
飛
ぶ
タ

イ
ヤ
」「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」「
釣
り
バ
カ
日
誌
13
」の
各
映
画
の
制
作
背
景
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
い
て
監
督
が
語
っ
た
映
像
を
流
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
地
元
富
山
へ
の
愛
情
や
、
監
督

の
映
画
づ
く
り
の
根
底
に
あ
る
人
々
に
対
す
る
温
か
い
ま
な
ざ
し
な
ど
が
伝
わ
る
内
容
で
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社
員
や
家
族
を
守
る
た
め
、
自
ら
の
正
義
の
た
め
に
大
企
業
に
立
ち
む
か
っ
て
い
く
勇
気

と
大
逆
転
劇
の
社
会
派
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
監

督
の
書
き
込
み
台
本
や
、
劇
中
で
使
用
し
た
赤
松
運
送
の
作
業
着
、
ホ
ー
プ
自
動
車
の
帽

子
な
ど
を
展
示
。
台
本
へ
の
書
き
込
み
か
ら
は
、
職
人
的
監
督
を
目
指
す
と
語
る
監
督
の

細
か
な
段
取
り
の
様
子
や
演
出
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
う
か
が
え
た
。
本
映
画
に
は
「
富

山
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
会
社
が
登
場
す
る
と
と
も
に
立
山
連
峰
の
風
景
が
映
し
だ

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
面
の
デ
ザ
イ
ン
画
も
な
ら
べ
た
。

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
は
、
貯
え
も
人
手
も
時
間
も
な
い
な
か
、
知
恵
と
工
夫

で
逆
境
に
い
ど
む
弱
小
貧
乏
藩
を
え
が
い
た
時
代
劇
コ
メ
デ
ィ
で
あ
る
。
続
編
の
「
超
高

速
！
参
勤
交
代
リ
タ
ー
ン
ズ
」
に
て
、
富
山
県
出
身
の
俳
優
・
西
村
ま
さ
彦
さ
ん
が
富
山

弁
を
話
す
シ
ー
ン
が
登
場
す
る
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
西
村
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、湯
長
谷
藩
主
内
藤
政
醇
（
佐
々
木
蔵
之
介
）
の
羽
織・

野
袴
や
雲
隠
段
蔵
（
伊
原
剛
志
）
の
大
扇
子
、
政
醇
が
お
咲
と
出
会
っ
た
「
鶴
屋
」
の
看

板
、
湯
長
谷
藩
の
ぼ
り
と
提
灯
な
ど
を
松
竹
撮
影
所
よ
り
借
用
・
展
観
し
た
。

平
成
14
年
（
二
〇
〇
二
）
に
公
開
さ
れ
た
「
釣
り
バ
カ
日
誌
13
」
は
、
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン

会
社
の
営
業
社
員
の
ハ
マ
ち
ゃ
ん
（
西
田
敏
行
）
と
社
長
の
ス
ー
さ
ん
（
三
國
連
太
郎
）

の
コ
ン
ビ
が
、
富
山
を
舞
台
に
珍
騒
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
、
人
気
コ
メ
デ
ィ
映
画
「
釣
り

バ
カ
日
誌
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
15
作
目
で
あ
る
。「
釣
り
バ
カ
日
誌
イ
レ
ブ
ン
」「
釣
り
バ
カ

日
誌
12
」
に
ひ
き
つ
づ
き
、
本
木
克
英
監
督
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
っ
た
。
本
作
品
は
映
画
を

通
じ
て
富
山
県
の
魅
力
を
全
国
に
ひ
ろ
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
住
民
が
ロ

ケ
の
支
援
活
動
に
主
体
的
に
か
か
わ
り
地
域
の
魅
力
や
価
値
を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ホ
テ
ル
黒
部
で
の
宴
会
シ
ー
ン
で
ハ
マ
ち
ゃ
ん
が
歌
っ

た
「
ホ
タ
ル
イ
カ
メ
ン
コ
」
の
歌
詞
や
、
松
竹
株
式
会
社
よ
り
借
用
し
た
鈴
木
建
設
の
社

章
と
社
員
証
を
展
示
。
そ
れ
と
と
も
に
、「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
の
ロ
ケ
誘
致
に
際
し
て
監

督
宛
て
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
や
、
ロ
ケ
地
決
定
を
う
け
て
県
観
光
連
盟
を
中
心
に
設
立

さ
れ
た
支
援
組
織
の
計
画
書
な
ど
、
秘
蔵
の
資
料
も
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
展
覧
会
の
会
期
は
あ
い
に
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
緊
急
事
態
宣
言
の

実
施
期
間
と
重
な
り
、
会
の
運
営
は
不
自
由
な
状
態
が
つ
づ
い
た
が
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ

ン
ト
映
画
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
本
木
克
英
監
督
の
今
を
発
信
し
た
有
意
義
な
展
示
と

な
っ
た
。

あ
っ
た
。

つ
い
で
企
画
展
示
室
内
は
、
富
山
を
舞
台
と
し
た
「
大
コ
メ
騒
動
」「
釣
り
バ
カ
日
誌

13
」、
お
よ
び
富
山
と
関
わ
り
が
あ
る
「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
と
い

う
四
作
品
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、「
富
山
県
を
「
映
画
県
」
と
し
た
本
木
映
画
」
を
知

る
内
容
と
し
た
。
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
台
本
や
絵
コ
ン
テ
、
デ
ザ
イ
ン
画
、
ロ
ケ
写
真
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
な
ど
、
本
木
映
画
の
製
作
に
か
か
わ
る
貴
重
な
資
料
を
出
展
し
た
。

導
入
と
し
て
は
、
映
画
監
督
本
木
克
英
を
つ
く
っ
た
「
モ
ノ
語
り
」（
学
生
時
代
や
松

竹
入
社
以
降
に
影
響
を
受
け
た
映
画
、
書
籍
な
ど
）
を
紹
介
。
く
わ
え
て
監
督
が
自
ら
の

思
い
を
書
き
こ
ん
だ
「
自
作
略
年
譜
」
を
掲
げ
た
。
例
え
ば
、
桜
谷
小
学
校
入
学
の
こ
と

が
ら
に
は
、「
漫
画
が
好
き
で
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
絵
ば
か
り
描
い
て
い
る
こ
と
を
心

配
し
た
母
が
、「
外
に
出
て
遊
ば
ん
と
も
や
し
み
た
い
に
な
る
よ
！
」
と
脅
し
、
近
所
で

空
手
、柔
道
を
習
い
始
め
る
。
児
童
野
球
に
も
参
加
し
、野
外
で
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、

内
心
漫
画
家
に
憧
れ
て
い
た
。
６
年
生
時
の
児
童
発
表
会
で
「
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
」
の

主
人
公
を
も
じ
っ
た
「
マ
リ
ー
あ
ん
こ
ろ
も
ち
」
を
作
・
演
出
（
こ
れ
が
初
め
て
の
監
督

経
験
）。」
と
あ
る
な
ど
、
少
年
・
青
年
時
代
の
思
い
出
や
当
時
影
響
を
受
け
た
映
画
や
エ

ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
が
記
さ
れ
た
。

ま
た
こ
こ
で
は
、
監
督
が
こ
れ
ま
で
手
が
け
た
18
作
品
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
を
一
堂
に
掲

示
す
る
と
と
も
に
、
第
18
回
藤
本
賞
新
人
賞
の
賞
状
額
や
第
57
回
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞
作
品

賞
の
万
年
筆
、日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
監
督
賞
の
賞
状・ト
ロ
フ
ィ
ー
を
展
示
公
開
し
た
。

「
大
コ
メ
騒
動
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
資
料
を
見
る
の
み
な
ら
ず
、
観
覧
者
に
体
感
し
な

が
ら
「
本
木
映
画
の
世
界
を
知
っ
て
も
ら
う
」
楽
し
い
展
示
を
展
開
す
る
べ
く
、
劇
中
に

登
場
す
る
米
屋
「
鷲
田
商
店
」
を
再
現
。
さ
ら
に
、
主
人
公
松
浦
い
と
役
の
井
上
真
央
さ

ん
と
、
清
ん
さ
の
お
ば
ば
役
の
室
井
滋
さ
ん
が
身
に
つ
け
た
衣
装
を
展
観
し
た
。
本
映
画

は
県
内
で
ロ
ケ
が
お
こ
な
わ
れ
、
多
く
の
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
の
参
加
を
え
て
作
り
あ
げ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
ロ
ケ
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
も
上
映
し
た
。
ま
た
、
本
映
画
の
特
徴
で
も
あ

る
富
山
弁
を
紹
介
す
る
た
め
、
セ
リ
フ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
吊
り
下
げ
る
と
と
も
に
、
撮

影
中
に
使
用
さ
れ
た
富
山
弁
練
習
用
の
音
源
を
流
し
て
音
声
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
し

た
。
展
示
し
た
字
コ
ン
テ
や
予
定
表
な
ど
の
資
料
か
ら
は
、
映
画
制
作
の
舞
台
裏
を
の
ぞ

く
こ
と
が
で
き
た
。

映
画
「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
は
、
直
木
賞
作
家
・
池
井
戸
潤
作
品
初
の
映
画
化
で
あ
り
、
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種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
ロ
ビ
ー
）

立
体
物

デ
ビ
ュ
ー
作
品
「
て
な
も
ん
や
商
社
」

で
使
用
さ
れ
た
鯉
の
ぼ
り

―

映
画
公
開
年
：
平
成
10
年

（
１
９
９
８
）

本
木
克
英
フ
ァ
ン
倶

楽
部

映
像
・
動
画

本
木
克
英
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

「
映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
を
語
る
」

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

２
月
26
日

高
志
の
国
文
学
館

立
体
物

映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
で
使
用
し
た

艀
（
ハ
シ
ケ
）

番
匠
光
昭

―

番
匠
Ｆ
Ｒ
Ｐ
造
船

パ
ネ
ル

映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
ロ
ケ
地
マ
ッ

プ

富
山
県
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

バ
ナ
ー

映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
特
大
バ
ナ
ー

―

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

ラ
ビ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

パ
ネ
ル

富
山
県
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
と

の
連
携　
「
大
コ
メ
騒
動
」
ロ
ケ
の
場

合

前
佛
聡
（
富
山
県

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
ス
、
富
山
県

観
光
振
興
室
課
長
）

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

本
木
克
英
監
督
が
選
ぶ
「
富
山
県
を

舞
台
に
し
た
こ
ん
な
映
画
が
見
た
い
」

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

映
像
・
動
画

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画　

左
時
枝
・
夏
木
マ
リ
・
立
川
志
の
輔
・

室
井
滋
・
内
浦
純
一

エ
ー
ス
・
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

エ
ー
ス
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン

映
像
・
動
画

本
木
克
英
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

「
夢
を
抱
き
続
け
て
―
企
画
展
に
あ

た
っ
て
」

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

２
月
26
日

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

本
木
克
英
監
督
「
ご
あ
い
さ
つ
」

本
木
克
英
監
督

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

企
画
展
示
室
内　
導
入

映
像
・
動
画

本
木
克
英
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

「
わ
た
し
の
映
画
づ
く
り
」

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

２
月
26
日

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

本
木
克
英
監
督
自
作
略
年
譜

本
木
克
英
監
督

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

冊
子

映
画
「
て
な
も
ん
や
商
社
」
撮
影
台

本
（
決
定
稿
）

―

映
画
公
開
年
：
平
成
10
年

（
１
９
９
８
）

個
人

冊
子

映
画
「
て
な
も
ん
や
商
社
」
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

松
竹
株
式
会
社
事

業
部

映
画
公
開
年
：
平
成
10
年

（
１
９
９
８
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
て
な
も
ん
や
商
社
」
完
成
披

露
特
別
上
映
チ
ラ
シ
・
招
待
券

黒
部
青
年
会
議
所・

北
日
本
新
聞
社

映
画
公
開
年
：
平
成
10
年

（
１
９
９
８
）

個
人

立
体
物

映
画
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎 

千
年
呪
い

歌
」　
黄
金
の
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん
像

―

映
画
公
開
年
：
平
成
20
年

（
２
０
０
８
）

個
人

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

冊
子

映
画「
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
」撮
影
台
本（
決

定
稿
）

―

映
画
公
開
年
：
平
成
21
年

（
２
０
０
９
）

個
人

立
体
物

映
画
「
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
」　
Ｖ
Ｆ
Ｘ

（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
エ
フ
ェ
ク
ト
）
部
使

用　
オ
ニ
の
武
器

―

映
画
公
開
年
：
平
成
21
年

（
２
０
０
９
）

個
人

記
念
品

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
お
礼

グ
ッ
ズ
（
顔
は
本
木
監
督
）

―

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

個
人

記
念
品

第
18
回
藤
本
賞　
新
人
賞　
賞
状
額

（「
て
な
も
ん
や
商
社
」）

藤
本
賞
選
考
委
員

会

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）

個
人

記
念
品

第
１
回
沖
縄
国
際
映
画
祭

L
a
u
g
h 

& 

P
e
a
c
e

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
ゴ
ー
ル
デ
ン

シ
ー
サ
ー
賞　
ト
ロ
フ
ィ
ー

（「
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
」）

沖
縄
国
際
映
画
祭

実
行
委
員
会

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）

個
人

記
念
品

第
57
回
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
賞　
作
品
賞

万
年
筆
（「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」）

東
京
映
画
記
者
会

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

個
人

記
念
品

第
38
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞　

優
秀

監
督
賞　
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
（「
超

高
速
！
参
勤
交
代
」）

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
協
会

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

個
人

記
念
品

第
42
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞　

優
秀

監
督
賞　
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
（「
空

飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」）

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
協
会

平
成
31
年
（
２
０
１
９
）

個
人

書
簡

第
42
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞　
授
賞

式
招
待
状

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
協
会

平
成
31
年
（
２
０
１
９
）

個
人

冊
子

第
42
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞　
授
賞

式
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
協
会

平
成
31
年
（
２
０
１
９
）

個
人

パ
ネ
ル

本
木
克
英
監
督
フ
ィ
ル
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
て
な
も
ん
や
商
社
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
松
竹
、
フ

ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

映
画
公
開
年
：
平
成
10
年

（
１
９
９
８
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
イ
レ
ブ
ン
」

ポ
ス
タ
ー

製
作
：
松
竹

映
画
公
開
年
：
平
成
12
年

（
２
０
０
０
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
12　
史
上
最

大
の
有
給
休
暇
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
松
竹

映
画
公
開
年
：
平
成
13
年

（
２
０
０
１
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画「
釣
り
バ
カ
日
誌
13　
ハ
マ
ち
ゃ

ん
危
機
一
髪
！
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
松
竹

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
ガ
ー
ル
」

ポ
ス
タ
ー

製
作
：
テ
ン
カ
ラ

ッ
ト
、
電
通
、
衛

星
劇
場

映
画
公
開
年
：
平
成
16
年

（
２
０
０
４
）

個
人

□
主
な
展
示
物



7 ｜ Ⅰ〔企画展概要〕

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

冊
子

「
大
コ
メ
騒
動
」
撮
影
台
本
（
決
定
稿
）

―

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

個
人

メ
モ
・
書
類

字
コ
ン
テ
《
Ｓ
♯
15
》

―

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

個
人

メ
モ
・
書
類

劇
中
で
使
用
し
た
「
富
山
日
報
」
の

記
事

松
竹
撮
影
所

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

松
竹
撮
影
所

映
像
・
動
画

映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
富
山
ロ
ケ
メ

イ
キ
ン
グ

エ
ー
ス
・
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

エ
ー
ス
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン

パ
ネ
ル

米
屋
「
鷲
田
商
店
」
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

書
画

デ
ザ
イ
ン
画
「
警
察
署　
表
」「
警
察

署　

署
内
」「
留
置
所　

入
口
向
け
」

「
留
置
所　
か
え
し
」「
薬
問
屋　
表
」

「
薬
問
屋　
屋
内
」「
薬
問
屋　
一
角
」

作
画
：
倉
田
智
子

美
術
デ
ザ
イ
ナ
ー

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

個
人

書
画

図
面
「
東
岩
瀬
海
岸
」「
警
察
署
」「
大

阪
新
報
社　

外
観
」「
大
阪
新
報
社
」

「
薬
問
屋
」「
薬
問
屋　

一
ノ
瀬
の
部

屋
」

作
画
：
倉
田
智
子

美
術
デ
ザ
イ
ナ
ー

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

個
人

メ
モ
・
書
類

予
定
表　
10
月
26
日
・
10
月
28
日
・

10
月
30
日

―

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

個
人

パ
ネ
ル

「
大
コ
メ
騒
動
」
で
実
感
し
た
富
山
の

映
画
愛

岩
城
レ
イ
子

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

（
エ
ー
ス
・
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
）

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

衣
料

松
浦
い
と
（
井
上
真
央
）・
清
ん
さ
の

お
ば
ば
（
室
井
滋
）
の
衣
装

松
竹
撮
影
所

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

松
竹
撮
影
所

立
体
物

米
俵

Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま

音
声
・
音
響

映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
練
習
用
「
富

山
弁
」
音
声

―

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

エ
ー
ス
・
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン

映
画
「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
コ
ー
ナ
ー

映
像
・
動
画

映
画
「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
予
告
編

松
竹
株
式
会
社

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

松
竹
株
式
会
社

冊
子

「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
映
画
台
本
（
第
一

稿
）、
撮
影
台
本
（
決
定
稿
）

―

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

メ
モ
・
書
類

絵
コ
ン
テ
《
Ｓ
♯
２
》

―

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

メ
モ
・
書
類

Ｃ
Ｇ
リ
ス
ト
表

―

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

書
画

図
面
「
事
故
現
場
」「
赤
松
運
送　
事

務
室
・
社
長
室
・
応
接
室
」「
ホ
ー
プ

自
動
車　
カ
ス
タ
マ
ー
課
」

―

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
フ
ィ
ル
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
幹
事
社
：
松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
19
年

（
２
０
０
７
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
犬
と
私
の
10
の
約
束
」
ポ
ス

タ
ー

製
作
：
フ
ィ
ル
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
幹
事
社
：
松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
20
年

（
２
０
０
８
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎　
千
年
呪

い
歌
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
フ
ィ
ル
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
幹
事
社
：
松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
20
年

（
２
０
０
８
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
鴨
川
ホ
ル
モ
ー
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
フ
ィ
ル
ム

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
幹
事
社
：
松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
21
年

（
２
０
０
９
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
お
か
え
り
、
は
や
ぶ
さ
」
ポ

ス
タ
ー

製
作
：
製
作
委
員

会（
幹
事
社：松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
24
年

（
２
０
１
２
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
関
西
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
Jr.
の
京
都

太
秦
行
進
曲
！
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
松
竹

映
画
公
開
年
：
平
成
25
年

（
２
０
１
３
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
す
べ
て
は
君
に
逢
え
た
か
ら
」

ポ
ス
タ
ー

製
作
：
製
作
委
員

会（
幹
事
社：ワ
ー

ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー

ス
映
画
）

映
画
公
開
年
：
平
成
25
年

（
２
０
１
３
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
ポ
ス

タ
ー

製
作
：
製
作
委
員

会（
幹
事
社：松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
リ
タ
ー

ン
ズ
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
製
作
委
員

会（
幹
事
社：松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
製
作
委
員

会（
幹
事
社：松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
映
画　
少
年
た
ち
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
製
作
委
員

会（
幹
事
社：松
竹
）

映
画
公
開
年
：
平
成
31
年

（
２
０
１
９
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
居
眠
り
磐
音
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
製
作
委
員

会
（
幹
事
社
：
日

本
テ
レ
ビ
放
送
網
）

映
画
公
開
年
：
令
和
元
年

（
２
０
１
９
）

個
人

ポ
ス
タ
ー
・

チ
ラ
シ
等

映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
ポ
ス
タ
ー

製
作
：
製
作
委
員
会

（
幹
事
社
：
エ
ー
ス
・

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

個
人

パ
ネ
ル

映
画
監
督
・
本
木
克
英
の
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
映
画
の
世
界

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

映
画
「
大
コ
メ
騒
動
」
コ
ー
ナ
ー

書
籍

戸
屋
ま
い
『
小
学
館
文
庫　
大
コ
メ

騒
動　
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
』

小
学
館

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

高
志
の
国
文
学
館

立
体
物

い
と
（
井
上
真
央
）
が
米
俵
を
運
ぶ

と
き
に
使
っ
て
い
た
ひ
も

松
竹
撮
影
所

映
画
公
開
年
：
令
和
３
年

（
２
０
２
１
）

松
竹
撮
影
所
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種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

衣
料

赤
松
運
送
の
作
業
着

―

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

書
画

デ
ザ
イ
ン
画
「
赤
松
運
送　
表
」「
赤

松
運
送　
社
長
室
」「
赤
松
運
送　
事

務
所
」「
赤
松
運
送　

整
備
棟
」「
富

山
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
」

作
画
：
西
村
貴
志

美
術
デ
ザ
イ
ナ
ー

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

衣
料

ホ
ー
プ
自
動
車
の
帽
子

―

映
画
公
開
年
：
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）

個
人

映
像
・
動
画

本
木
克
英
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

「
映
画
「
空
飛
ぶ
タ
イ
ヤ
」
を
語
る
」

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

２
月
26
日

高
志
の
国
文
学
館

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
コ
ー
ナ
ー

パ
ネ
ル

西
村
ま
さ
彦
氏
コ
メ
ン
ト

西
村
ま
さ
彦

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

高
志
の
国
文
学
館

映
像
・
動
画

本
木
克
英
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

「
映
画「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」を
語
る
」

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

２
月
26
日

高
志
の
国
文
学
館

冊
子

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
プ
レ

ス
シ
ー
ト

―

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

個
人

メ
モ
・
書
類

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
長
期

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
、
仮
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
（
８
月
18
日
版
）、
時
間
香
盤
表

（
９
月
８
日
）

―

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

個
人

冊
子

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
撮
影

台
本
（
決
定
稿
）

―

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

個
人

メ
モ
・
書
類

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」

ア
ク
シ
ョ
ン
字
コ
ン
テ
《
Ｓ
♯
75
》

―

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

個
人

メ
モ
・
書
類

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
政
醇

一
行
の
並
び
順
、
湯
長
谷
藩
の
参
勤

行
列
図

―

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

個
人

立
体
物

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
政
醇
が

お
咲
と
出
会
っ
た
「
鶴
屋
」
の
看
板

松
竹
撮
影
所

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

松
竹
撮
影
所

立
体
物

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」
湯
長

谷
藩
の
ぼ
り
（
旗
の
み
）、
湯
長
谷
藩

提
灯

松
竹
撮
影
所

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

松
竹
撮
影
所

衣
料

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
リ
タ
ー

ン
ズ
」
内
藤
政
醇
（
佐
々
木
蔵
之
介
）

の
羽
織
・
野
袴

松
竹
撮
影
所

映
画
公
開
年
：
平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

松
竹
撮
影
所

立
体
物

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
リ
タ
ー

ン
ズ
」
雲
隠
段
蔵
（
伊
原
剛
志
）
の

大
扇
子

松
竹
撮
影
所

映
画
公
開
年
：
平
成
28
年

（
２
０
１
６
）

松
竹
撮
影
所

映
像
・
動
画

映
画
「
超
高
速
！
参
勤
交
代
」「
超
高

速
！
参
勤
交
代
リ
タ
ー
ン
ズ
」
予
告
編

松
竹
株
式
会
社

映
画
公
開
年
：
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）

松
竹
株
式
会
社

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
13　
ハ
マ
ち
ゃ
ん
危
機
一
髪
！
」
コ
ー
ナ
ー

メ
モ
・
書
類

絵
コ
ン
テ
《
Ｓ
♯
１
》
多
摩
川
の
河
原

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

個
人

メ
モ
・
書
類

富
山
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
、「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
撮
影
に
つ
い

て
」

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

個
人

冊
子

「
釣
り
バ
カ
日
誌
13
」
撮
影
台
本

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

個
人

メ
モ
・
書
類

ホ
テ
ル
黒
部
で
の
宴
会
で
ハ
マ
ち
ゃ

ん
（
西
田
敏
行
）
が
歌
っ
た
「
ホ
タ

ル
イ
カ
メ
ン
コ
」
の
歌
詞

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

高
志
の
国
文
学
館

衣
料

黒
部
ロ
ケ　
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

高
志
の
国
文
学
館

立
体
物

鈴
木
建
設　
社
員
証
（
浜
崎
伝
助
／

草
森
課
長
／
桐
山
桂
）、
社
章

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

松
竹
株
式
会
社

メ
モ
・
書
類

浜
崎
伝
助
（
西
田
敏
行
）
名
刺
、
鈴

木
一
之
助
（
三
國
連
太
郎
）
名
刺

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

高
志
の
国
文
学
館

書
画

図
面
「
天
狗
堂
会
長
室
」

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

個
人

メ
モ
・
書
類

『
釣
り
バ
カ
日
誌
』
い
き
い
き
富
山
誘

致
委
員
会　
陳
情
書

『
釣
り
バ
カ
日
誌
』

い
き
い
き
富
山
誘

致
委
員
会

平
成
13
年
（
２
０
０
１
）

個
人

メ
モ
・
書
類

『
釣
り
バ
カ
日
誌
13
』
い
き
い
き
富
山

実
行
委
員
会
資
料「
必
笑（
勝
）祈
願
」

計
画
書

『
釣
り
バ
カ
日
誌

13
』
い
き
い
き
富

山
実
行
委
員
会

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

高
志
の
国
文
学
館

映
像
・
動
画

映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
13
」
予
告
編

松
竹
株
式
会
社

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

松
竹
株
式
会
社

映
像
・
動
画

本
木
克
英
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像

「
映
画
「
釣
り
バ
カ
日
誌
13
」
を
語
る
」

高
志
の
国
文
学
館

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

２
月
26
日

高
志
の
国
文
学
館

立
体
物

黒
部
屋
天
狗
堂
の
れ
ん
（
天
狗
堂
の

正
面
入
り
口
）

―

映
画
公
開
年
：
平
成
14
年

（
２
０
０
２
）

高
志
の
国
文
学
館
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□企画展示室平面図
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（
2
）
企
画
展

「
ま
ど
・
み
ち
お
の
う
ち
ゅ
う
―
「
ぞ
う
さ
ん
」
の
詩
人
か
ら

の
手
紙
」

亀
島
麻
衣
子　

誰
も
が
一
度
は
口
ず
さ
ん
だ
こ
と
の
あ
る
童
謡
「
ぞ
う
さ
ん
」
の
歌
詞
は
、
子
象
へ
の

声
掛
け
か
ら
は
じ
ま
る
。

「
ぞ
う
さ
ん　
ぞ
う
さ
ん　
お
は
な
が　
な
が
い
の
ね
」

改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
言
わ
れ
た
子
象
が
、
か
ら
か
い
や
悪
口
と
受
け
取
っ
て
も
仕

方
の
な
い
言
葉
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
子
象
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
の
で
あ
る
。

「
そ
う
よ　
か
あ
さ
ん
も　
な
が
い
の
よ
」

ま
ど
は
言
う
。
子
象
は
褒
め
ら
れ
た
つ
も
り
な
の
だ
と
。
自
分
が
長
い
鼻
を
持
っ
た
象

で
あ
る
こ
と
を
、
か
ね
が
ね
誇
り
に
思
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
象
に
生
ま
れ
て

う
れ
し
い
象
の
歌
」
で
あ
る
と
。

ま
ど
は
、
や
さ
し
い
言
葉
で
大
切
な
こ
と
を
伝
え
る
詩
人
で
あ
る
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
、
ま
ど
の
詩
「
ぼ
く
が 

こ
こ
に
」
を
引
用
し
た
。

「
ぼ
く
が　
こ
こ
に　
い
る
と
き

　
ほ
か
の　
ど
ん
な
も
の
も

　
ぼ
く
に　
か
さ
な
っ
て

　
こ
こ
に　
い
る
こ
と
は　
で
き
な
い
」

こ
こ
に
は
、「
ぞ
う
さ
ん
」
と
同
じ
く
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
唯
一
無
二
の
も
の
と

し
て
存
在
す
る
こ
と
を
受
け
止
め
る
姿
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。
上
皇
后
陛
下
美
智
子
さ
ま

が
英
訳
と
ご
朗
読
を
さ
れ
た
、
ま
ど
の
詩
「
リ
ン
ゴ
」
も
同
旨
と
言
え
る
。

本
展
で
は
、
童
謡
詩
人
か
ら
詩
人
へ
、
そ
し
て
１
９
９
４
年
に
「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

賞
・
作
家
賞
」
を
日
本
人
で
初
め
て
受
賞
す
る
ま
で
の
軌
跡
と
、
１
０
４
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
２
０
０
０
を
超
え
る
詩
を
書
き
続
け
た
ま
ど
の
作
品
世
界
―
「
う
ち
ゅ
う
」
を
紹
介

し
、ま
ど
が
伝
え
よ
う
と
し
た
大
切
な
こ
と
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
目
指
し
た
。

展
示
構
成
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
ま
ど
の
詩
か
ら
特
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
作
品
を
取
り
上

げ
、
イ
メ
ー
ジ
写
真
を
添
え
て
構
成
し
た
パ
ネ
ル
「
ま
ど
さ
ん
か
ら
の
手
紙
」
を
作
成
し

展
示
し
た
。
ま
た
、「
ま
ど
さ
ん
の
詩
の
と
び
ら
」
を
設
置
し
、
ま
ど
の
詩
に
出
会
う
た

め
の
仕
掛
け
と
し
た
。「
ま
ど
さ
ん
の
詩
の
と
び
ら
」
は
、「
シ
マ
ウ
マ
」「
ニ
ン
ジ
ン
」「
ケ

ム
シ
」
な
ど
の
短
詩
を
取
り
上
げ
、
題
に
あ
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
四
角
や
丸
、
三
角
の

か
た
ち
を
し
た
扉
を
あ
け
る
と
、
詩
の
テ
キ
ス
ト
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
扉
の

デ
ザ
イ
ン
の
抽
象
性
を
高
く
す
る
こ
と
で
、
観
覧
者
の
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
こ
と
を
企
図

し
た
。
扉
の
取
り
付
け
位
置
は
子
供
の
目
線
に
合
わ
せ
低
く
し
た
が
、
実
際
に
は
子
供
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が
扉
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

前
述
の
上
皇
后
陛
下
美
智
子
さ
ま
に
よ
る
英
訳
と
ご
朗
読
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
展

示
を
行
っ
た
。
上
皇
后
陛
下
美
智
子
さ
ま
の
英
訳
が
国
際
的
に
ま
ど
の
評
価
を
高
め
、
ま

ど
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
の
後
押
し
と
な
っ
た
旨
を
説
明
し
た
パ
ネ
ル
を
作
成
し

た
ほ
か
、
ご
朗
読
の
様
子
を
映
像
で
紹
介
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
宮
内
庁
の
ご
意
向

に
よ
り
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
無
料
で
公
開
す
る
こ
と
と
な
り
、「
ま
ど
さ
ん
か
ら
の
手
紙
」、

「
ま
ど
さ
ん
の
詩
の
と
び
ら
」
も
あ
わ
せ
て
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
導
入
展
示
は
、
無
料
で
観

覧
い
た
だ
け
る
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
。

展
示
室
の
入
り
口
に
は
、「
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
／
み
つ
め
て
い
る
と
／
宇
宙
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」と
い
う
ま
ど
の
言
葉
を
バ
ナ
ー
に
し
、天
吊
り
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、

「
ふ
し
ぎ
が
り
」
の
詩
人
と
も
呼
ば
れ
た
ま
ど
の
詩
作
の
姿
勢
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宇
宙
か
ら
見
れ
ば
等
し
く
小
さ
く
な
る
地
球
上
の
す
べ
て
の
存
在

に
向
か
っ
て
目
を
凝
ら
し
、
意
識
を
同
化
さ
せ
て
い
く
「
宇
宙
の
視
点
」
で
あ
る
。
ま
ど

の
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
い
大
き
な
視
座
は
、
か
え
っ
て
小
さ
な
命
や
存
在
を

拾
い
上
げ
、
見
落
と
し
が
ち
な
小
さ
な
幸
せ
や
、
無
自
覚
に
通
り
過
ぎ
て
き
た
事
柄
を
発

見
し
て
き
た
。
大
き
く
引
き
伸
ば
し
た
ま
ど
の
肖
像
写
真
パ
ネ
ル
と
合
わ
せ
て
、
ま
ど
の

ま
な
ざ
し
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
企
図
し
た
。
ま
た
、
ま
ど
の
年
譜
と
著
書
を
展
示

し
、
次
の
章
へ
つ
な
げ
た
。

第
１
章
「
ま
ど
・
み
ち
お
の
生
涯
」
で
は
、
ま
ず
【
１
・
幼
年
期
】
と
し
て
、
詩
人
の

原
点
と
な
っ
た
山
口
県
で
の
幼
少
期
を
紹
介
し
た
。
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
し
た
幼
少
期
の

孤
独
、祖
父
と
の
交
流
を
回
想
し
た
作
品
「
幼
年
遅
日
抄
」
に
つ
い
て
、書
き
留
め
た
ノ
ー
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い
た
抽
象
画
28
点
を
取
り
上
げ
た
。こ
れ
ら
の
抽
象
画
は
ク
レ
ヨ
ン
や
水
彩
絵
の
具
、ボ
ー

ル
ペ
ン
な
ど
身
近
な
画
材
で
描
か
れ
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
や
ま
ど
自
身
に
よ
る
説
明
が
な

い
も
の
も
多
い
。
自
分
の
た
め
だ
け
に
描
い
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
存
在
は
長
く
隠
さ
れ

て
い
た
。
50
歳
代
の
は
じ
め
と
い
う
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
童
謡
詩
人
か
ら
詩
人
へ
の

移
行
期
に
あ
た
る
。
詩
を
作
る
よ
り
絵
を
描
く
方
が
楽
し
く
、
寝
る
の
も
忘
れ
て
没
頭
し

た
と
い
う
。
言
葉
に
よ
ら
な
い
絵
画
の
非
定
型
の
楽
し
さ
を
、
名
前
や
意
味
か
ら
も
解
放

さ
れ
た
世
界
に
感
じ
た
よ
う
だ
。
抽
象
画
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
自
分
が
表
現
し
た
い
も

の
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
ど
の
内
面
性
の
発
露
が
感
じ
ら
れ
る
、

も
う
ひ
と
つ
の
「
う
ち
ゅ
う
」
で
あ
る
。

第
３
章
「
ま
ど
・
み
ち
お
の
詩
と
童
謡
」
で
は
、
ま
ど
の
詩
や
童
謡
を
元
に
し
た
絵
本

原
画
、
朗
読
、
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
上
げ
た
。
絵
本
『
ぞ
う
さ
ん
』（
こ
ぐ
ま
社
）、『
ち
ょ

う
ち
ょ
う 

ひ
ら
ひ
ら
』（
こ
ぐ
ま
社
）
よ
り
、
に
し
ま
き
か
や
こ
氏
の
原
画
25
点
、『
く

ま
さ
ん
』（
こ
ぐ
ま
社
）、『
マ
マ 

だ
い
す
き
』（
こ
ぐ
ま
社
）
よ
り
、
ま
し
ま
せ
つ
こ
氏

の
原
画
26
点
の
展
示
を
通
し
、
ま
ど
の
子
供
へ
向
け
た
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
言
葉
の
響
き
を
大
切
に
し
た
ま
ど
が
自
作
詩
を
朗
読
す
る
貴
重
な

音
源
を
使
っ
て
制
作
し
た
映
像
「
ま
ど
・
み
ち
お 

自
作
詩
を
よ
む
」
と
、
地
元
富
山
の

劇
団「
演
人
全
開　
血
が
滾
っ
て
き
た
ぜ
！
」に
よ
る
朗
読
を
使
っ
て
制
作
し
た
映
像「
詩

の
朗
読
の
輪
！
」
を
上
映
し
た
。「
詩
の
朗
読
の
輪
！
」
は
、「
カ
バ
は 

こ
い
よ
」「
が
い

ら
い
ご
じ
て
ん
」
な
ど
、「
言
葉
は
遊
び
た
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
ま
ど
の
思
い
を
表
す

詩
や
、「
ぶ
ん
ち
ん
」「
つ
け
も
の
の 

お
も
し
」
な
ど
、
そ
の
「
存
在
」
に
つ
い
て
思
い

を
い
た
し
た
詩
な
ど
に
つ
い
て
、
劇
団
員
が
声
に
よ
る
表
現
を
試
み
た
。
群
読
で
あ
っ
た

り
、
独
白
で
あ
っ
た
り
、
掛
け
合
い
で
あ
っ
た
り
、
詩
の
解
釈
に
よ
っ
て
表
現
も
変
わ
る

面
白
さ
が
あ
っ
た
。「
詩
の
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
そ
の
詩
の
解
釈
の
違
い
を
味
わ
う
こ
と
を

企
図
し
た
。富
山
県
立
富
山
北
部
高
等
学
校
の
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
２
年
生
18
名
に
依
頼
し
、

詩
１
篇
に
つ
き
２
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
で
ま
ど
の
詩
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
来
館
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、「
高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
し
た
企
画
が
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
。
１
つ
の
詩

を
２
人
で
と
い
う
と
こ
ろ
が
良
か
っ
た
。
ど
ち
ら
の
絵
が
好
み
か
考
え
な
が
ら
見
る
こ
と

が
で
き
た
。」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ
い
た
。「
感
じ
方
は
ひ
と
つ
じ
ゃ
な
く
て
い
い
。
そ

の
人
が
感
じ
た
い
よ
う
に
感
じ
て
も
ら
う
の
が
一
番
い
い
。」
と
い
う
、
ま
ど
の
心
に
か

な
う
も
の
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

ト
と
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
「
文
藝
台
湾
」
１
巻
４
号
、
１
巻
５
号
を
展
示
し
た
。【
２
・
童

謡
詩
人
を
こ
こ
ろ
ざ
し
て
】
で
は
、
家
族
の
待
つ
台
湾
へ
渡
り
、
台
湾
総
督
府
に
就
職
し

た
ま
ど
が
、
本
屋
で
児
童
雑
誌
「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
に
掲
載
さ
れ
た
童
謡
募
集
の
記
事
を

見
つ
け
た
経
緯
を
紹
介
し
た
。
応
募
し
た
５
篇
の
う
ち
２
篇
が
北
原
白
秋
選
に
よ
り
特
選

と
な
り
、
童
謡
詩
人
と
し
て
の
道
を
歩
む
端
緒
と
な
っ
た
。
特
選
の
１
と
な
っ
た
詩
「
雨

ふ
れ
ば
」
が
掲
載
さ
れ
た
「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
第
13
巻
14
号
の
ほ
か
、
北
原
白
秋
か
ら
の

葉
書
を
展
示
し
た
。【
３
・
戦
争
】
で
は
、
台
南
安
平
の
船
舶
工
兵
隊
入
隊
当
初
か
ら
の

日
誌
２
冊
の
ほ
か
、
軍
事
郵
便
の
葉
書
を
利
用
し
て
作
っ
た
ノ
ー
ト
３
冊
、
短
詩
の
手
作

り
ミ
ニ
ノ
ー
ト
５
冊
を
展
示
し
た
。
日
誌
は
、
昭
和
18
年
２
月
５
日
の
記
述
を
見
開
き
に

し
て
展
示
し
た
。
そ
の
日
の
内
容
は
、
ま
ど
が
手
旗
に
疲
れ
て
五
分
の
休
み
の
許
さ
れ
た

一
時
に
、
目
の
前
の
戦
友
「
コ
ン
ド
ウ
」
の
略
帽
の
記
名
を
「
ウ
ド
ン
コ
」
と
反
対
に
読

ん
だ
こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
後
「
カ
バ
の 

う
ど
ん
こ
」
と
い
う
詩
に

生
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。ま
ど
の
人
柄
の
一
端
と
、戦
争
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
っ

て
も
変
わ
ら
ず
、
詩
人
と
し
て
の
ま
な
ざ
し
が
人
や
自
然
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
た
。【
４
・
編
集
者
と
し
て
】
で
は
、
戦
後
、
帰
国
し
、
児
童
雑
誌
の
編
集
者
と
し
て

童
謡
詩
人
と
二
足
の
草
鞋
を
履
い
て
い
た
時
期
の
資
料
を
展
示
し
た
。
特
に
、
雑
誌
「
新

児
童
文
化
」
に
掲
載
さ
れ
た
、
ま
ど
が
描
い
た
カ
ッ
ト
原
画
10
点
に
つ
い
て
は
、
時
間
を

か
け
て
観
覧
す
る
方
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、パ
ネ
ル
で
童
謡
「
一
ね
ん
せ
い
に 

な
っ

た
ら
」「
ド
ロ
ッ
プ
ス
の
う
た
」
の
創
作
ノ
ー
ト
や
、
童
謡
「
ぞ
う
さ
ん
」
の
創
作
秘
話

を
展
示
し
、
童
謡
詩
人
と
し
て
の
活
躍
を
伝
え
た
。【
５
・
詩
人
と
し
て
】
で
は
、
創
作

活
動
に
専
念
す
る
た
め
、
50
歳
を
目
前
に
編
集
者
を
辞
し
た
ま
ど
が
、
童
謡
詩
人
と
し
て

で
は
な
く
詩
人
と
し
て
活
動
し
、
評
価
を
得
た
時
期
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ど
が
58
歳
の
と

き
に
出
版
し
た
最
初
の
詩
集
『
て
ん
ぷ
ら 

ぴ
り
ぴ
り
』〈
大
日
本
図
書
〉
と
、
詩
集
の
た

め
に
書
か
れ
た
作
品
の
創
作
ノ
ー
ト
の
ほ
か
、１
９
３
９
年
に
童
謡
同
人
誌
「
昆
虫
列
車
」

に
初
出
の
童
謡
「
や
ぎ
さ
ん 

ゆ
う
び
ん
」
を
１
９
６
８
年
に
「
し
ろ
や
ぎ
さ
ん 

く
ろ
や

ぎ
さ
ん
」と
し
て
書
き
直
し
た
直
筆
原
稿
を
展
示
し
た
。
ま
た
、「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
」

の
メ
ダ
ル
や
賞
状
な
ど
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
の
セ
ビ
リ
ア
で
行

わ
れ
た
授
与
式
に
体
調
不
良
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
会
場
で
流
し
た
ス
ピ
ー

チ
の
映
像
を
上
映
し
た
。

第
２
章
「
ま
ど
・
み
ち
お
の
絵
画
」
で
は
、
ま
ど
が
50
歳
代
の
は
じ
め
に
集
中
し
て
描
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会
期
も
当
初
、
２
０
２
１
年
７
月
10
日
か
ら
９
月
13
日
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
会
期
中

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
県
独
自
の
警
戒
レ
ベ
ル
が
最
高
の
「
ス
テ
ー
ジ
３
」

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
８
月
18
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で
臨
時
休
館
の
措
置
が

と
ら
れ
、
本
展
は
10
月
11
日
ま
で
会
期
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
会
期
延
長
を
喜
ぶ
声
、「
現
在
介
護
中
に
て
、
ま
ど
さ
ん

の
世
界
を
観
て
心
を
ゆ
っ
た
り
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。」
と
い
う
声
な
ど
を
い
た
だ
い

た
。
本
展
が
こ
の
コ
ロ
ナ
拡
大
下
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

長
引
く
行
動
制
限
が
も
た
ら
す
孤
独
感
や
、
感
染
不
安
か
ら
く
る
他
者
へ
の
不
信
感
、

感
染
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
罪
悪
感
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
る
人
が
さ
ら
に
増
え
た
と
言
わ
れ
る
世
相
の
中
で
、
ま
ど
の
詩
は
、
自
己
と
他
の
存
在

の
あ
り
の
ま
ま
を
見
つ
め
て
受
け
入
れ
る
大
切
さ
を
伝
え
、
閉
塞
感
か
ら
解
放
す
る
糸
口

と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。「
ま
ど
・
み
ち
お
の
う
ち
ゅ
う
」
が
、
観
覧
く
だ
さ
っ

た
方
々
の
心
を
安
ら
げ
る
よ
す
が
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

会
場
内
に
は
、
ほ
か
に
「
ま
ど
・
み
ち
お 

一
〇
〇
歳
の
頃
」
と
し
て
、
亡
く
な
る
ま

で
詩
作
や
絵
画
に
取
り
組
ん
だ
、
ま
ど
の
様
子
を
伝
え
る
映
像
を
上
映
す
る
と
と
も
に
、

愛
用
品
等
も
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
や
、ま
ど
と
生
前
に
親
交
が
あ
っ
た
、阪
田
寛
夫
氏
（
詩

人
・
作
家
）、
神
沢
利
子
氏
（
児
童
文
学
作
家
）、
市
河
紀
子
氏
（
続
ま
ど
・
み
ち
お
全
詩

集
の
編
集
者
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

た
。な

お
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
、
市
河
紀
子
氏
の
記
念
講
演
「
ま
ど
さ
ん
、
ま
ど
し
て
る
」

を
開
催
し
、知
ら
れ
ざ
る
逸
話
を
通
し
て
、ま
ど
の
素
顔
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
富
山
県
文
化
振
興
財
団
と
連
携
し
、「
ま
ど
・
み
ち
お
の
童
謡
と
絵
本
で
遊
ぼ
う
」

と
題
し
、小
学
校
低
学
年
ま
で
の
親
子
を
対
象
に
、読
み
聞
か
せ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

ピ
ア
ノ
演
奏
や
ク
イ
ズ
も
あ
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、「
詩
の
朗
読
」
イ
ベ
ン
ト
は

残
念
な
が
ら
中
止
、
関
連
行
事
「
朗
読
と
音
楽
の
夕
べ
２
０
２
１
」
は
、
会
期
終
了
後
の

２
０
２
２
年
２
月
５
日
に
延
期
し
て
開
催
さ
れ
た
。

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

初
出
・
年
代

所　

蔵

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

パ
ネ
ル

【
ま
ど
さ
ん
か
ら
の
手
紙
】
16
点

ま
ど
・
み
ち
お

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

【
ま
ど
さ
ん
の
詩
の
と
び
ら
】
6
点

ま
ど
・
み
ち
お

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

ま
ど
・
み
ち
お
の
詩
を
世
界
に
送
り
出
す

高
志
の
国
文
学
館

映
像

上
皇
后
美
智
子
さ
ま
に
よ
る
詩
『
リ
ン
ゴ
』

の
英
訳
と
ご
朗
読

高
志
の
国
文
学
館

企
画
展
示
室
内　
導
入

パ
ネ
ル

写
真
（
1
9
9
2
年 

川
崎
市
生
田
）

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

略
歴

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

ま
ど
・
み
ち
お
少
年
詩
集
『
ま
め
つ
ぶ
う
た
』

（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
7
3
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

ま
ど
・
み
ち
お
詩
集
①
～
⑥

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
7
5
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

ま
ど
・
み
ち
お
少
年
詩
集
『
い
い
け
し
き
』

（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
8
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

初
出
・
年
代

所　

蔵

書
籍

ま
ど
・
み
ち
お
少
年
詩
集
『
し
ゃ
っ
く
り

う
た
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
9
8
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

伊
藤
英
治
編
『
ま
ど
・
み
ち
お
全
詩
集
』

（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

対
訳
詩
集
『
T
H
E 

A
N
I
M
A
L
S
』

（
す
え
も
り
ブ
ッ
ク
ス
）

詩
：
ま
ど
・
み
ち
お

訳
：
美
智
子

絵
：
安
野
光
雅

1
9
9
2
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

対
訳
詩
集
『
T
H
E 

M
A
G
I
C 

P
O
C
K
E
T
』（
す
え
も
り
ブ
ッ
ク
ス
）

詩
：
ま
ど
・
み
ち
お

訳
：
美
智
子

絵
：
安
野
光
雅

1
9
9
8
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
ぞ
う
の
ミ
ミ
カ
キ
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
9
8
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
メ
ロ
ン
の
じ
か
ん
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
9
9
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

ま
ど
・
み
ち
お
詩
集
『
お
な
か
の
大
き
い

小
母
さ
ん
』（
大
日
本
図
書
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
0
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
う
め
ぼ
し
リ
モ
コ
ン
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
で
ん
で
ん
む
し
の
ハ
ガ
キ
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
2
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
た
っ
た
っ
た
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
4
年

周
南
市
美
術
博
物
館

□
主
な
展
示
物
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種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

初
出
・
年
代

所　

蔵

パ
ネ
ル

解
説
【
4
.
編
集
者
と
し
て
】

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
1
9
4
9
年 

編
集
者
時
代
）

土
門
拳
撮
影

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

エ
ピ
ソ
ー
ド
「
編
集
者
時
代
を
ふ
り
か
え
る
」

周
南
市
美
術
博
物
館

雑
誌

チ
ャ
イ
ル
ド
ブ
ッ
ク　
第
23
巻
第
1
号

（
国
民
図
書
刊
行
会
）

周
南
市
美
術
博
物
館

直
筆
ノ
ー
ト

コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
編
輯
日
記

ま
ど
・
み
ち
お

個
人

原
画

「
新
児
童
文
化
」
カ
ッ
ト　
10
点

ま
ど
・
み
ち
お

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

ま
ど
・
み
ち
お
の
創
作
ノ
ー
ト　
2
点

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

解
説
【
5
.
詩
人
と
し
て
】

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
1
9
6
8
年 

野
間
文
芸
賞
受
賞
）

周
南
市
美
術
博
物
館

直
筆
ノ
ー
ト

創
作
ノ
ー
ト　
7
冊

個
人

直
筆
ノ
ー
ト

へ
り
く
つ
ノ
ー
ト　
3
冊

個
人

書
籍

ま
ど
・
み
ち
お
詩
集
『
て
ん
ぷ
ら 

ぴ
り
ぴ
り
』

（
大
日
本
図
書
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
8
年

周
南
市
美
術
博
物
館

原
稿

詩
「
や
ぎ
さ
ん　
ゆ
う
び
ん
」

個
人

パ
ネ
ル

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
に
つ
い
て

周
南
市
美
術
博
物
館

映
像

授
与
式
で
の
ビ
デ
オ
ス
ピ
ー
チ

1
9
9
4
年

J
B
B
Y

実
物

1
9
9
4
年
度
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞　

賞
状
・
メ
ダ
ル
、
記
念
杯

個
人

第
２
章　
ま
ど
・
み
ち
お
の
絵
画

絵
画

ぞ
う
（
さ
ん
）（
複
製
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
7
7
年

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

エ
ピ
ソ
ー
ド
「
ぞ
う
さ
ん
」
の
誕
生
秘
話

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

石

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

は
に
わ

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

赤
い
り
ん
か
く

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

少
女
の
顔

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

菜
食
主
義
者
に
風
が
ふ
く

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

五
月
の
風

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

う
お

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

落
下

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

え
ん
ぴ
つ

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

亀
裂

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

雨
の
日

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

川
の
あ
る
町

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

林
の
道　
鳥
の
歌

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

虫
の
町

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

初
出
・
年
代

所　

蔵

書
籍

『
ネ
コ
と
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
』（
理
論
社
）

作
：
ま
ど
・
み
ち
お

絵
：
柚
木
沙
弥
郎

2
0
0
5
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
う
ふ
ふ
詩
集
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
8
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
の
ぼ
り
く
だ
り
の
…
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
9
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
1
0
0
歳
詩
集　
逃
げ
の
一
手
』（
小
学
館
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
1
2
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
続
ま
ど
・
み
ち
お
全
詩
集
』（
理
論
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
1
5
年

周
南
市
美
術
博
物
館

書
籍

『
ま
ど
・
み
ち
お
画
集　
と
お
い
と
こ
ろ
』

（
新
潮
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
0
3
年

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

『
絵
を
か
い
て　
い
ち
ん
ち
』（
新
潮
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
1
1
年

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

『
ま
ど
・
み
ち
お　
人
生
処
方
詩
集
』

（
平
凡
社
）

詩
・
絵
：
ま
ど
・
み
ち
お

選
詩
：
市
河
紀
子

2
0
1
2
年

個
人

書
籍

『
く
う
き
』（
理
論
社
）

詩
：
ま
ど
・
み
ち
お

画
：
さ
さ
め
や
ゆ
き

2
0
1
1
年

個
人

書
籍

『
ま
ど
さ
ん
か
ら
の
手
紙　
こ
ど
も
た
ち
へ
』

（
講
談
社
）

著
：
ま
ど
・
み
ち
お

絵
：
さ
さ
め
や
ゆ
き

2
0
1
9
年

個
人

書
籍

『
降
り
つ
む　
皇
后
陛
下
美
智
子
さ
ま
の

英
訳
と
ご
朗
読
』（
毎
日
新
聞
社
出
版
）

監
：
宮
内
庁
侍
従
職

編
：
毎
日
新
聞
出
版

2
0
1
9
年

個
人

書
籍

『
い
わ
ず
に
お
れ
な
い
』（
集
英
社
）

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
2
0
年

個
人

第
１
章　
ま
ど
・
み
ち
お
の
生
涯

パ
ネ
ル

解
説
【
1
.
幼
年
期
】

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
1
9
1
2
年 

3
歳
の
頃
）

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
1
9
1
6
年 

祖
父
・
正
敏
と
）

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

詩
「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
」

ま
ど
・
み
ち
お

周
南
市
美
術
博
物
館

直
筆
ノ
ー
ト

幼
年
遅
日
抄
ノ
ー
ト

ま
ど
・
み
ち
お

個
人

雑
誌

文
藝
台
湾
1
巻
4
・
5
号
（
台
湾
文
藝
協
会
）

1
9
4
0
年

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

解
説
【
2
.
童
謡
詩
人
を
こ
こ
ろ
ざ
し
て
】

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
北
原
白
秋
）

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
台
北
工
業
時
代
）

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
1
9
3
5
年 

家
族
と
と
も
に
）

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

「
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
掲
載
創
作
募
集
記
事

周
南
市
美
術
博
物
館

雑
誌

コ
ド
モ
ノ
ク
ニ　
第
13
巻
第
14
号
（
東
京
社
）

1
9
3
4
年

周
南
市
美
術
博
物
館

直
筆
ノ
ー
ト

創
作
ノ
ー
ト
（
1
9
4
1
年
7
月
～
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
4
1
年

個
人

葉
書

北
原
白
秋
か
ら
の
葉
書

北
原
白
秋

1
9
3
9
年

個
人

パ
ネ
ル

解
説
【
3
.
戦
争
】

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
1
9
4
3
年 

出
征
前
日
）

周
南
市
美
術
博
物
館

直
筆
ノ
ー
ト

戦
中
日
誌　
2
冊

ま
ど
・
み
ち
お

個
人

直
筆
ノ
ー
ト

軍
事
郵
便
の
葉
書
を
利
用
し
て
作
っ
た
ノ
ー

ト　
3
冊

ま
ど
・
み
ち
お

個
人

直
筆
ノ
ー
ト

短
詩
の
手
作
り
ミ
ニ
ノ
ー
ト　
5
冊

ま
ど
・
み
ち
お

個
人
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種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

初
出
・
年
代

所　

蔵

デ
ザ
イ
ン

ま
ど
・
み
ち
お　
詩
の
宇
宙　
28
点

富
山
北
部
高
等
学
校

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
生
徒

2
0
2
1
年

富
山
県
立
富
山
北
部

高
等
学
校

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

初
出
・
年
代

所　

蔵

原
画

絵
本
『
ぞ
う
さ
ん
』
原
画　
12
点

に
し
ま
き
か
や
こ

個
人

映
像

映
像
で
ふ
り
か
え
る
ま
ど
・
み
ち
お

（
5
分
×
2
本
）

周
南
市
美
術
博
物
館

パ
ネ
ル

写
真
（
1
0
0
歳
の
頃
）　
2
点

周
南
市
美
術
博
物
館

直
筆
ノ
ー
ト

1
0
0
歳
の
こ
ろ
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

ま
ど
・
み
ち
お

個
人

実
物

1
0
0
歳
の
こ
ろ
の
画
材

（
色
鉛
筆
、
サ
イ
ン
ペ
ン
、
定
規
な
ど
）

個
人

絵
画

1
0
0
歳
の
こ
ろ
描
い
た
絵
画
（
複
製
）　
2
点

ま
ど
・
み
ち
お

個
人

第
３
章　
ま
ど
・
み
ち
お
の
詩
と
童
謡

原
画

絵
本
『
く
ま
さ
ん
』
原
画　
14
点

ま
し
ま
せ
つ
こ

個
人

原
画

絵
本
『
マ
マ
だ
い
す
き
』
原
画　
12
点

ま
し
ま
せ
つ
こ

個
人

原
画

絵
本
『
ち
ょ
う
ち
ょ
う　
ひ
ら
ひ
ら
』

原
画　
13
点

に
し
ま
き
か
や
こ

個
人

パ
ネ
ル

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
阪
田
寛
夫
、
神
沢
利
子
、

市
河
紀
子
）

周
南
市
美
術
博
物
館

葉
書

葉
書　
ま
ど
さ
ん
か
ら
市
河
紀
子
さ
ん
へ　

２
枚

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
9
2
、

1
9
9
3
年

個
人

書
籍

『
ま
ど
さ
ん
』（
新
潮
社
）

阪
田
寛
夫

1
9
8
5
年

個
人

葉
書

葉
書　
ま
ど
さ
ん
か
ら
神
沢
利
子
さ
ん
へ　

５
枚

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
5
、

1
9
8
8
、

1
9
9
1
、

1
9
9
6
、

2
0
0
3
年

個
人

書
籍

『
牧
野
植
物
図
鑑
』

牧
野
富
太
郎

周
南
市
美
術
博
物
館

雑
誌

こ
ど
も
の
せ
か
い
7
月
号
（
至
光
社
）

1
9
8
2
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

紙
は
哀
し
い

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
1
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

隣
家
の
喪

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
2
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

三
人
の
バ
レ
リ
ー
ナ

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
2
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

ペ
ケ
の
界
隈

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
3
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

風
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
（
複
製
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
4
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

壁
面

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
6
4
年

周
南
市
美
術
博
物
館

映
像

「
ま
ど
・
み
ち
お 

自
作
詩
を
よ
む
」

ま
ど
・
み
ち
お

2
0
2
1
年

高
志
の
国
文
学
館

映
像

「
詩
の
朗
読
の
輪
！
」

劇
団
「
演
人
全
開　

血
が
滾
っ
て
き
た
ぜ
！
」

2
0
2
1
年

高
志
の
国
文
学
館

絵
画

キ
リ
ン
（
複
製
）

ま
ど
・
み
ち
お

1
9
7
7
年

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

気
流
圏

ま
ど
・
み
ち
お

制
作
年
未
詳

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

く
の
字
形

ま
ど
・
み
ち
お

制
作
年
未
詳

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

（
タ
イ
ト
ル
な
し
）

ま
ど
・
み
ち
お

制
作
年
未
詳

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

（
タ
イ
ト
ル
な
し
）（
未
完
）

ま
ど
・
み
ち
お

制
作
年
未
詳

周
南
市
美
術
博
物
館

絵
画

（
タ
イ
ト
ル
な
し
）

ま
ど
・
み
ち
お

制
作
年
未
詳

個
人
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まま
どど
ささ
んん
のの
  

詩詩
のの
とと
びび
らら
  

まま
どど
ささ
んん
かか
らら
のの
手手
紙紙
  

上上
皇皇
后后
陛陛
下下
美美
智智
子子
ささ
まま
のの
  

英英
訳訳
とと
ごご
朗朗
読読
  

第第
１１
章章
  

まま
どど
・・
みみ
ちち
おお
のの
生生
涯涯
  

第第
３３
章章
  

まま
どど
・・
みみ
ちち
おお
のの
詩詩
とと
童童
謡謡
  

  
幼幼

年年
期期
  

  
戦戦

争争
  

  
編編

集集
者者

とと
しし

てて
  

詩詩 人人 とと しし てて

  

朗朗
読読

でで
  

詩詩
をを
楽楽

しし
むむ
  

（（
映映
像像
））
  

富富
山山
北北
部部
高高

校校
  情情

報報
デデ
ザザ
イイ
ンン
科科
  

生生
徒徒
にに

よよ
るる
詩詩
のの
デデ
ザザ
イイ

ンン
  

人人 気気 画画 家家 にに よよ るる 絵絵 本本 のの 原原 画画  

ま
し

ま
せ

つ
こ

 

絵
 

『
く

ま
さ

ん
』

 

『
マ

マ
だ

い
す

き
』

 

に
し

ま
き

か
や

こ
 

絵
 

『
ち

ょ
う

ち
ょ

う
 

ひ
ら

ひ
ら

』
 

ゆゆ
かか
りり

のの
人人

々々
かか

らら
  

まま
どど

ささ
んん
へへ

のの
メメ

ッッ
セセ

ーー
ジジ

  

  
まま

どど
・・
みみ
ちち
おお
  

11
00
00
歳歳
のの
頃頃
  

  
国国
際際

アア
ンン
デデ
ルル
セセ

ンン
賞賞
  

  
創創

作作
ノノ

ーー
トト
  

ハ
ガ

キ
な

ど
ゆ

か
り

の
品

々
も

展
示

 

1
0
0
歳

の
頃

の
写

真
の

 

ほ
か

愛
用

品
も

展
示

 

第第
２２
章章
  

まま
どど
・・
みみ
ちち
おお
のの
絵絵
画画
  

上
皇

后
陛

下
 

美
智

子
さ

ま
の

 
ご

朗
読

映
像

 

展展
示示
室室
  

入入
口口
  

  
「「

ぞぞ
うう

（（
ささ

んん
））
」」

  

雑
誌

カ
ッ

ト
 

抽
象
画
 

常常 設設 展展 示示 室室 へへ

①
ま

ど
・

み
ち

お
自

作
詩

を
よ

む

②
劇

団
「

演
人

全
開

血
が

滾
っ

て
き

た
ぜ

！
」

 
詩

の
朗

読
の

輪
！

 

  
童童

謡謡
詩詩

人人
をを

ここ
ここ

ろろ
ざざ

しし
てて
  

 
絵

・
童

謡
「

ぞ
う

さ
ん

」
誕

生
秘

話
 

 
に

し
ま

き
か

や
こ

絵
「

ぞ
う

さ
ん

」
 

抽
象
画
 

抽
象
画
 

も
ぎ
り
 

□企画展示室平面図
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（
3
）
企
画
展 

「
太
宰
治　

創
作
の
舞
台
裏 

展
」

永
井　
　
清

二
〇
一
九
年
、
日
本
近
代
文
学
館
に
お
い
て
、
特
別
展
「
生
誕
一
一
〇
年　
太
宰
治　

創
作
の
舞
台
裏
」が
開
催
さ
れ
た
。展
示
は
東
京
大
学
教
授
の
安
藤
宏
氏
の
編
集
に
よ
る
。

安
藤
氏
は
編
集
に
あ
た
っ
て
、
過
去
の
太
宰
展
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、
思
い
切
っ
て

「
資
料
に
見
る
創
作
の
舞
台
裏
」
と
い
う
一
点
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
し
た
と
述
べ
て
い

る
。
太
宰
治
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
り
、
活
動
し
た
地
域
と
の
関
係
に
力
点
を
置
い
た
り
す

る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
残
さ
れ
た
「
資
料
」
そ
れ
自
体
に
主
役
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
意
が
注
が
れ
て
い
る
。
展
示
が
資
料
の
性
格
別
に
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
読

み
解
く
面
白
さ
を
通
じ
て
、
作
品
の
生
み
出
さ
れ
る
創
造
の
機
微
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
企
画
展
は
こ
の
展
示
資
料
を
中
心
と
し
て
高
志
の
国
文
学
館
で
の

展
覧
会
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
太
宰
の
作
品
に
対
す
る
知
識
が
そ
れ
ほ
ど
な

い
方
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
作
品
解
説
を
適
宜
加
え
た
り
、
見
て
楽
し
め
る

資
料
を
加
え
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
を
取
り
入
れ
た
。

展
示
の
全
体
像
は
、
１ 

当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
導
入
展
示
、
２ 

安
藤
宏
氏
の
編
集
に
よ

る
「
太
宰
治　
創
作
の
舞
台
裏
」、
３ 

三
鷹
市
か
ら
の
借
用
資
料
の
展
示
、
４ 

原
稿
筆

写
体
験
、
太
宰
作
品
の
朗
読
劇
の
ゾ
ー
ン
に
大
別
さ
れ
る
。
２
の
部
分
に
つ
い
て
は
展
示

資
料
の
性
質
と
編
集
者
の
意
図
を
正
確
に
表
す
よ
う
、
適
宜
安
藤
氏
の
説
明
を
引
用
し
な

が
ら
解
説
す
る
。

ま
ず
、
１
の
導
入
展
示
で
は
「
太
宰
文
学
入
門
・
太
宰
文
学
再
入
門
」
と
題
し
て
、
作

品
紹
介
を
行
っ
た
。「
富
嶽
百
景
」「
駈
込
み
訴
へ
」「
津
軽
」「
新
釈
諸
国
噺
」「
お
伽
草
紙
」

「
ト
カ
ト
ン
ト
ン
」「
斜
陽
」「
人
間
失
格
」
の
著
名
な
八
作
品
に
つ
い
て
、
作
品
の
一
節

の
引
用
、
簡
単
な
あ
ら
す
じ
、
解
説
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
た
。
太
宰
治
の
作
品
世
界

に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
方
、
ま
た
、
読
ん
だ
経
験
か
ら
時
間
の
経
過
し
た
方
に
も
作
品
世

界
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と

し
た
。
さ
ら
に「
新
た
な
太
宰
文
学
と
の
出
会
い
」と
題
し
て
、「
黄
金
風
景
」「
満
願
」「
女

生
徒
」「
新
樹
の
言
葉
」「
葉
桜
と
魔
笛
」「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
六
作
品
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

展
示
を
し
た
。「
黄
金
風
景
」「
満
願
」「
女
生
徒
」の
三
作
品
に
つ
い
て
は
ブ
ー
ス
を
設
け
、

作
品
の
一
節
を
朗
読
と
映
像
で
紹
介
し
た
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
作
品
が
太
宰
の
新
た
な

作
品
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
太
宰
に
対
し
て
持
た
れ
て
い
る
、
暗
く
神
経
質

な
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
な
、
明
る
く
家
庭
的
な
愛
情
に
あ
ふ
れ
る
作
品
と
し
て
紹
介
し

た
も
の
で
あ
る
。
複
数
の
作
品
に
よ
る
作
品
群
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
太
宰
の
新
た

な
世
界
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

続
い
て
２
の
「
太
宰
治　
創
作
の
舞
台
裏
」
は
本
企
画
展
の
核
と
な
る
。
全
体
は
安
藤

氏
に
よ
っ
て
六
部
に
分
け
て
編
集
さ
れ
た
。

第
一
部
「『
太
宰
治
』
の
ル
ー
ツ
」
は
「
津
島
家
」「
習
作
時
代
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら

な
る
。
太
宰
と
生
家
と
の
関
係
は
そ
の
後
の
分
家
除
籍
等
の
事
情
や
太
宰
自
身
の
生
や
作

品
へ
の
影
響
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
。「
津
島
家
」
で
は
太
宰
の

作
品
「
思
ひ
出
」
の
、
父
の
死
に
ま
つ
わ
る
一
節
を
引
用
し
て
紹
介
し
、
父
の
葬
式
を
た

だ
「
美
し
い
」
と
と
ら
え
て
い
た
太
宰
の
心
理
を
強
調
し
て
紹
介
し
た
。「
習
作
時
代
」

で
は「
蜃
気
楼
」「
青
ん
ぼ
」「
細
胞
文
芸
」等
の
同
人
誌
に
加
え
て
高
校
時
代
の
英
作
文
、

課
題
作
文
も
展
示
。「
蜃
気
楼
」
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
蜃

気
楼
同
人
諸
価
値
表
」は
内
容
の
面
白
さ
か
ら
注
目
さ
れ
た
資
料
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は「
文

芸
春
秋
」
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
十
一
月
号
の
「
文
壇
諸
家
価
値
調
査
票
」
を
ま
ね

て
太
宰
が
作
成
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
太
宰
の
中
央
文
壇
志
向
が
う
か

が
え
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
部
「
ノ
ー
ト
・
落
書
き
を
中
心
に
」
の
「
中
学
・
高
校
時
代
の
ノ
ー
ト
」
で
多
く

の
人
が
注
目
す
る
の
は
ノ
ー
ト
に
書
き
こ
ま
れ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
落
書
き
で
あ
る
。

強
烈
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
る
人
物
像
、
と
り
わ
け
自
画
像
と
お
ぼ
し
き
顔
の
絵
が
多
い
こ

と
に
注
目
さ
れ
、
太
宰
の
「
顔
」
に
対
す
る
特
別
な
意
識
が
感
じ
取
れ
る
。
ま
た
展
示
の

「
地
鉱
」（
自
然
科
学
・
地
理
学
習
ノ
ー
ト
）
に
書
か
れ
た
芥
川
龍
之
介
の
名
前
を
書
き
連

ね
た
部
分
や
、
そ
の
名
の
パ
ロ
デ
ィ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
思
わ
れ
る
「
小
川
麟
一
郎
」
の
サ

イ
ン
を
書
き
連
ね
た
部
分
か
ら
芥
川
龍
之
介
へ
の
傾
倒
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
て
面
白
い
。

第
三
部
「
原
稿
・
書
き
換
え
の
跡
を
た
ど
る
」
は
「
活
字
に
な
ら
な
か
っ
た
も
う
一
つ

の
世
界
」「
未
定
稿
か
ら
完
成
稿
へ
」
の
二
つ
か
ら
な
る
。
日
本
近
代
文
学
館
「
太
宰
治
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文
庫
」
に
は
、
使
っ
て
い
た
リ
ン
ゴ
箱
か
ら
美
知
子
夫
人
が
は
が
し
て
調
査
し
た
反
故
原

稿
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
資
料
保
存
へ
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。『
井
伏
鱒
二
選
集
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
三
月
）
に
関
す
る
展
示
で
は
太
宰
の
師
、
井
伏
の
選
集
に

関
し
て
二
人
の
意
見
の
対
立
が
う
か
が
え
る
。
井
伏
の
作
品
を
な
る
べ
く
多
く
収
録
し
た

い
と
考
え
る
太
宰
に
対
し
、
井
伏
は
頑
固
に
反
対
し
、「
駄
作
は
こ
の
選
集
か
ら
絶
対
に

排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
太
宰
治
「
第
二
巻
後
期
『
井
伏
鱒
二
選
集
』
第
二
巻
」）
と

意
見
が
異
な
り
、
大
幅
に
削
減
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
資
料
で
あ
っ
た
。

第
四
部
「
典
拠・小
説
に
用
い
た
資
料
」
で
は
「
富
嶽
百
景
」「
天
狗
」「
不
審
庵
」「
右

大
臣
実
朝
」「
惜
別
」
の
五
つ
の
作
品
に
つ
い
て
の
取
材
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
資
料
を
展

示
し
た
。
小
説
家
は
執
筆
に
あ
た
っ
て
素
材
の
調
査
、
取
材
活
動
を
行
う
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
太
宰
の
場
合
は
、
例
え
ば
「
富
嶽
百
景
」
の
有
名
な
冒
頭
部
分
は
義
父
の
石
原

初
太
郎
氏
の
著
作
『
富
士
山
の
自
然
界
』
を
転
用
し
た
も
の
で
表
現
は
酷
似
し
て
い
る
。

太
宰
の
取
材
に
対
す
る
貪
欲
な
姿
勢
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
「
惜
別
」
の
執
筆
に
あ
た
っ

て
は
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
留
学
時
の
魯
迅
を
取
材
し
た
小
説
の
た
め
に
、
魯
迅
の
足
跡

を
追
っ
て
仙
台
を
訪
れ
て
取
材
し
た
。
そ
の
際
に
用
い
た
地
図
『
最
新
版
番
地
入　
仙
台

市
明
細
地
図
』
を
展
示
し
た
。
太
宰
は
河
北
新
報
社
を
訪
れ
、
作
品
に
関
す
る
記
事
を
三

日
間
に
わ
た
っ
て
休
ま
ず
に
メ
モ
し
続
け
た
と
い
う
が
、
そ
の
メ
モ
も
展
示
し
た
。

第
五
部
「
戦
争
の
影
」
は
「
花
火
」「
佳
日
」「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」「
冬
の
花
火
」「
パ

ン
ド
ラ
の
匣
」
の
作
品
に
戦
争
が
及
ぼ
し
た
影
響
、
中
で
も
検
閲
の
影
響
に
つ
い
て
確
認

で
き
る
資
料
を
展
示
し
た
。
太
宰
の
文
学
活
動
は
戦
中
戦
後
の
激
動
の
時
代
に
重
な
る
。

戦
中
は
内
務
省
、戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
を
受
け
た
。
展
示
資
料
の
一
つ
「
返
事
の
手
紙
」

は
、
作
家
、
貴
司
山
治
と
の
往
復
書
簡
と
し
て
「
東
西
」
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年

五
月
号
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
小
説
を
書
き
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
へ
の
心
情
を
述
べ
て
い
る
。

今
回
の
展
示
資
料
の
中
で
最
も
貴
重
な
も
の
は
「
お
伽
草
紙
」
の
完
全
原
稿
で
あ
る
。

「
瘤
取
り
」「
浦
島
さ
ん
」「
カ
チ
カ
チ
山
」「
舌
切
雀
」
の
四
つ
の
昔
話
を
も
と
に
太
宰
が

書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
作
品
そ
の
も
の
と
し
て
も
痛
快
な
面
白
さ
を
含
み
持
つ
作
品

で
あ
る
。
太
宰
は
疎
開
先
の
甲
府
の
家
が
空
襲
で
全
焼
す
る
中
、「
お
伽
草
紙
」
の
原
稿

を
手
に
携
え
て
避
難
し
た
。
そ
の
原
稿
は
作
品
の
発
表
か
ら
七
十
年
の
月
日
を
経
て
発
見

さ
れ
た
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
展
示
は
「
瘤
取
り
」
の
書
き
換
え
の
経
緯
が
よ
く
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
初
版
、
再
版
、
異
版
で
の
記
述
の
違
い
が
確
認
で
き
る
展
示
で
あ

り
、
終
戦
直
後
の
あ
わ
た
だ
し
い
中
で
の
書
き
換
え
の
経
緯
が
確
認
で
き
る
。

第
六
部
「
斜
陽
」
と
「
人
間
失
格
」
で
は
、
晩
年
の
代
表
作
の
二
作
に
つ
い
て
草
稿
と

完
成
稿
の
比
較
を
行
っ
た
。
作
品
の
構
想
が
変
化
し
、
細
か
な
表
現
一
つ
に
も
書
き
悩
ん

で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
人
間
失
格
」
の
「
第
三
の
手
記
」
冒
頭
で
は
現
在
知
ら

れ
て
い
る
定
稿
と
は
異
な
る
書
き
出
し
原
稿
を
展
示
。
大
き
な
×
印
で
反
故
に
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。「
世
間
。
ど
う
や
ら
自
分
に
も
、
そ
れ
が
ぼ
ん
や
り
わ
か
り
か
け
て
来

た
や
う
な
気
が
し
て
ゐ
ま
し
た
。」
と
い
う
有
名
な
個
所
で
は
そ
の
表
現
に
落
ち
着
く
ま

で
に
細
か
な
助
詞
の
一
つ
に
ま
で
推
敲
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
一
文
が
ま
た
新
た
な
意
味

を
帯
び
て
印
象
深
い
も
の
と
な
る
資
料
で
あ
る
。

三
鷹
市
か
ら
借
用
し
た
資
料
の
中
心
は
、
三
鷹
市
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
山
内
祥
史
文

庫
」
で
あ
る
。
故
・
山
内
祥
史
氏
は
、
太
宰
治
研
究
に
生
涯
を
捧
げ
た
研
究
者
で
、
そ
の

所
蔵
品
の
多
く
が
三
鷹
市
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
「
太
宰　
治　
初
版
本
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
二
十
八
冊
を
一
つ
の
ケ
ー
ス
に
収
め
て
展
示
し
た
。
地
方
で
の
展
示

数
と
し
て
は
非
常
に
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
装
丁
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
「
川
端
康
成
宛
書
簡
」（
複
製
）
を
展
示
。
こ
れ
は
昭
和
十
一
年
六
月

二
十
九
日
に
書
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
泣
訴
状
」
と
し
て
知
ら
れ
、
第
一
回
の
芥
川
賞
受

賞
を
逃
し
た
太
宰
が
同
賞
の
選
考
委
員
で
あ
っ
た
川
端
に
受
賞
を
懇
願
し
た
手
紙
で
あ

る
。
太
宰
の
芥
川
賞
へ
の
執
着
ぶ
り
が
時
代
を
経
て
も
あ
り
あ
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

企
画
展
示
室
内
で
は
朗
読
劇
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
を
映
像
で
紹
介
、
ま
た
、
畳
敷
き
の
ス

ペ
ー
ス
に
文
机
を
配
置
し
、
太
宰
の
自
筆
原
稿
を
模
写
す
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
。

太
宰
治
へ
の
高
い
人
気
ぶ
り
が
改
め
て
認
知
さ
れ
る
企
画
展
と
な
っ
た
。
中
・
高
校
生

や
大
学
生
を
含
む
若
い
年
齢
層
に
多
く
観
覧
い
た
だ
き
、
当
館
を
初
め
て
訪
れ
た
人
も
多

か
っ
た
。
今
後
の
企
画
展
の
在
り
方
を
考
え
る
う
え
で
大
変
に
参
考
と
な
る
機
会
と
な
っ

た
。本

企
画
展
開
催
に
関
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
こ
の
場
を
借
り
て
改
め

て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

所
蔵
提
供

図
書

『
金
木
郷
土
史
』

（
金
木
町
役
場
、
1
9
4
0
（
昭
和
15
）
年
）

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

津
島
美
知
子
『
回
想
の
太
宰
治
』

（
人
文
書
院
、
1
9
7
8
（
昭
和
53
）
年
）

津
島
美
知
子

日
本
近
代
文
学
館

ノ
ー
ト

美
知
子
夫
人　
津
軽
取
材
ノ
ー
ト

津
島
美
知
子

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

印
刷
物

「
青
ん
ぼ
」
２
号
表
紙
刷
り
だ
し

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

自
筆
文
書

英
作
文
「
K
I
M
O
N
O
」

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

自
筆
文
書

英
作
文
「
A 

v
e
r
y 

b
r
i
e
f 
h
i
s
t
o
r
y 

o
f 

h
i
s 

f
i
r
s
t 

h
a
l
f 
l
i
f
e
」

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

自
筆
文
書

英
作
文
「
我
が
国
の
人
口
問
題
」

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

日
記

「
新
文
芸
日
記
」

（
太
宰
治
日
記
・
1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
1
月
）

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
最
近
文
士
録
」

（「
文
芸
公
論
」
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
1
月
号
）

―

日
本
近
代
文
学
館

雑
誌

「
蜃
気
楼
」
1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
6
月
号

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
蜃
気
楼
」
1
9
2
6
（
大
正
15
）
10
月
号

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
細
胞
文
芸
」

1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
5
月
創
刊
号

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
細
胞
文
芸
」
1
9
2
8
（
昭
和
3
）
年
7
月
号

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

ノ
ー
ト

「
細
胞
文
芸
」
表
紙
ス
ケ
ッ
チ
（「
地
鉱
」
ノ
ー
ト
）

―

日
本
近
代
文
学
館

雑
誌

「
座
標
」
1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
1
月
創
刊
号

―

日
本
近
代
文
学
館

ノ
ー
ト

「
国
文
漢
文
草
稿
帳
」（
国
語
・
漢
文
学
習
ノ
ー
ト
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

教
科
書

『
A 

m
o
d
e
r
n 

s
y
m
p
o
s
i
u
m
』

（
英
語
教
科
書
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

ノ
ー
ト

「
T
h
e 

P
r
o
f
e
s
s
o
r
」

（
英
語
読
解
学
習
ノ
ー
ト
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

ノ
ー
ト

「
地
鉱
」（
自
然
科
学
・
地
理
学
習
ノ
ー
ト
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

自
筆
文
書

中
学
時
代
の
習
字
と
ら
く
が
き

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

文
書

「
修
治
ニ
関
ス
ル
重
大
書
類
」（
高
面
順
三
あ
て
覚
書
）

高
面
順
三

＊
中
畑
慶
吉
保
管
文
書

絵
葉
書

心
中
の
場
所
を
示
し
た
絵
は
が
き

―

＊
中
畑
慶
吉
保
管
文
書

新
聞

心
中
事
件
記
事
（「
東
奥
日
報
」

1
9
3
0
（
昭
和
5
）
年
11
月
30
日
）

―

＊
中
畑
慶
吉
保
管
文
書

自
筆
文
書

婚
約
者
・
小
山
初
代
に
宛
て
た
遺
書

太
宰
治

＊
中
畑
慶
吉
保
管
文
書

□
主
な
展
示
物

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

所
蔵
提
供

文
書

船
橋
薬
局
パ
ビ
ナ
ー
ル
購
入
簿

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

文
書

美
知
子
夫
人

「
パ
ビ
ナ
ー
ル
購
入
簿
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
」

津
島
美
知
子

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
斜
陽
」
連
載
第
2
回

（「
新
潮
」
1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
8
月
号
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

草
稿

「
H
U
M
A
N 

L
O
S
T
」
草
稿
断
片

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

草
稿

「
火
の
鳥
」
草
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

草
稿

「
カ
レ
ツ
ヂ
・
ユ
ー
モ
ア
・
東
京
帝
国
大
学
の
巻
」
草
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

草
稿

「
悖
徳
の
歌
留
多
」
草
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

構
想
メ
モ

「
善
蔵
を
思
ふ
」
封
筒
に
書
き
留
め
た
構
想
メ
モ

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

草
稿

「
如
是
我
聞
」
草
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

構
想
メ
モ

「
如
是
我
聞
」
構
想
メ
モ
（
晩
年
の
手
帖
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

草
稿

『
井
伏
鱒
二
選
集
』
草
案
１

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

草
稿

『
井
伏
鱒
二
選
集
』
草
案
２

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

『
井
伏
鱒
二
選
集
』

（
筑
摩
書
房
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年
）

―

日
本
近
代
文
学
館

切
抜

「
天
狗
」

（「
み
つ
こ
し
」
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
9
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

伊
藤
松
宇
校
訂
『
芭
蕉
七
部
集
』

（
岩
波
文
庫
、
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
）

松
尾
芭
蕉
他

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

石
原
初
太
郎
「
富
士
山
の
形
態
」

（『
富
士
山
の
自
然
界
』
山
梨
県
、1
9
2
5
（
大
正
14
）
年
）

石
原
初
太
郎

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
富
嶽
百
景
」

（「
文
体
」
1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
2
月
）

―

日
本
近
代
文
学
館

図
書

堀
内
正
路
『
千
家
正
流
茶
の
湯
客
の
心
得
』

（
仁
木
文
八
郎
、
1
8
8
4
（
明
治
17
）
年
）

堀
内
正
路

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
不
審
庵
」

（「
文
芸
世
紀
」
1
9
4
3
（
昭
和
18
）
年
10
月
）

―

日
本
近
代
文
学
館

図
書

『
右
大
臣
実
朝
』

（
錦
城
出
版
社
、
1
9
4
3
（
昭
和
18
）
年
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
源
実
朝
年
譜
」

（「
鶴
岡
」
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
8
月
）

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

斎
藤
茂
吉
校
訂
『
金
槐
和
歌
集
』

（
岩
波
文
庫
、
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
）

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫



19 ｜ Ⅰ〔企画展概要〕

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

所
蔵
提
供

原
稿

「
右
大
臣
実
朝
」
原
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

『
惜
別
』（
朝
日
新
聞
社
、
1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

新
聞

「
五
大
宣
言
の
小
説
化
」

（「
文
学
報
国
」
1
9
4
3
（
昭
和
18
）
年
11
月
10
日
）

―

不
二
出
版
発
行
復
刻
版

草
稿

「『
惜
別
』
の
意
図
」
草
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

メ
モ

「
惜
別
」
メ
モ

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

文
部
省
音
楽
取
調
掛
編
『
小
学
唱
歌
集
』
第
三
編

（
高
等
師
範
学
校
附
属
音
楽
学
校
、
1
8
8
4

（
明
治
17
）
年
）

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

実
藤
恵
秀
「
留
日
学
生
史
談
（
六
）」

（「
東
亜
文
化
圏
」
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
3
月
）

実
藤
恵
秀

日
本
近
代
文
学
館

地
図

『
最
新
版
番
地
入　
仙
台
市
明
細
地
図
』

（
金
港
堂
書
店
、
1
9
2
5
（
大
正
14
）
年
）

―

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

書
簡

太
宰
治　
竹
内
好
宛
は
が
き

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
2
月
27
日

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

「
佳
日
」（『
佳
日
』
肇
書
房
、

1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
8
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

「
佳
日
」（『
黄
村
先
生
言
行
録
』
日
本
出
版
株
式
会
社
、

1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
3
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

校
正
刷

「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」（『
佳
日
』
校
正
刷
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

「
小
さ
い
ア
ル
バ
ム
」

（『
薄
明
』
新
紀
元
社
、
1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年
11
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

原
稿

「
冬
の
花
火
」
原
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

雑
誌

「
冬
の
花
火
」

（「
展
望
」
1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年
6
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

図
書

河
北
新
報
社
版
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』

（
1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年
6
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

双
英
書
房
版
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』

（
1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
6
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

原
稿

「
返
事
の
手
紙
」
原
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

原
稿

新
発
見
「
お
伽
草
紙
」
原
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

図
書

初
版
『
お
伽
草
紙
』

（
筑
摩
書
房
、
1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
10
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

再
版
『
お
伽
草
紙
』

（
筑
摩
書
房
、
1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年
2
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

異
版
『
お
伽
草
紙
』

（
南
北
書
園
、
1
9
4
8
（
昭
和
23
）
年
9
月
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

原
稿

「
斜
陽
」
原
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

所
蔵
提
供

図
書

『
斜
陽
』（
新
潮
社
、
1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

図
書

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
訳

『
T
h
e 

s
e
t
t
i
n
g 

s
u
n
』

（
N
e
w 

D
i
r
e
c
t
i
o
n
s
、

1
9
5
6
（
昭
和
31
）
年
）

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

原
稿

佐
藤
俊
夫
新
潮
社
元
会
長
旧
蔵
「
斜
陽
」
原
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

草
稿

「
斜
陽
」
草
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

校
正
刷

「
斜
陽
」
校
正
刷

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

草
稿

「
人
間
失
格
」
草
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

原
稿

「
人
間
失
格
」
原
稿

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館
太
宰
治
文
庫

絵
画

太
宰
治
、
堤
重
久
、
秋
田
富
子

「
他
画
他
讃
自
讃
す
る
人
も
あ
り
き
」（
油
彩
画
）

太
宰
治
、
堤
重
久
、

秋
田
富
子

日
本
近
代
文
学
館

書

「
川
ぞ
ひ
の
路
を
の
ぼ
れ
ば
赤
き
橋
ま
た
ゆ
き
ゆ
け
ば
人
の

家
か
な
」　
（
短
冊
）

太
宰
治

日
本
近
代
文
学
館

写
真　

父　
津
島
源
右
衛
門

―

日
本
近
代
文
学
館

写
真　

母　
津
島
タ
子

―

日
本
近
代
文
学
館

引
用

太
宰
治
「
思
ひ
出
」

―

―

写
真　

津
島
家
の
人
び
と　
太
宰
生
家
の
庭
に
て

―

日
本
近
代
文
学
館

写
真　

兄
文
治
・
英
治
・
圭
治
、
弟
礼
治 

と
と
も
に

―

日
本
近
代
文
学
館

写
真

「
蜃
気
楼
」
の
同
人
た
ち

―

日
本
近
代
文
学
館

写
真

弘
前
高
等
学
校
時
代
（「
い
い
男
だ
ろ　
小
菅
銀
吉
」）

―

日
本
近
代
文
学
館

ノ
ー
ト

（
パ
ネ
ル
）

「
東
洋
史
」

―

渡
部
芳
紀
撮
影
・
提
供

ノ
ー
ト

（
パ
ネ
ル
）

「
物
理
」

―

渡
部
芳
紀
撮
影
・
提
供

ノ
ー
ト

（
パ
ネ
ル
）

「
E
n
g
l
i
s
h 

D
i
c
t
a
t
i
o
n
」

―

渡
部
芳
紀
撮
影
・
提
供

ノ
ー
ト

（
パ
ネ
ル
）

「
西
洋
史
」

―

渡
部
芳
紀
撮
影
・
提
供

ノ
ー
ト

（
パ
ネ
ル
）

（
年
代
不
明
）

―

渡
部
芳
紀
撮
影
・
提
供

引
用

津
島
美
知
子
「
書
斎
」『
回
想
の
太
宰
治
』

―

―

ノ
ー
ト

「
細
胞
文
芸
」
表
紙
ス
ケ
ッ
チ
（「
心
理
学
」
ノ
ー
ト
）

―

渡
部
芳
紀
撮
影
・
提
供

写
真

1
9
3
5
（
昭
和
10
）
年
、
船
橋
に
て　

『
晩
年
』
口
絵
写
真

―

日
本
近
代
文
学
館

引
用

津
島
美
知
子
「
旧
稿
」『
回
想
の
太
宰
治
』

―

―



20 

種
類

資
料
名
等

出
版
年
・
備
考
等

所
属
先

図
書

女
の
決
闘

昭
和
15
年　
河
出
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

東
京
八
景

昭
和
16
年　
実
業
之
日
本
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

新
ハ
ム
レ
ッ
ト

昭
和
16
年　
文
芸
春
秋
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

駈
込
み
訴
へ

昭
和
16
年　
月
曜
荘
私
版

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

風
の
便
り

昭
和
17
年　
利
根
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

老
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ

昭
和
17
年　
竹
村
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

信
天
翁

昭
和
17
年　
昭
南
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

右
大
臣
実
朝

昭
和
18
年　
錦
城
出
版

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

佳
日

昭
和
19
年　
肇
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

愛
と
美
に
つ
い
て

昭
和
14
年　
竹
村
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

八
十
八
夜

昭
和
21
年　
南
北
書
園

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

玩
具

昭
和
21
年　
あ
づ
み
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

薄
明

昭
和
21
年　
新
紀
元
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

道
化
の
華

昭
和
22
年　
実
業
之
日
本
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

猿
面
冠
者

昭
和
22
年　
鎌
倉
文
庫

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

姥
捨

昭
和
22
年　
ポ
リ
ゴ
ン
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

冬
の
花
火

昭
和
22
年　
中
央
公
論
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

狂
言
の
神

昭
和
22
年　
三
島
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

女
神

昭
和
22
年　
白
文
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

太
宰
治
随
想
集

昭
和
23
年　
若
草
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

水
仙

昭
和
23
年　
文
芸
春
秋
新
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

人
間
失
格

昭
和
23
年　
筑
摩
書
房

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

桜
桃

昭
和
23
年　
実
業
之
日
本
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

雌
に
つ
い
て

昭
和
23
年　
杜
陵
書
院

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

如
是
我
聞

昭
和
23
年　
新
潮
社

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

地
主
一
代

昭
和
24
年　
八
雲
書
店

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

図
書

グ
ッ
ド
・
バ
イ

昭
和
24
年　
八
雲
書
店

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

資
料

年
譜
（
横
9
0
0
m
m
×

1
2
0
0
m
m
×
4
枚
）

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
財
団

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

所
蔵
提
供

雑
誌

（
パ
ネ
ル
）

「
懶
惰
の
歌
留
多
」

（「
文
芸
」
1
9
3
9
（
昭
和
14
）
年
4
月
）

―

日
本
近
代
文
学
館

原
稿

黒
虫
俊
平
「
ね
こ
」
原
稿

―

＊
（
複
写
資
料
）

雑
誌

（
パ
ネ
ル
）

「
善
蔵
を
思
ふ
」

（「
文
芸
」
1
9
4
0
（
昭
和
15
）
年
4
月
）

―

日
本
近
代
文
学
館

写
真

「
善
蔵
を
思
ふ
」
の
年
、
三
鷹
の
自
宅
に
て

―

日
本
近
代
文
学
館

引
用

太
宰
治
「
後
記
」『
井
伏
鱒
二
選
集
』
第
二
巻

―

―

引
用

太
宰
治
「
右
大
臣
実
朝
」

―

―

写
真

『
右
大
臣
実
朝
』
発
表
の
翌
年
、
三
鷹
の
自
宅
付
近

（
渡
辺
好
章
撮
影
）

―

日
本
近
代
文
学
館

引
用

太
宰
治
「
惜
別
」

―

―

雑
誌

（
パ
ネ
ル
）

「
花
火
」（「
文
芸
」
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
10
月
）

―

日
本
近
代
文
学
館

公
文
書

（
パ
ネ
ル
）

「
出
版
警
察
報
」
1
4
5
号

（
1
9
4
2
（
昭
和
17
）
年
10
月
8
日
）

―

不
二
出
版
発
行
復
刻
版
、

国
立
国
会
図
書
館
提
供

引
用

（
パ
ネ
ル
）

津
島
美
知
子
「
後
記
」

（『
太
宰
治
全
集
』
第
十
一
巻 

創
芸
社
、
1
9
5
3
年
）

※
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
』（
有
精
堂
出
版
、

1
9
7
0
年
）
よ
り
引
用
。

―

―

図
書

（
パ
ネ
ル
）

武
内
俊
子
文
・
河
目
悌
二
画
『
コ
ブ
ト
リ
』

（
児
童
図
書
出
版
社
、
1
9
4
4
（
昭
和
19
）
年
）

―

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館

原
稿

（
パ
ネ
ル
）

青
森
県
近
代
文
学
館
所
蔵
「
お
伽
草
紙
」
原
稿

―

青
森
県
立
近
代
文
学
館

種
類

資
料
名
等

出
版
年
・
備
考
等

所
属
先

書
簡

川
端
康
成
宛
書
簡

複
製
（
昭
和
11
年
6
月
29
日
）

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
財
団

書
簡

野
田
宇
太
郎
宛
書
簡

複
製
（
昭
和
20
年
2
月
13
日
）

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
財
団

筆
墨

書
「
待
ち
待
ち
て
こ
と
し
・
・
」

軸

昭
和
16
年
頃

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
津
島
家
寄
託
）

絵
画

水
仙

昭
和
15
年
頃

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
津
島
家
寄
託
）

絵
画

肖
像　
左
向
き

昭
和
22
年
頃

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
津
島
家
寄
託
）

そ
の
他
の
遺
品

表
札

複
製

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
財
団

そ
の
他
の
遺
品

ア
ド
レ
ス
手
帳

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
津
島
家
寄
託
）

そ
の
他
の
遺
品

納
税
通
知
書

昭
和
23
年
2
月
25
日

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
津
島
家
寄
託
）

図
書

思
ひ
出

昭
和
15
年　
人
文
書
院

三
鷹
市
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
（
山
内
祥
史
文
庫
）

□
三
鷹
市
借
用
資
料
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□企画展示室平面図
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を
辿た

ど
り
て
」
が
絶
筆
と
な
り
、
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）、
77
歳
で
死
去
。

「
少
女
小
説
の
世
界
へ
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
菊
子
の
最
初
期
の
投
稿
作
品
や
少
女
小

説
が
掲
載
さ
れ
た
当
時
の
雑
誌
、作
品
集
を
展
示
。「
小
説
家
と
し
て
の
活
躍
」の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
師
・
徳
田
秋
聲
に
よ
る
書
簡
や
、
菊
子
の
自
筆
原
稿
、「
河
原
の
対
面
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
小
説
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
、
出
世
作
と
な
っ
た
『
父
の
罪
』
の
単
行
本
な
ど
を

展
示
し
た
。「
文
壇
に
地
位
を
築
く
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
菊
子
が
著
名
作
家
の
１
人
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
『
四
十
大
家
現
代
女
性
観
』
や
、
立
志
伝
中
の
人
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
『
大
正
婦
人
立
志
傳
』
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、「
自
ら
の
半
生
を
語
る
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
青
春
時
代
の
苦
労
を
語
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
や
、
翁
久
允
宛
の

自
筆
履
歴
書
、随
筆
作
品
な
ど
を
紹
介
し
た
。「
ふ
る
さ
と
富
山
の
思
い
出
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
富
山
で
過
ご
し
た
少
女
期
や
、
大
人
に
な
っ
て
帰
郷
し
た
際
の
こ
と
を
語
っ
た
随

筆
、
祖
母
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説
「
他
力
信
心
の
女
」
な
ど
を
紹
介
し
た
。「
小
寺
菊
子

と
朱
葉
会
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
会
の
発
足
を
伝
え
る
当
時
の
新
聞
や
、
菊
子
の
絵
画
作

品
等
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
。

女
性
と
子
ど
も
の
た
め
の
信
念
を
貫
い
た
人
・
富
本
一
枝
（
１
８
９
３
～
１
９
６
６
）

は
、
明
治
26
年
、
日
本
画
家
・
尾
竹
越
堂
（
国
一
）
の
長
女
と
し
て
富
山
市
越
前
町
に
生

ま
れ
た
。
小
学
校
入
学
ま
で
富
山
で
過
ご
し
、
東
京
の
小
学
校
へ
入
学
、
の
ち
に
一
家
で

大
阪
に
移
住
し
た
。
東
京
の
女
子
美
術
学
校
（
現
女
子
美
術
大
学
）
で
日
本
画
を
学
び
、

や
が
て
巽
画
会
展
な
ど
に
日
本
画
を
出
品
。
18
歳
の
時
、
寄
寓
先
で
「
青
鞜
」
の
存
在
を

知
り
、
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
に
平
塚
ら
い
て
う
の
青
鞜
社
に
入
社
。
尾
竹
紅
吉
の
筆

名
で
詩
や
随
筆
等
を
発
表
し
、
表
紙
絵
を
描
く
。
し
か
し
、「
五
色
の
酒
事
件
」「
吉
原
登

楼
事
件
」
で
新
聞
に
「
新
し
い
女
」
の
中
心
人
物
と
書
き
立
て
ら
れ
、
責
任
を
取
る
形
で

同
年
10
月
に
退
社
。
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）、
神
近
市
子
や
松
井
須
磨
子
ら
と
文
芸
演

劇
雑
誌『
番サ
フ
ラ
ン

紅
花
』を
創
刊（
６
号
ま
で
刊
行
）。
同
年
に
陶
芸
家
の
富
本
憲
吉
と
結
婚
し
、

以
後
は
夫
の
制
作
活
動
を
支
え
な
が
ら
、
婦
人
雑
誌
な
ど
に
随
筆
や
小
説
、
評
論
を
発
表

し
た
。
戦
後
は
俳
人
の
中
村
汀
女
を
た
す
け
て
句
誌
『
風
花
』
を
創
刊
し
、
児
童
図
書
の

出
版
社
「
山
の
木
書
店
」
を
経
営
。
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
か
ら
『
美
し
い
暮
し
の
手

帖
』（
の
ち
『
暮
し
の
手
帖
』）
に
13
年
間
連
載
し
た
童
話
は
、
一
枝
の
没
後
に
『
お
母
さ

ん
が
読
ん
で
聞
か
せ
る
お
話
』
Ａ・Ｂ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）、

73
歳
で
死
去
。

（
4
）
企
画
展 

「
個
性
き
ら
め
く
富
山
の
女
性
作
家
た
ち
展
」

（
第
１
期　

時
代
を
切
り
開
く
）

綿
引　
香
織

令
和
４
年
１
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
開
催
し
た
本
展
は
、
第
１
期
（
１
月
16
日
～
３
月

21
日
）
と
第
２
期
（
３
月
30
日
～
６
月
６
日
）
で
大
き
く
内
容
が
分
か
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
そ
の
う
ち
、
女
性
の
社
会
進
出
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た
明
治
・
大
正
・
昭
和

初
期
の
時
代
か
ら
、
富
山
の
女
性
文
学
発
展
の
礎
を
築
く
先
駆
的
な
活
躍
を
し
た
４
人
の

作
家
（
小
寺
菊
子
、
富
本
一
枝
、
澤
田
は
ぎ
女
、
方
等
み
ゆ
き
）
を
と
り
あ
げ
た
第
１
期

「
時
代
を
切
り
開
く
」
に
つ
い
て
、
展
示
概
要
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

第
１
章
「
新
し
い
女
性
の
生
き
方
を
模
索
す
る
」
で
は
、
小
寺
菊
子
（
小
説
・
随
筆
）

と
富
本
一
枝
（
随
筆
・
児
童
文
学
）
を
紹
介
し
た
。

富
山
の
女
性
職
業
作
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
小
寺
菊
子
（
１
８
７
９
～
１
９
５
６
）
は
、

本
名
を
キ
ク
と
い
い
、
明
治
12
年
、
売
薬
業
を
営
む
尾
島
英
慶
の
次
女
と
し
て
上
新
川
郡

富
山
旅
籠
町
（
現
富
山
市
）
に
生
ま
れ
た
。
父
の
投
機
失
敗
か
ら
の
服
役
、
祖
母
と
母
の

不
仲
な
ど
悩
み
の
多
い
少
女
期
を
送
り
、
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
に
上
京
し
て
女
学
校

に
通
う
も
、
父
の
死
で
学
資
が
続
か
な
く
な
り
断
念
。
郷
里
か
ら
家
族
を
呼
び
寄
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
で
家
計
を
支
え
た
。
明
治
36
年
（
１
９
０
３
）
に
は
、
秋
香
女
史
の
筆
名

で
『
新
著
文
芸
』
に
「
破や
れ
家や

の
露
」
を
発
表
。
や
が
て
尾
島
菊
子
名
で
発
表
し
た
少
女
小

説
で
も
活
躍
。
徳
田
秋
聲
の
も
と
に
弟
子
入
り
し
、「
妹
の
縁
」「
赤
坂
」
な
ど
で
注
目
を

集
め
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
懸
賞
小
説
に
「
父
の
罪
」
が
入

選
し
、
文
壇
で
の
地
位
を
築
い
た
。
ま
た
、
日
本
の
女
性
解
放
運
動
の
先
駆
と
な
る
『
青

鞜
』
に
最
初
期
か
ら
参
加
。
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
洋
画
家
の
小
寺
健
吉
と
結
婚
。

大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
に
与
謝
野
晶
子
ら
と
女
性
洋
画
家
を
集
め
た
「
朱し
ゅ
葉よ
う
会か
い
」
を
創

設
し
、
女
性
画
壇
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
。
徳
田
秋
聲
門
下
第
一
の
女
性
作
家
と
し
て
、

同
人
文
芸
誌
『
あ
ら
く
れ
』
で
活
躍
。
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
に
発
表
し
た
「
思
ひ
出
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し
、手
先
が
器
用
だ
っ
た
は
ぎ
女
の
人
と
な
り
を
紹
介
し
た
。「
女
性
俳
人
と
し
て
」の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
自
筆
の
短
冊
、
書
の
ほ
か
、
は
ぎ
女
の
句
が
掲
載
さ
れ
た
国
民
新
聞
や
『
葦

附
』『
文
庫
』
な
ど
の
雑
誌
、
句
へ
の
批
評
が
載
る
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
な
ど
を
展
示
。「
俳

句
選
者
か
ら
は
ぎ
女
へ
の
書
簡
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
著
名
俳
人
た
ち
が
は
ぎ
女
に
あ
て

た
書
簡
に
よ
り
、
当
時
の
は
ぎ
女
へ
の
注
目
度
を
紹
介
し
た
。
な
か
で
も
、
俳
句
の
師
・

松
根
東
洋
城
か
ら
の
書
簡
は
、
思
う
よ
う
に
句
作
の
時
間
が
取
れ
な
い
は
ぎ
女
へ
の
思
い

や
り
に
あ
ふ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
俳
人
は
ぎ
女
架
空
説（
代
作
説
）か
ら
の
復
権
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
は
ぎ
女
は
実
在
し
な
い
と
の
説
を
掲
載
し
た
当
時
の
俳
句
雑
誌
と
、

の
ち
に
は
ぎ
女
の
名
誉
回
復
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
池
上
不
二
子
の
著
書
を
紹
介
し
、
晩

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
は
ぎ
女
句
集
』
を
展
示
し
た
。

富
山
に
女
性
詩
の
黎
明
を
告
げ
た
詩
人・方
等
み
ゆ
き（
１
８
９
６
～
１
９
５
８
）は
、

明
治
29
年
、
射
水
郡
長
な
ど
を
務
め
た
高
松
覚
太
郎
の
長
女
と
し
て
射
水
郡
新
湊
町
（
現

射
水
市
）
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
翠
。
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学
校
を
卒
業
後
、
結
婚
し

て
神
戸
に
住
む
が
、
外
国
航
路
の
航
海
士
だ
っ
た
夫
が
ド
イ
ツ
で
病
死
。
遺
児
と
共
に
高

岡
に
帰
郷
し
、高
岡
市
立
高
等
女
学
校
の
国
語
教
師
と
な
る
。仕
事
の
傍
ら
詩
作
に
励
み
、

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
頃
か
ら
『
日
本
海
詩
人
』
に
方
等
深
雪
の
名
で
詩
を
投
稿
。
翌

年
に
は
『
高
岡
新
報
』
の
懸
賞
文
芸
詩
部
門
で
一
位
に
入
選
す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
得

る
。
佐
藤
惣
之
助
主
宰
の
『
詩
之
家
』
な
ど
に
も
作
品
を
発
表
。
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

に
「
女
人
詩
社
」
を
結
成
し
、
女
性
詩
人
に
よ
る
詩
誌
『
女
人
詩
』
を
創
刊
主
宰
。
女
性

詩
人
の
作
品
発
表
と
交
流
の
場
を
設
け
て
後
進
を
育
て
る
と
同
時
に
、
永
瀬
清
子
、
深
尾

須
磨
子
、
竹
内
て
る
よ
ら
と
も
活
発
に
交
流
。
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
に
は
、
第
一
詩

集
『
し
ん
で
れ
ら
』
を
刊
行
。
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
の
『
女
人
詩
』
休
刊
後
は
、
作

品
の
発
表
数
が
減
少
。
戦
後
は
東
京
に
転
居
し
、昭
和
33
年（
１
９
５
８
）、62
歳
で
死
去
。

「
詩
人
と
し
て
の
出
発
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、初
期
の
詩
が
載
る『
日
本
海
詩
人
』や『
女

人
芸
術
』な
ど
の
雑
誌
の
ほ
か
、『
高
岡
新
報
』の
懸
賞
文
芸
詩
欄
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
。

「『
女
人
詩
』
の
創
刊
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
前
身
と
な
っ
た
ガ
リ
版
刷
の
雑
誌
『
女
人
』

や
『
日
本
海
詩
人　
女
人
号
』
を
紹
介
し
、
方
等
が
主
宰
し
た
詩
誌
『
女
人
詩
』
全
20
号

を
一
堂
に
展
示
し
た
。
ま
た
、
女
人
詩
社
か
ら
出
さ
れ
た
詩
集
や
、
方
等
み
ゆ
き
自
身
の

詩
集
『
し
ん
で
れ
ら
』
を
展
示
し
た
。「
方
等
み
ゆ
き
が
参
加
し
た
詩
誌・歌
誌・文
芸
誌
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
方
等
が
詩
を
掲
載
し
た
『
詩
之
家
』『
麵
麭
』
な
ど
の
詩
誌
、
合
同

「
画
家・装
丁
家
と
し
て
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、画
家
と
し
て
出
発
し
た
一
枝
の
絵
画「
弾

琴
」（
部
分
）
や
、
装
丁
を
担
当
し
た
書
籍
、
表
紙
絵
を
描
い
た
雑
誌
『
青
踏
』
な
ど
を

展
示
。
あ
わ
せ
て
、
画
家
で
あ
る
父
越
堂
の
手
が
け
た
売
薬
版
画
や
、
尾
竹
家
の
写
真
な

ど
も
紹
介
し
た
。「
青
踏
の
「
尾
竹
紅
吉
」
と
し
て
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
枝
の
作
品

が
載
る
『
青
踏
』
や
当
時
の
写
真
、
一
枝
た
ち
社
員
の
挙
措
を
報
じ
る
新
聞
記
事
な
ど
を

展
示
し
た
。「
文
学
へ
の
情
熱
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、一
枝
が
主
宰
し
た
文
芸
演
劇
雑
誌『
番

紅
花
』
全
冊
や
、
小
説
・
随
筆
・
評
論
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
、
編
集
に
携
わ
っ
た
中
村
汀

女
の
句
誌
『
風
花
』
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
結
婚
式
で
身
に
着
け
た
花
嫁
衣
裳
（
絵

柄
は
父
越
堂
作
）
や
家
族
写
真
、
自
筆
資
料
な
ど
、
人
と
な
り
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
も

展
示
し
た
。「
童
話
と
児
童
教
育
へ
の
情
熱
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
枝
が
経
営
し
た
児

童
図
書
の
出
版
社
・
山
の
木
書
店
の
出
版
物
や
、
一
枝
の
童
話
作
品
を
長
年
掲
載
し
て
い

た
雑
誌
「
暮
し
の
手
帖
」
な
ど
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
晩
年
の
一
枝
の
境
地
を
示
す
書
画

や
写
真
も
紹
介
し
た
。

第
２
章
「
詩
歌
に
新
し
い
風
を
も
た
ら
す
」
で
は
、
澤
田
は
ぎ
女
（
俳
句
）、
方
等
み

ゆ
き
（
詩
・
短
歌
）
を
紹
介
し
た
。

明
治
期
に
彗
星
の
ご
と
く
現
れ
た
女
性
俳
人
・
澤
田
は
ぎ
女
（
１
８
９
０
～

１
９
８
２
）
は
、
明
治
23
年
、
長
沢
幸
次
郎
の
次
女
と
し
て
富
山
県
西
砺
波
郡
西
五
位
村

三
日
市
（
現
高
岡
市
福
岡
町
）
に
生
ま
れ
た
。
本
名
は
つ
い
（
初
枝
）。
福
岡
小
学
校
高

等
科
在
学
中
に
、
校
長
・
長
谷
川
定
則
の
薫
陶
を
受
け
る
。
明
治
39
年
（
１
９
０
６
）、

銀
行
員
の
澤
田
彌
太
郎
（
俳
号
「
岳
楼
」）
と
結
婚
。
夫
の
指
導
の
も
と
俳
句
を
作
る
よ

う
に
な
り
、越
友
会
の
寺
野
守し
ゅ

水す
い

老ろ
う

の
添
削
を
受
け
る
。
俳
号「
は
ぎ
女
」。
翌
年
か
ら『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』
や
「
国
民
俳
壇
」
な
ど
に
投
句
を
始
め
、
入
選
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
俳
壇
で

注
目
を
集
め
る
。
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
に
は
、
女
性
初
の
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
雑
詠
巻

頭
と
な
っ
た
。
当
時
の
俳
壇
に
お
け
る
主
要
な
句
集
に
、
は
ぎ
女
の
句
は
６
０
０
以
上
収

録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
を
最
後
に
句
作
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
た

め
、
そ
の
後
夫
に
よ
る
代
作
説
が
さ
さ
や
か
れ
た
が
、
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）、
俳
人

の
池
上
不
二
子
に
よ
っ
て
は
ぎ
女
の
実
在
が
証
明
さ
れ
て
よ
う
や
く
復
権
を
果
た
し
た
。

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
は
ぎ
女
句
集
』
に
は
、
は
ぎ
女
自
身
が
序
文

を
記
し
て
い
る
。
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）、
92
歳
で
死
去
。

最
初
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
校
時
代
の
画
帳
、
手
作
り
の
文
箱
や
手
毬
な
ど
を
展
示
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今
回
の
企
画
展
で
は
、
魅
力
的
な
作
品
を
残
し
、
富
山
の
女
性
作
家
の
さ
き
が
け
と
し

て
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
段
な
か
な
か
目
に
す
る
機
会
が
少

な
い
作
家
た
ち
に
光
を
あ
て
た
。
各
人
に
つ
い
て
、
初
期
か
ら
後
期
ま
で
作
家
活
動
の
軌

跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
、
自
筆
資
料
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
当
時
の

雑
誌
、
著
書
の
ほ
か
、
愛
用
品
、
書
簡
、
写
真
な
ど
も
豊
富
に
展
示
し
た
。
ま
た
、
絶
版

に
な
っ
て
い
た
り
、
単
行
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
も
多
い
た
め
、
作
品
を
読
む
た

め
の
抜
粋
パ
ネ
ル
を
い
く
つ
か
掲
示
し
た
。
時
代
背
景
と
作
家
本
人
の
人
生
に
つ
い
て
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
詳
細
な
年
譜
を
作
成
し
た
。
時
代
の
困
難
と
闘
い
、
悩
み
な

が
ら
執
筆
を
し
た
彼
女
た
ち
の
等
身
大
の
姿
に
ふ
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
作
家
の
皆
様
・
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

詩
集
、
交
流
の
あ
っ
た
作
家
や
詩
人
の
書
簡
、
詩
集
な
ど
を
紹
介
し
た
。「
方
等
み
ゆ
き

　
そ
の
後
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
不
明
な
点
が
多
い
戦
後
の
活
動
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料

と
し
て
、
深
尾
須
磨
子
が
方
等
に
あ
て
た
書
簡
、
戦
後
の
詩
を
載
せ
る
『
新
詩
人
』
な
ど

を
紹
介
し
た
。
な
お
、
本
展
の
期
間
中
、
方
等
の
詩
を
富
山
県
立
呉
羽
高
等
学
校
の
書
道

部
の
皆
さ
ん
が
大
書
し
た
作
品
を
回
廊
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
回
廊
展
示
「
今
を
は
ば
た
く
富
山
の
女
性
作
家
た
ち
」
に
つ
い
て
も
ふ
れ

て
お
く
。
こ
こ
で
は
、
現
在
活
躍
中
の
詩
人
・
池
田
瑛
子
、
尾
山
景
子
、
歌
人
・
石
垣
美

喜
子
、
畠
山
満
喜
子
、
俳
人
・
片
桐
久
恵
、
川
上
弥
生
に
つ
い
て
、
自
筆
資
料
や
著
書
な

ど
を
紹
介
し
、
詩
人
の
小
坂
淑
子
、
三
谷
風
子
、
み
な
も
と
み
わ
こ
、
歌
人
の
仲
井
真
理

子
、
平
岡
和
代
、
山
口
桂
子
、
俳
人
の
川
井
城
子
、
野
中
多
佳
子
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
で

作
品
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
富
山
県
の
歌
壇
、
俳
壇
、
詩
壇
の
歴
史
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

も
展
示
し
た
。

□
主
な
展
示
物

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

小
寺
菊
子

雑
誌

（
復
刻
）

女
鑑　
第
15
年
第
12
号

（
復
刻
版
）

（
明
治
38
年

（
1
9
0
5
）
12
月
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

少
女
界　
第
7
巻
第
6
号

明
治
41
年

（
1
9
0
8
）
6
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

少
女
界　
第
8
巻
第
2
号

明
治
42
年

（
1
9
0
9
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

少
女
の
一
念
（
金
港
堂
書

籍
）

尾
島
菊
子

明
治
41
年

（
1
9
0
8
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

少
女
小
説　
御
殿
さ
く
ら

（
金
港
堂
書
籍
）

尾
島
菊
子

明
治
42
年

（
1
9
0
9
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

文
子
乃
涙
（
金
港
堂
書
籍
）

尾
島
菊
子

明
治
43
年

（
1
9
1
0
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

少
女
の
友　
第
4
巻
第
14
号

明
治
44
年

（
1
9
1
1
）
12
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

頬
紅
（
春
陽
堂
）

尾
島
菊
子

大
正
2
年

（
1
9
1
3
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

少
女
画
報　
第
3
年
第
4
号

大
正
3
年

（
1
9
1
4
）
4
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

少
女
画
報　
5
年
1
号

大
正
5
年

（
1
9
1
6
）
1
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

良
友　
第
1
年
第
7
号

大
正
5
年

（
1
9
1
6
）
6
月

高
志
の
国
文
学
館

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

雑
誌

良
友　
第
1
年
第
10
号

大
正
5
年

（
1
9
1
6
）
9
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

活
動
之
友　
第
5
年
第
1
号

明
治
42
年

（
1
9
0
9
）
1
月

高
志
の
国
文
学
館

書
簡

渡
辺
霞
亭
宛
封
書

徳
田
秋
聲

明
治
43
年

（
1
9
1
0
）
10
月

14
日
消
印

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

父
の
罪
（
辰
文
館
）

小
寺
菊
子

明
治
44
年

（
1
9
1
1
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

（
復
刻
）

青
鞜　
第
1
巻
第
2
号
（
復

刻
版
）

（
明
治
44
年

（
1
9
1
1
）
10
月
）
高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

（
復
刻
）

青
鞜　
第
1
巻
第
4
号
（
復

刻
版
）

（
明
治
44
年

（
1
9
1
1
）
12
月
）
高
志
の
国
文
学
館

書
籍

青
鞜
小
説
集　
第
一
（
東

雲
堂
）

青
鞜
社
編

大
正
2
年

（
1
9
1
3
）

高
志
の
国
文
学
館

原
稿

原
稿
「
小
春
の
日
」（
複
製
）
小
寺
菊
子

高
志
の
国
文
学

館
（
原
品
：
富

山
市
教
育
委
員

会
）

雑
誌

日
本
之
婦
人　
第
1
巻
第

2
号

大
正
2
年

（
1
9
1
3
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

新
小
説　
第
十
八
年
第
二
巻

大
正
2
年

（
1
9
1
3
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

書
籍

紅
あ
ざ
み
（
日
比
谷
書
院
）

小
寺
菊
子

大
正
3
年

（
1
9
1
4
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

新
日
本　
第
5
巻
第
3
号

大
正
4
年

（
1
9
1
5
）
3
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

文
章
世
界　
第
10
巻
4
号

大
正
4
年

（
1
9
1
5
）
4
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

文
章
世
界　
第
14
巻
1
号

大
正
8
年

（
1
9
1
9
）
1
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

百
日
紅
の
蔭
（
実
業
之
世

界
社
）

小
寺
菊
子

大
正
4
年

（
1
9
1
5
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

ニ
コ
ニ
コ　
第
71
号

大
正
5
年

（
1
9
1
6
）
12
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

十
八
の
娘
（
須
原
啓
興
社
）

尾
島
菊
子

大
正
6
年

（
1
9
1
7
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

太
陽　
第
25
巻
第
12
号

大
正
8
年

（
1
9
1
9
）
10
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

世
界
公
論　
第
9
年
第
11
号

大
正
7
年

（
1
9
1
8
）
11
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

創
造
日
本　
第
1
巻
第
2
号

昭
和
2
年

（
1
9
2
7
）
5
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

婦
女
界　
第
37
巻
第
2
号

昭
和
3
年

（
1
9
2
8
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

情
熱
の
春
（
教
文
社
）

小
寺
菊
子

昭
和
3
年

（
1
9
2
8
）

高
志
の
国
文
学
館
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種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

原
稿

草
稿
「
楽
屋
口
」

小
寺
菊
子

昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）
7
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

あ
ら
く
れ　
第
2
巻
第
9
号

秋
聲
會
編

昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）
9
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

歌
劇　
第
1
8
8
号

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）
11
月

高
志
の
国
文
学
館

原
稿

草
稿
「
野
心
を
希
ふ
」

小
寺
菊
子

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）
4
月
頃

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

深
夜
の
歌
（
教
文
社
）

小
寺
菊
子

昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

あ
ら
く
れ　
第
6
巻
第
1
号

昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）
1
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

花
犬
小
鳥
（
人
文
書
店
）

小
寺
菊
子

昭
和
17
年

（
1
9
4
2
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

辻
小
説
集
（
八
紘
社
杉
山

書
店
）

日
本
文
学

報
国
会
編

昭
和
18
年

（
1
9
4
3
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

さ
ん
る
う
む　
第
2
巻
第

9
号

昭
和
22
年

（
1
9
4
7
）
10
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

藝
林
間
歩　
第
2
巻
第
8
号

昭
和
22
年

（
1
9
4
7
）
11
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

四
十
大
家
現
代
女
性
観
（
日

高
有
倫
堂
）

加
藤
教
榮

編

明
治
44
年

（
1
9
1
1
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

名
流
趣
味
百
話
（
日
本
書

院
）

石
川
喜
美
子

編

大
正
8
年

（
1
9
1
9
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

大
正
婦
人
立
志
傳
（
大
日

本
雄
辯
會
）

澤
田
撫
松

（
忠
次
郎
）

大
正
15
年

（
1
9
2
6
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

新
装　
き
も
の
随
筆
（
双

雅
房
）

双
雅
房
編

昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

新
日
本　
第
5
巻
第
6
号

大
正
4
年

（
1
9
1
5
）
6
月

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

（
雑
誌
）

婦
人
界　
第
2
巻
第
10
号

明
治
43
年

（
1
9
1
0
）
8
月

―

パ
ネ
ル

（
雑
誌
）

文
藝
春
秋　
五
月
一
幕
物
号

大
正
14
年

（
1
9
2
5
）
5
月

高
志
の
国
文
学
館

短
冊

若
楓
ゆ
ら
ぐ
を
見
つ
ゝ
急

の
べ
に
…

小
寺
菊
子

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

家
庭　
第
4
巻
第
3
号

昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）
3
月

高
志
の
国
文
学
館

書
簡

翁
久
允
宛
封
書

（
小
寺
菊
子
自
筆
履
歴
書
）

小
寺
菊
子

昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
11
月

頃
か

翁
久
允
旧
蔵

（
個
人
蔵
）

書
簡

高
志
人
社
編
輯
局
宛
葉
書

小
寺
菊
子

昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
10
月

20
日
消
印

翁
久
允
旧
蔵

（
個
人
蔵
）

パ
ネ
ル

（
雑
誌
）

高
志
人　
第
2
巻
第
1
号

翁
久
允
主
宰

昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
1
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

高
志
人　
第
2
巻
第
2
号

翁
久
允
主
宰

昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

書
簡

中
央
公
論
社
婦
人
公
論
編

輯
部
宛
葉
書

小
寺
菊
子

昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）
2
月

28
日
消
印

高
志
の
国
文
学
館

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

パ
ネ
ル

（
雑
誌
）

「
箱
根
の
秋
」（
文
學
世
界

　
第
1
巻
第
2
号　

1
9
2
2
年
11
月
号
）

小
寺
菊
子

大
正
11
年

（
1
9
2
2
）
11
月

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

（
雑
誌
）

ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ　
大
正
14

年
2
月
11
日
「
春
を
さ
き

が
け
の
朱
葉
会
展
覧
会
」

大
正
14
年

（
1
9
2
5
）
2
月

書
籍

小
寺
菊
子
作
品
集　
全
3

巻
（
桂
書
房
）

金
子
幸
代

編

平
成
22
年

（
2
0
1
0
）

高
志
の
国
文
学
館

尾
竹
紅
吉
（
富
本
一
枝
）

木
版
画

（
色
刷
）

忠
臣
蔵　
七
段
目
（
富
山

売
薬
版
画
）

尾
竹
国
一 

画

明
治
25
年

（
1
8
9
2
）
４
月

富
山
県
立
図
書
館

写
真

（
パ
ネ
ル
）

尾
竹
三
兄
弟（
国
一
、国
観
、

竹
坡
）

明
治
時
代

折
井
美
耶
子
氏

提
供

写
真

（
パ
ネ
ル
）

尾
竹
家
の
人
々

明
治
時
代

折
井
美
耶
子
氏

提
供

写
真

（
パ
ネ
ル
）

尾
竹
一
枝
（
十
代
の
こ
ろ
）

明
治
40
年
代

折
井
美
耶
子
氏

提
供

写
真

（
パ
ネ
ル
）
「
陶
器
」（
屏
風
絵
）

尾
竹
一
枝

明
治
45
年

（
1
9
1
2
）
制
作

折
井
美
耶
子
氏

提
供

絵
画

弾
琴
（
も
と
屏
風
絵・部
分
）
尾
竹
一
枝

大
正
元
年

（
1
9
1
2
）
制
作

富
本
京
子
氏

写
真

（
パ
ネ
ル
）

枇
杷
の
実
（
屏
風
絵
）

尾
竹
一
枝

大
正
2
年

（
1
9
1
3
）

折
井
美
耶
子
氏

提
供

写
真

（
パ
ネ
ル
）

尾
竹
四
姉
妹（
一
枝
、貞
子
、

福
美
、
三
井
）

明
治
44
年

（
1
9
1
1
）
頃

折
井
美
耶
子
氏

提
供

雑
誌

（
復
刻
）

青
鞜　
第
2
巻
第
4
号　

（
復
刻
版
）

（
明
治
45
年

（
1
9
1
2
）
4
月
）
高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

青
鞜　
八
月
号

青
鞜
社
編

大
正
2
年

（
1
9
1
3
）
8
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

（
復
刻
）

円
窓
よ
り　
（
復
刻
版
）

平
塚
ら
い

て
う

（
大
正
2
年

（
1
9
1
3
））

サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

書
籍

（
復
刻
）

火
の
娘　
（
復
刻
版
）

荒
木
郁

（
大
正
3
年

（
1
9
1
4
））

サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

（
復
刻
）

青
鞜　
第
2
巻
第
3
号　

（
復
刻
版
）

（
明
治
45
年

（
1
9
1
2
）
3
月
）
高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

（
復
刻
）

青
鞜　
第
2
巻
第
5
号

～
第
11
号　
（
復
刻
版
）

（
明
治
45
年

（
1
9
1
2
）

5
月
～
11
月
）

高
志
の
国
文
学
館

新
聞

（
パ
ネ
ル
）

「
所
謂
新
し
き
女
（
二
）

（
三
）」（『
国
民
新
聞
』
明

治
45
年
7
月
13
日
、
14
日
）

（
明
治
45
年

（
1
9
1
2
）
7
月
）
国
立
国
会
図
書
館

提
供

写
真

（
パ
ネ
ル
）
「
南
郷
の
朝
」（『
青
踏
』
第

2
巻
第
9
号
掲
載
）

明
治
45
年

（
1
9
1
2
）
夏
撮

影

―

雑
誌

世
界　
第
1
2
2
号
～

第
1
2
3
号

昭
和
31
年

（
1
9
5
6
）2
月
、

3
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

番
紅
花　
第
1
巻
第
1
号

大
正
3
年

（
1
9
1
4
）
3
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

（
復
刻
）

番
紅
花　
第
1
巻
第
1
号

～
第
6
号
（
復
刻
版
）

（
大
正
3
年

（
1
9
1
4
）
3
月

～
8
月
）

世
田
谷
文
学
館

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

写
真

（
パ
ネ
ル
）

尾
竹
一
枝
と
富
本
憲
吉　

結
婚
式

大
正
3
年

（
1
9
1
4
）
10
月

折
井
美
耶
子
氏

提
供

衣
類

花
嫁
衣
裳
（
黒
引
き
振
袖
）

尾
竹
越
堂
図

案
、
尾
竹
一

枝
着
用

大
正
3
年

（
1
9
1
4
）

富
本
京
子
氏

写
真

（
パ
ネ
ル
）

新
婚
時
代
の
一
枝
と
憲
吉

折
井
美
耶
子
氏

提
供

雑
誌

女
性
日
本
人　
1
9
2
0

年
10
月
号

大
正
9
年

（
1
9
2
0
）
10
月

高
志
の
国
文
学
館

写
真

（
パ
ネ
ル
）

家
族
写
真

富
本
京
子
氏

雑
誌

（
復
刻
）

女
性　
第
2
巻
第
5
号
（
復

刻
版
）

（
大
正
11
年

（
1
9
2
2
）
11
月
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

婦
人
公
論　
第
8
年
第
3

号

大
正
12
年

（
1
9
2
3
）
3
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

婦
人
公
論　
第
8
年
第
7

号

大
正
12
年

（
1
9
2
3
）
7
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

（
復
刻
）

女
人
藝
術　
第
1
巻
第
3

号
（
復
刻
版
）

（
昭
和
3
年

（
1
9
2
8
）
9
月
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

（
復
刻
）

女
人
藝
術　
第
2
巻
第
6

号
（
復
刻
版
）

（
昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）
6
月
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

（
復
刻
）

女
人
藝
術　
第
2
巻
第
8

号
（
復
刻
版
）

（
昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）
8
月
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

（
復
刻
）

女
人
藝
術　
第
4
巻
第
7

号
（
復
刻
版
）

（
昭
和
6
年

（
1
9
1
7
）
7
月
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

雑
記
帳　
第
2
巻
第
4
号

昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
4
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

随
筆
雑
誌　
新
風
土　
第

2
巻
第
2
号

昭
和
14
年

（
1
9
3
9
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

風
花　
第
3
号

富
本
一
枝

編

昭
和
22
年

（
1
9
4
7
）
8
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

風
花　
4
号
・
5
号
合
併

号

富
本
一
枝

編

昭
和
22
年

（
1
9
4
7
）
12
月

高
志
の
国
文
学
館

写
真

（
パ
ネ
ル
）

富
本
一
枝

昭
和
25
年

（
1
9
5
0
）
頃

富
本
京
子
氏

書
簡

陽
あ
て
書
簡

富
本
一
枝

昭
和
時
代

折
井
美
耶
子
氏

書
籍

少
年
少
女
劇
集　
１
に
12

を
か
け
る
の
と
、
12
に
１

を
か
け
る
の
と
（
山
の
木

書
店
）

久
保
田
万

太
郎

昭
和
23
年

（
1
9
4
8
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

柿
の
木
の
あ
る
家
（
山
の

木
書
店
）

壺
井
栄

昭
和
24
年

（
1
9
4
9
）

富
本
京
子
氏

書
籍

ジ
ァ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
（
山

の
木
書
店
）

横
塚
光
雄

昭
和
25
年

（
1
9
5
0
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

二
十
四
の
瞳
（
光
文
社
）

壺
井
栄

昭
和
28
年

（
1
9
5
3
）

富
本
京
子
氏

書
籍

ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
物
語

（
家
庭
讀
物
刊
行
會
）

家
庭
讀
物

刊
行
會
編

大
正
10
年

（
1
9
2
1
）

富
本
京
子
氏

雑
誌

暮
し
の
手
帖　
第
33
号

昭
和
31
年

（
1
9
5
6
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

暮
し
の
手
帖　
第
34
号

昭
和
31
年

（
1
9
5
6
）
5
月

高
志
の
国
文
学
館
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種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

短
冊

五
百
里
を
は
る
は
る
上
り

京
の
市
に
…

与
謝
野
鉄
幹

澤
田
家

短
冊

発
句
に
も
ま
と
ま
ら
ぬ
よ

な
海
鼠
か
な

夏
目
漱
石

澤
田
家

短
冊

茶
屋
裏
や
膳
棚
見
え
て
そ

こ
も
藤

澤
田
岳
楼

澤
田
家

パ
ネ
ル

（
新
聞
）

国
民
俳
壇
（
国
民
新
聞　

明
治
40
年
10
月
24
日
付
）

明
治
40
年（
1
9
0
7
）

10
月
24
日

国
立
国
会
図
書
館

提
供

パ
ネ
ル

（
新
聞
）

国
民
俳
壇
（
国
民
新
聞　

明
治
41
年
5
月
26
日
付
）

明
治
41
年（
1
9
0
8
）

5
月
26
日

国
立
国
会
図
書
館

提
供

パ
ネ
ル

（
新
聞
）

国
民
俳
壇
（
国
民
新
聞　

明
治
41
年
6
月
23
日
付
）

明
治
41
年（
1
9
0
8
）

6
月
23
日

国
立
国
会
図
書
館

提
供

雑
誌

新
聲　
第
16
編
第
3
号

明
治
40
年

（
1
9
0
7
）
3
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

文
庫　
第
34
巻
第
5
号

明
治
40
年

（
1
9
0
7
）
7
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

葦
附　
一
ノ
九

明
治
40
年

（
1
9
0
7
）
10
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

葦
附　
二
ノ
一

明
治
41
年

（
1
9
0
8
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

ホ
ト
ト
ギ
ス　
第
12
巻
第

5
号

高
濱
清
編

明
治
42
年

（
1
9
0
9
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

随
筆　
私
の
見
た
美
人
た

ち
（
読
売
新
聞
社
）

吉
屋
信
子

昭
和
44
年

（
1
9
6
9
）

個
人

書
籍

俳
句
に
魅
せ
ら
れ
た
六
人

の
を
ん
な
（
近
藤
書
店
）

池
上
不
二
子

昭
和
32
年

（
1
9
5
7
）

富
山
県
立
図
書
館

書
籍

は
ぎ
女
句
集
（
東
美
友
善

堂
）

沢
田
初
枝

昭
和
38
年

（
1
9
6
3
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

俳
の
風
景
（
角
川
書
店
）

沢
木
欣
一

昭
和
61
年

（
1
9
8
6
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

俳
人
は
ぎ
女
（
桂
書
房
）

福
田
俳
句

同
好
会
編

平
成
17
年

（
2
0
0
5
）

高
志
の
国
文
学
館

方
等
み
ゆ
き

雑
誌

日
本
海
詩
人　
第
4
巻
11

月
号

大
村
正
次

編

昭
和
4
年

（
1
9
2
9
）
11
月

高
志
の
国
文
学
館

パ
ネ
ル

（
新
聞
）

高
岡
新
報　
懸
賞
文
芸
詩

欄

昭
和
5
年

（
1
9
3
0
）
1
月

富
山
県
立
図
書
館

提
供

書
簡

高
松
翠
宛
封
書

井
上
靖

昭
和
21
年（
1
9
4
6
）

7
月
22
日
消
印

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人　
（
9
月
号
）
～
6
月

号

方
等
深
雪

ほ
か

昭
和
5
～
6
年

（
1
9
3
0
～
３
１
）
富
山
県
立
図
書
館

雑
誌

（
復
刻
）

女
人
藝
術　
第
3
巻
第
8

号
（
復
刻
版
）

（
昭
和
5
年

（
1
9
3
0
）
8
月
）
サ
ン
フ
ォ
ル
テ

図
書
室

雑
誌

日
本
海
詩
人　
女
人
号

（
昭
和
６
年
３
月
号
）

大
原
菊
子
編

昭
和
6
年

（
1
9
3
1
）
3
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

詩
之
家　
9
月
号
（
第
7

年
第
9
号
）　
昭
和
6
年
版

佐
藤
惣
之
助

編

昭
和
6
年

（
1
9
3
1
）
9
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

西
蔵
美
人
（
現
代
評
論
社
）

佐
藤
惣
之
助

昭
和
6
年

（
1
9
3
1
）

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
創
刊
号

方
等
深
雪
編

昭
和
6
年

（
1
9
3
1
）
9
月

世
田
谷
文
学
館

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

雑
誌

暮
し
の
手
帖　
第
37
号

昭
和
31
年

（
1
9
5
6
）
12
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

暮
し
の
手
帖　
第
38
号

昭
和
32
年

（
1
9
5
7
）
2
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

暮
し
の
手
帖　
第
40
号

昭
和
32
年

（
1
9
5
7
）
7
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

暮
し
の
手
帖　
第
41
号

昭
和
32
年

（
1
9
5
7
）
9
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

お
母
さ
ん
が
読
ん
で
聞
か

せ
る
お
話
A
、
Ｂ
（
暮
し

の
手
帖
社
）

富
本
一
枝
、

藤
城
清
治

昭
和
47
年

（
1
9
7
2
）

高
志
の
国
文
学
館

書
画

柿
の
一
枝
と
筆
墨
（『
詩
経
』

の
一
節
）

富
本
一
枝

富
本
京
子
氏

写
真

（
投
影
）

富
本
一
枝
関
連
写
真

富
本
京
子
氏
、

折
井
美
耶
子
氏

澤
田
は
ぎ
女

ス
ケ
ッ
チ

（
画
帳
）

長
澤
初
枝

明
治
時
代

澤
田
家

ス
ケ
ッ
チ

ゑ
か
た
帳　
明
治
丗
四
年

三
月

長
澤
初
枝

明
治
34
年

（
1
9
0
1
）
3
月

澤
田
家

ス
ケ
ッ
チ

画
帳　
明
治
三
十
五
年
四

月
十
四
日
よ
り

長
澤
初
枝

明
治
35
年

（
1
9
0
2
）
4
月

14
日
～

澤
田
家

愛
用
品

紙
製
文
箱

長
澤
初
枝

明
治
時
代

澤
田
家

愛
用
品

手
毬

澤
田
は
ぎ
女

昭
和
時
代

澤
田
家

書
画

そ
な
さ
ん
と
知
っ
て
の
雪

の
礫
か
な

澤
田
は
ぎ
女 

書
、
観
峰 

画

澤
田
家

書

降
さ
し
て
ま
た
幾
所
か
初

し
く
れ

加
賀
千
代
女

澤
田
家

短
冊

そ
な
さ
ん
と
知
っ
て
の
雪

の
礫
か
な

澤
田
は
ぎ
女

高
志
の
国
文
学
館

書

や
か
た
な
ど
さ
も
あ
ら
ば

あ
れ
海
こ
え
て
羅
津
に
対

す
本
丸
の
松

与
謝
野
晶

子
（
寛
）

澤
田
家

雑
誌

（
復
刻
）

明
星　
明
治
34
年
第
10
号
、

11
号　
（
復
刻
版
）

与
謝
野
寛

編

（
明
治
34
年

（
1
9
0
1
）1
月
、

2
月
）

高
志
の
国
文
学
館

書
画

紅
梅

筏
井
竹
の
門

大
正
10
年

（
1
9
2
1
）
頃

澤
田
家

書
籍

守
水
老
遺
稿
（
越
友
会
）

山
口
林
造

編

昭
和
16
年

（
1
9
4
1
）

高
志
の
国
文
学
館

短
冊

砺
波
野
の
家
ほ
つ
ほ
つ
と

花
に
な
り

山
口
花
笠

高
志
の
国
文
学
館

書
簡

澤
田
初
枝
宛
書
簡

高
濱
清

（
虚
子
）

明
治
41
年

（
1
9
0
8
）

9
月
5
日
作
成

澤
田
家

書

三
人
に
な
り
し
二
人
や
芋

の
秋

高
濱
虚
子

明
治
41
年

（
1
9
0
8
）
頃

澤
田
家

書
簡

澤
田
初
枝
宛
書
簡

内
藤
鳴
雪

明
治
41
年

（
1
9
0
8
）
8
月

17
日
作
成

澤
田
家

書
簡

澤
田
初
枝
宛
書
簡

松
根
東
洋
城

年
不
明
12
月
1
日

作
成

澤
田
家

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

雑
誌

女
人
詩　
第
２
号

方
等
深
雪
編

昭
和
6
年

（
1
9
3
1
）
10
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
３
号

方
等
深
雪
編

昭
和
6
年

（
1
9
3
1
）
11
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
４
号

方
等
深
雪
編

昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）
1
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
５
号

方
等
深
雪
編

昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）
3
月

世
田
谷
文
学
館

書
籍

詩
之
家
年
刊
詩
集　

一
九
三
二
年

春
季
版
（
詩
之
家
出
版
部
）

佐
藤
惣
之
助

編

昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
６
号

方
等
深
雪
編

昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）
5
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
７
号

方
等
深
雪
編

昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）
7
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
８
号

方
等
深
雪
編

昭
和
7
年

（
1
9
3
2
）
9
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
９
号

方
等
深
雪
編

昭
和
8
年

（
1
9
3
3
）
3
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
10
号

方
等
深
雪
編

昭
和
8
年

（
1
9
3
3
）
5
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
11
号

方
等
深
雪
編

昭
和
8
年

（
1
9
3
3
）
8
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
12
号

方
等
み
ゆ
き

編

昭
和
8
年

（
1
9
3
3
）
11
月

世
田
谷
文
学
館

写
真

（
パ
ネ
ル
）

小
寺
菊
子
女
史
を
迎
へ
て

昭
和
8
年

（
1
9
3
3
）
11
月

世
田
谷
文
学
館

提
供

書
籍

し
ん
で
れ
ら
（
詩
之
家
）

方
等
み
ゆ
き

昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
13
号

方
等
み
ゆ
き

編

昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）
3
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
14
号

方
等
み
ゆ
き

編

昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）
8
月

世
田
谷
文
学
館

書
籍

き
り
の
は
な
（
女
人
詩
社
）

倉
田
ゆ
か
り

昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
15
号

方
等
み
ゆ
き

編

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）
1
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
16
号

方
等
み
ゆ
き

編

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）
4
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
17
号

方
等
み
ゆ
き

編

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）
8
月

世
田
谷
文
学
館

原
画

「
女
人
詩
第
17
号
」
扉
画

青
柳
喜
兵
衛 

画

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）

世
田
谷
文
学
館

原
画

「
女
人
詩
第
17
号
」
表
紙
画

青
柳
喜
兵
衛

画

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）

世
田
谷
文
学
館

書
籍

牛
乳
の
歌

（
と
ら
ん
し
っ
と
詩
社
）

青
柳
喜
兵
衛

昭
和
14
年

（
1
9
3
9
）

世
田
谷
文
学
館

書
籍

ひ
と
す
ぢ
の
糸
（
女
人
詩

社
）

塚
原
弥
生

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）

世
田
谷
文
学
館

写
真

「
東
京
新
宿
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
け
る
会
合
」

昭
和
10
年

（
1
9
3
5
）
10
月

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
18
号

方
等
深
雪

編

昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
3
月

世
田
谷
文
学
館
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□企画展示室平面図

種　

別

資
料
（
作
品
）
名

作　

者

年　

代

所　

蔵

雑
誌

麵
麭　
第
5
巻
第
7
号

昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
7
月

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

い
や
ら
し
い
神

（
蒲
田
書
房
）

北
川
冬
彦

昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
19
号

方
等
深
雪
編

昭
和
11
年

（
1
9
3
6
）
10
月

世
田
谷
文
学
館

パ
ン
フ

レ
ッ
ト

「
詩
と
音
楽
と
舞
踊
の
夕
べ
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

主
催
：
詩
と

民
謡
社
、
日

本
詩
壇
社

昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
1
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

海　
第
5
輯

昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
1
月

高
志
の
国
文
学
館

雑
誌

女
人
詩　
第
20
号

方
等
深
雪
編

昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
9
月

世
田
谷
文
学
館

書
籍

遺
稿
詩
集　
月
の
苑

（
女
人
詩
社
）

す
が
あ
き
え

昭
和
13
年

（
1
9
3
8
）

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

山
畑　
第
１
巻
第
３
号

昭
和
12
年

（
1
9
3
7
）
10
月

世
田
谷
文
学
館

書
簡

高
松
翠
子
宛
葉
書　

野
上
弥
生
子

昭
和
12
年（
1
9
3
7
）

5
月
18
日
発
信

世
田
谷
文
学
館

書
簡

高
松
翠
宛
葉
書　

宮
本
百
合
子

昭
和
12
年（
1
9
3
7
）

5
月
30
日
発
信

世
田
谷
文
学
館

書
籍

詩
集　
天
の
鍵
（
ア
ル
ス
）

深
尾
贇
之
焏

著
、
深
尾
須

磨
子
編

大
正
10
年

（
1
9
2
1
）

世
田
谷
文
学
館

書
簡

高
松
翠
宛
封
書

深
尾
須
磨
子

昭
和
12
年（
1
9
3
7
）

5
月
27
日
発
信

世
田
谷
文
学
館

書
籍

詩
集　
諸
国
の
天
女

（
河
出
書
房
）

永
瀬
清
子

昭
和
15
年

（
1
9
4
0
）

世
田
谷
文
学
館

書
籍

中
部
日
本
詩
集
（
詩
と
民

謡
社
）

中
山
輝
編

昭
和
15
年

（
1
9
4
0
）

高
志
の
国
文
学
館

書
籍

新
女
性
詩
集
（
鶴
書
房
）

深
尾
須
磨
子

編

昭
和
17
年

（
1
9
4
2
）

近
藤
周
吾
氏

書
籍

詩
集　
海
の
詩
（
日
本
女

性
詩
人
協
會
季
刊
詩
集 

第

二
輯
）（
書
物
展
望
社
版
）

日
本
女
性
詩

人
協
會
編

昭
和
18
年

（
1
9
4
3
）

世
田
谷
文
学
館

書
籍

佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
（
桜

井
書
店
）

潮
田
武
雄
編

昭
和
18
年

（
1
9
4
3
）

世
田
谷
文
学
館

書
簡

高
松
翠
宛
封
書

深
尾
須
磨
子
（
年
不
明
）

6
月
28
日
発
信

世
田
谷
文
学
館

雑
誌

（
パ
ネ
ル
）

新
詩
人　
第
2
巻
第
1
号

昭
和
22
年

（
1
9
4
7
）
1
月

国
立
国
会
図
書

館
提
供



28 

明治34（1901）年 回覧文芸雑誌『聚雲』創刊　編集代表人：高田浩雲

明治～昭和期 片口安之助、広井浩風、古谷雲歩、藻谷銀河、木津蛍雪らが活躍

大正 3 （1914）年 文芸同人誌『月見草』創刊　編集発行人：野村重正　竹久夢二、室生犀星らが寄稿

詩歌雑誌『鎔岩』創刊　編集発行人：広沢秀遷、伊勢好三

大正 5 （1916）年 詩歌雑誌『赤い船』発刊　編集発行人：興林秀夫

大正 8 （1919）年 同人誌『火焔』創刊

大正10（1921）年 詩歌雑誌『潮光』発刊　編集発行人：興林秀夫

大正11（1922）年 総合文芸同人誌『ふるさと』発刊　編集発行人：杉山産七、中井精一

大正12（1923）年 文芸同人誌『東天紅』発刊　編集発行人：正満又七

大正13（1924）年 郷土文化誌『水郷』創刊　編集発行人：千石喜久　寄稿者：相馬御風、白鳥省吾、梅原真隆、筏井竹
の門、山口花笠など

大正14（1925）年 総合文芸同人誌『裸像』創刊　編集発行人：中野重治

昭和 2 （1927）年 『まるめら』創刊　主宰：大熊信行

昭和 6 （1931）年 『紫羅蘭花』創刊　主宰：中田春園

『水澄』創刊　編集刊行：ひでおかみはら

昭和 7 （1932）年 『はしばみ』創刊　編集人：広川浹（広川親義）　発行人：金森青一

昭和 9 （1934）年 木俣修旧制富山高等学校来任

昭和10（1935）年頃 新聞歌壇盛況

昭和11（1936）年 郷土文化誌『高志人』創刊　編集発行人：翁久允　相馬御風、高島高ら多数が執筆

昭和15（1940）年 『蒼生』（のち『創生』と改題）創刊　主宰：筏井嘉一

昭和17（1942）年 「白椿短歌会」創立　主宰：竹上盛衛

昭和21（1946）年 『短歌時代』創刊　主宰：広川親義　大坪晶一、深山榮、吉沢弘などが活躍

昭和23（1948）年 『ゆきぐに』創刊　編集発行人：館川数夫

『海潮』創刊　主宰：岡部文夫

『北陸沃野』創刊　編集発行人：木村玄外

昭和24（1949）年 『茜』創刊　主宰：大町閑子　松谷絹枝、木谷松枝、坂田美紀子などが活動

昭和27（1952）年 『紫苑短歌』創刊　主宰：清田秀博、編集：久泉迪雄

昭和28（1953）年 『形成』創刊　主宰：木俣修

昭和29（1954）年 富山県歌人連盟結成　初代会長：小又幸井

昭和30（1955）年 『コスモス富山』（のち『零』と改題）創刊　日影康子、井口知行、松野道子などが活動

昭和33（1958）年 「炎の会」創立　主宰：中塩清臣

昭和35（1960）年 「福野短歌会」創立　会長：西部重盛

昭和36（1961）年 富山県歌人連盟『富山県歌人』創刊

富山県歌壇の歴史（近代以降）

富山県歌壇・俳壇・詩壇の歴史（近代以降）略年表

凡例
一、この略年表は、「個性きらめく富山の女性作家たち展」第一期導入展示の関連で作成した。太字は女性歌人または女性歌壇・

俳壇・詩壇の動向とした。併せて、短歌・俳句・詩を掲載した文芸同人誌も掲げた。略年表は、現段階で調査し得た事項
を記載したものであり、お気づきの点がございましたらご連絡、ご教授を賜りたい。

一、略年表は、年号、西暦をそれぞれ記した。
一、参考文献は、典拠とした「著者・編者」「書名」「出版社等」「刊行年」の順に記載した。
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昭和37（1962）年 「アカンサス短歌会」創立　主宰：野村玉枝

「原型富山支部」創立

昭和38（1963）年 『富山古今』創刊　編集発行人：逢坂敏男

昭和39（1964）年 『原型富山』創刊　代表：宮下繁次、竹田夏子ら　米田憲三、石垣美喜子などが活動

昭和40（1965）年 『もず』創刊

「形成富山支部」結成　代表：小山政雄

昭和42（1967）年 『枯山水』創刊　代表：小島貞夫

『形成富山』創刊　小山政雄没後代表：武田吉三郎　吉田桂介、松島保子などが活動

昭和44（1969）年 『紫羅蘭花』富山で復刊　主宰：中田春園

昭和45（1970）年 『庭燎』創刊　主宰：本田伊信

昭和48（1973）年 『あさ』創刊　主宰：林たづ子

昭和50（1975）年 「まひるの富山支部」創立　支部長：坂田美紀子

昭和51（1976）年 『たてやま』創刊　主宰：立村一見、沢田一雄

昭和55（1980）年 「黒部短歌会」創立　主宰：柴垣光郎　小坂千代栄、小沢百合子などが活動

昭和56（1981）年 「かりん富山支部」創立　代表：立野朱美

昭和57（1982）年 『港』創刊　主宰：高松光代

昭和58（1983）年 『越路短歌』創刊　主宰：島原義三郎

『渓流』創刊　主宰：柴垣光郎

昭和60（1985）年 「八尾短歌会」創立　主宰：宮本すず枝

平成12（2000）年 「筏井短歌会」創立　代表者：佐野善雄

「大沢野短歌会」創立　主宰：村山千栄子

平成17（2005）年 「富山 ViTA もえぎ短歌会」創立　代表者：明石幹雄

平成18（2006）年 「綺羅短歌会」創立　主宰：久泉迪雄

平成19（2007）年 総合歌誌「弦」創刊　創設者：辺見じゅん　代表者：植松哲太郎

平成20（2008）年 「萩の会」創立　主宰：畠山満喜子

平成25（2013）年 「入善耀短歌会」創立　主宰：石垣美喜子

『黒日傘』創刊　編集：高島裕

平成30（2018）年 「海市歌会」創立代表者：黒瀬珂瀾

現在、県内の短歌会誌名として『海潮』『短歌時代』『綺羅』『原型富山』『弦』『紫苑短歌』『零』『あさ』『大沢野』『渓流』『萩』『も
えぎ』『菅の葉』『雪椿』などがある

主な参考文献：
・富山県編『富山県史　通史編Ⅴ』近代上　富山県　1981. 3
・富山県編『富山県史　通史編Ⅵ』近代下　富山県　1984. 3
・富山県編『富山県史　通史編Ⅶ』現代　　富山県 1983. 3
・富山県文学事典編集委員会編『富山県文学事典』桂書房　1992. 9  
・富山大百科事典編集事務局編『富山大百科事典　上』北日本新聞社　1994. 8
・富山大百科事典編集事務局編『富山大百科事典　下』北日本新聞社　1994. 8
・富山県芸術文化協会編『とやま文学 第32号』富山県芸術文化協会　2014. 3
・富山県歌人連盟編『富山県歌壇総覧』富山県歌人 第25号　富山県歌人連盟　1986. 3
・富山県歌人連盟編『富山県歌壇総覧Ⅱ』富山県歌人 第56号　富山県歌人連盟　2015.12
・仲井真理子編『富山県歌人 第61号』富山県歌人連盟　2020.12
・一般財団法人　富山県芸術文化協会 HP
・富山県立図書館 HP など
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明治15（1882）年 浪化上人150回忌　追善句集『麻頭巾』刊行

明治18（1885）年 芭蕉翁200回忌句会　福野町、城端町、魚津町などで開催

明治25（1892）年 正岡子規が新聞「日本」に新派の俳句を提唱

明治27（1894）年 寺野守水老、「青藍社」を興す

明治30（1897）年 河東碧梧桐来富、高岡市和田西光寺投宿

青藍社解散

寺野守水老、山口花笠、向田（のち筏井）竹の門らにより「越友会」結成

明治37（1904）年 氷見にて服部霞峯を中心に「有磯吟社」を結成

明治39（1906）年 『葦附』発行。俳人に巴陵句鬼、浦島弧島、岡野牧羊、澤田岳楼、澤田はぎ女

大正 4 （1915）年 『層雲』から分かれた『海紅』が創刊。城端の野村満花城や米田稲助らが影響を受ける

大正 9 （1920）年 富山市において篠原句瑠璃、松岡白芽や水橋の俳人たちが中心となり『濤』を発刊

大正12（1922）年 文芸同人誌『東天紅』発行　編集発行人：正満又七

大正13（1923）年 郷士文化誌『水郷』創刊　編集発行人：千石喜久　寄稿者：相馬御風、白鳥省吾、梅原真隆、筏井竹
の門、山口花笠など

石田露泣、玉島謙郎により金沢市で『辛夷』創刊

大正14（1925）年 『辛夷』発行所を八尾に移したのち富山市に移し前田普羅が選者、後に主宰となる。

ホトトギス系の橋爪巨籟、毛利白牛、吉沢無外などが集う

筏井竹の門死去。昭和に入り「越友会」のリーダーは山口花笠となり岩崎夜鶴、正田凉園子、塚原真
月女などが集まる

昭和 4 （1929）年 伊東月草が『草上』を創刊。金尾梅の門は同人として参画

昭和 6 （1931）年 高浜虚子らが来遊、黒部峡谷に吟行

昭和11（1936）年 郷士文化誌『高志人』創刊　主宰：翁久允

昭和18（1943）年 『草上』廃刊

昭和19（1944）年 物資統制の強化により『辛夷』休刊

昭和20（1945）年 棟方志功、福光に疎開。前田普羅と親交をかさね「辛夷」福光支部長となり表紙絵やカットを提供

昭和21（1946）年 『辛夷』復刊

昭和22（1947）年 『古志』創刊　主宰：金尾梅の門

昭和24（1949）年 『喜見城』創刊。昭和25年 8 月号より棟方志功による版木による題字、版画が登場

昭和27（1952）年 『古志』→『季節』と改題

『萌芽』主宰：真野紅露『穭田』主宰：古川杏水創刊

昭和29（1959）年 福井、金沢の同志と提携し北陸俳話会結成。富山県より18人参加。昭和40年代に入り解散

昭和30（1955）年 『萌芽』休刊

水鳥俳句社富山県連合会創設　代表：山崎冨美子

昭和33（1958）年 『河』創刊　主宰：角川源義

昭和36（1961）年 『医王』創刊　主宰：室生砺川

昭和43（1968）年 『河』（角川源義主宰）高岡支部結成

『寒潮』創刊　代表制はなく編集人は氷室樹

昭和47（1972）年 『荒海』創刊　主宰：船平晩紅

昭和50（1975）年 富山県俳句連盟結成　初代会長吉澤卯一

昭和53（1978）年 『俳句往来』創刊　主宰：中井三好

昭和54（1979）年 『片栗』創刊　主宰：瀬戸十字

昭和55（1980）年 『高志』創刊　主宰：谷内茂

富山県俳壇の歴史（近代以降）
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昭和56（1981）年 『いわせの』創刊　主宰：蒲田美音

『医王』終刊

平成 2 （1990）年 『清流』俳句会設立　主宰：高村寿山

平成 3 （1991）年 俳人協会富山県支部設立　初代支部長に福永嗚風

平成 5 （1993）年 県現代俳句協会設立　初代会長に黒田晩穂

平成 9 （1997）年 『萌芽』季刊誌として復刊

平成15（2003）年 『峡谷』創刊　主宰：八尾とおる

平成18（2006）年 『黒部川』創刊　主宰：松田郷人

平成22（2010）年 『森』創刊　主宰：森野稔

『辛夷』 1 ,000号達成　主宰：中坪達哉

平成23（2011）年 『五七五』創刊　代表：高橋修宏

令和 2 （2020）年 『表情』創刊　主宰：川井城子

現在、県内の俳誌として『辛夷』『喜見城』『寒潮』『高志』『森』『水鳥』『片栗』『峡谷』『表情』『五七五』『清流通信』などが
ある。結社の県内支部として『ホトトギス』『河』『栞』『岳』『獺祭』『海原』など多くある。

（注） 創刊された俳誌が永く続くことは難しく『辛夷』 1 ,000号の達成は富山県俳壇の層の厚さと底力を示し全国的にも快挙と
して注目された。

主な参考文献：
・富山県編『富山県史　通史編Ⅴ』近代上　富山県　1981. 3
・富山県編『富山県史　通史編Ⅵ』近代下　富山県　1984. 3
・富山県編『富山県史　通史編Ⅶ』現代　　富山県 1983. 3
・富山県文学事典編集委員会編『富山県文学事典』桂書房　1992. 9  
・富山大百科事典編集事務局編『富山大百科事典　上』北日本新聞社　1994. 8
・富山大百科事典編集事務局編『富山大百科事典　下』北日本新聞社　1994. 8
・富山県芸術文化協会編集『とやま文学 第32号』富山県芸術文化協会　2014. 3
・一般財団法人　富山県芸術文化協会 HP
・富山県立図書館 HP など
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明治15（1882）年 『新体詩抄』による新詩運動起こる

明治33（1900）年 文芸同人誌『太刀文学』創刊　編集発行人：梅本徳太郎

明治34（1901）年 文芸同人誌『北声』創刊　編集発行人：福田栄太郎

回覧文芸雑誌『聚雲』創刊　編集代表人：高田浩雲

大正 3 （1914）年 文芸同人誌『月見草』創刊　編集発行人：野村重正　竹久夢二、室生犀星らが寄稿

詩歌雑誌『鎔岩』創刊　編集発行人：広沢秀遷、伊勢好三

大正 5 （1916）年 詩歌雑誌『赤い船』発刊　編集発行人：興林秀夫

大正10（1921）年 詩歌雑誌『潮光』発刊　編集発行人：興林秀夫

大正11（1922）年 総合文芸同人誌『ふるさと』発刊　編集発行人：杉山産七　大間知篤三が詩を発表

大正12（1923）年 『聖詩風』発刊　編集発行人：高林清一

文芸同人誌『東天紅』発刊　編集発行人：正満又七

大正13（1924）年 郷土文化誌『水郷』創刊　編集発行人：千石喜久　寄稿者：相馬御風、白鳥省吾、梅原真隆、筏井竹
の門、山口花笠など

大正14（1925）年 総合文芸同人誌『裸像』創刊　編集発行人：中野重治

大正15（1926）年 金沢市で『日本海詩人』創刊　富山版は昭和 2 年 3 月から中山輝、山岸曙光子らで発行

文芸同人誌『あおきみそら』発刊　編集発行人：福岡正雄

昭和初期 この頃シュールレアリスムの詩活動が起こる

昭和 2 （1927）年 『裏日本』を創刊　編集人：張田友次郎、発行人：高林清一

昭和 3 （1928）年 『日本海詩人』を石動町の大村正次宅に発行所を移す　以後大村正次が主宰

昭和 4 （1929）年 『新詩脈』創刊　編集発行人：川口清　川口を中心に菊池久之、田中富雄（のちの源氏鶏太）らで発足

『白萍』創刊　編集発行人：舟川栄次郎

『北冠』創刊　編集発行人：宮崎健三　井上泰（のちの井上靖）、久湊信一らで創刊

昭和 5 （1930）年 『詩と民謡』創刊　編集発行人：中山輝

昭和 6 （1931）年 『女人詩』創刊　編集発行人：方等みゆき

くらたゆかり、東ゆき、大原菊子、朝森弓子、埴野華子、小野吟子、すがあきゑ、高柳奈美、
塚原真月、牧千枝子、坂本茂子、中村敏江、小暮妙子らの同人のほか深尾須磨子、生田花世、
竹内てるよ、左川ちか、永瀬清子らの寄稿を得る

昭和10年代 民謡詩と童謡の運動が盛んになる

昭和11（1936）年 郷土文化誌『高志人』創刊　編集発行人：翁久允　相馬御風、高島高ら多数が執筆

昭和21（1946）年 『抒情詩』創刊　編集発行人：萩野卓司　10号から稗田菫平が参加

『青笛』創刊　編集発行人：藤田直友

昭和22（1947）年 文芸同人誌『文学組織』創刊　編集発行人：高島高　翁久允、竹内てるよらが参加

文芸雑誌『野薔薇』創刊　編集発行人：稗田菫平　松原敏夫、吉井澄子らで発足

『昆虫針』創刊　編集発行人：市谷博

昭和23（1948）年 『骨の火』創刊　編集発行人：高島順吾　昭和26年に「E·MIR」と改題

昭和26（1951）年 『SEIN』創刊　編集発行人：上村萍／『謝肉祭』創刊　編集発行人：埴野吉郎

昭和29（1954）年 『詩と民謡』復刊　編集発行人：中山輝

昭和32（1957）年 『ばるく』創刊　編集発行人：青塚与市

昭和33（1958）年 『奪回』創刊　編集発行人：野海青児

昭和37（1962）年 富山現代詩人懇話会発足　会長：萩野卓司／文芸同人誌『象』創刊　編集発行人：市谷博

昭和38（1963）年 年刊詩華集『富山詩人』創刊　編集発行人：萩野卓司ほか

昭和39（1964）年 富山現代詩人懇話会が富山現代詩人会に改称　会長：萩野卓司

富山県詩壇の歴史（近代以降）
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昭和40（1965）年 『牧人』創刊　編集発行人：稗田菫平

昭和42（1967）年 『北国帯』創刊　編集発行人：松沢徹

昭和43（1968）年 『ある』創刊　編集発行人：森田和夫　創刊は主宰森田のほか、高島順吾、森幸一、くらたゆかり、
沢田静子、朝森弓子らで発足

昭和46（1971）年 『越境』創刊　編集発行人：小森典

昭和48（1973）年 『野火』創刊　編集発行人：吉川道子／『ルパン詩通信』　編集発行人：田中勲

昭和49（1974）年 『火の子』創刊　編集発行人：吉川道子／『あーかんわ』　編集発行人：高田みつ子

昭和51（1976）年 『勿忘草』創刊　編集発行人：尾山景子　吉川順子、高木紀美子らなど 6 人で発足

昭和52（1977）年 『洲』創刊　編集発行人：山本哲也　石田敦、高田みつ子、山本の三人誌として発足／

『街路樹』創刊　編集発行人：吉浦豊久、高橋貞一

昭和55（1980）年 『えきまえ』創刊　編集発行人：田中勲

昭和56（1981）年 『遊星』創刊　編集人：鈴木豊　発行人：本田信次　本田、田中勲、尾山景子らで発足

昭和57（1982）年 『詩吾无』創刊　編集発行人：高田みつ子　広瀬利已子、北村正子、山本茂、高田の 4 人で発足

昭和59（1984）年 『飛翔』創刊　編集発行人：室谷紀彰

昭和60（1985）年 『航跡』創刊　編集発行人：石田敦

平成元（1989）年 『禱』創刊　編集発行人：白井知子（50号から池田瑛子が編集発行人）

平成 3 （1991）年 『大マゼラン』創刊　編集発行人：本田信次　本田、尾山景子、田中勲らが参加

平成 8 （1996）年 「国民文化祭とやま」に秋谷豊、鎗田清太郎、石原武、高良留美子らが来富

平成 9 （1997）年 『ゾエア』創刊　編集発行人：寺崎浩文

平成10（1998）年 『ネット21』創刊　発行者：ネット21の会（田中勲、吉浦豊久など）

平成15（2003）年 『カラブラン』創刊　発行人：柴田恭子　高沢留衣、佐倉れみらが参加

平成16（2004）年 『氷見』創刊　編集発行人：近岡礼

平成17（2005）年 富山現代詩人会が解散し富山県詩人協会が設立　初代会長：田中勲

平成18（2006）年 『富山県詩人協会年間詩集 ANTHOLOGY TOYAMA』創刊　編集人：本田信次　発行人：田中勲

平成21（2009）年 『瀧口修造研究会会報　橄欖』創刊　編集：土渕信彦、尾山景子　柴田恭子、高島夏代らが参加

平成22（2010）年 『漁舟』創刊　代表：近岡礼／『天蚕糸』創刊　発行者：田中勲

令和 2 （2020）年 『NS』創刊　編集発行人：高橋修宏　本田信次との二人誌

令和 3 （2021）年 大伴家持文学賞記念「詩の集い」に井坂洋子が来富

『Magellan Future』創刊　編集発行人：本田信次　高橋修宏らが参加

現在発行されている県内の詩誌などとして『漁舟』『氷見』『瀧口修造研究会会報　橄欖』『NS』『Magellan Future』『富山県
詩人協会年間詩集 ANTHOLOGY TOYAMA』などがある。

主な参考文献：
・富山県編『富山県史　通史編Ⅴ』近代上　富山県　1981. 3
・富山県編『富山県史　通史編Ⅵ』近代下　富山県　1984. 3
・富山県編『富山県史　通史編Ⅶ』現代　　富山県 1983. 3
・富山県文学事典編集委員会編『富山県文学事典』桂書房　1992. 9  
・富山大百科事典編集事務局編『富山大百科事典　上』北日本新聞社　1994. 8
・富山大百科事典編集事務局編『富山大百科事典　下』北日本新聞社　1994. 8
・稗田菫平編『富山詩壇年表略史』富山近代文学研究会　2004. 8
・富山県芸術文化協会編集『とやま文学 第32号』富山県芸術文化協会　2014. 3
・一般財団法人　富山県芸術文化協会 HP
・富山県立図書館 HP
・富山県詩人協会ブログなど
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れ
ら
れ
る
機
会
は
あ
っ
た
も
の
の
、
詳
細
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
年
譜
や
作
品
目
録
な
ど
の
基
礎
的
な
情
報
の
整
備
す
ら
立
ち
遅
れ
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
活
躍
の
時
期
が
比
較
的
短
く
、
戦
後
の
作
品
発
表
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
と
ま
っ
た
著
作
と
し
て
は
詩
集
１
冊
を
数
え

る
の
み
で
あ
る
こ
と
、
戦
後
に
生
活
の
拠
点
が
富
山
か
ら
東
京
へ
と
移
っ
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
。

近
代
以
降
、
富
山
の
女
性
作
家
た
ち
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
方
等
み

ゆ
き
の
残
し
た
足
跡
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
当
館
で
は
、企
画
展「
個

性
き
ら
め
く
富
山
の
女
性
作
家
た
ち
」
の
第
１
期
で
方
等
を
と
り
あ
げ
て
紹
介
す
る
こ
と

と
し
た
が
、
右
に
記
し
た
よ
う
な
状
況
か
ら
、
ま
ず
は
集
め
た
資
料
を
も
と
に
年
譜
と
作

品
目
録
を
作
成
す
る
と
こ
ろ
か
ら
準
備
を
始
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
初

期
（
特
に
昭
和
４
年
か
ら
12
年
に
か
け
て
）
に
方
等
が
発
表
し
た
具
体
的
な
作
品
や
掲
載

誌
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、『
女
人
詩
』
創
刊
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
、
こ
れ
ま
で
謎
に
包

ま
れ
て
い
た
『
女
人
詩
』
休
刊
以
降
の
文
学
活
動
の
一
端
も
見
え
て
き
た
。
旧
蔵
資
料
の

調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

企
画
展
開
始
の
段
階
で
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
点
も
多
く
、
研
究
と
し
て
は
ま
だ
不
十

分
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
今
回
発
掘
し
た
内
容
を
活
字
化
し
て
ほ
し
い
と
の
声
を
頂
い
た

（
1
）

（
2
）

（
3
）

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
企
画
展
で
制
作
し
た
パ
ネ
ル
の
内
容
に
改
訂
・
増
補
を
加
え
、
ひ
と

ま
ず
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

方
等
の
詩
は
今
も
色
あ
せ
な
い
魅
力
を
も
っ
て
お
り
、
注
目
す
る
文
学
関
係
者
も
少
な

く
な
い
。こ
れ
を
契
機
に
、方
等
み
ゆ
き
の
再
評
価
や
研
究
の
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

方
等
み
ゆ
き　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ま
ず
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

方
等
み
ゆ
き
（
本
名
・
高
松
翠
）
は
、
明
治
29

年
（
１
８
９
６
）
３
月
１
日
、
射
水
郡
長
な
ど
を

務
め
た
高
松
覚
太
郎
の
長
女
と
し
て
射
水
郡
新
湊

町
（
現
射
水
市
）
に
生
ま
れ
た
。

富
山
県
立
高
岡
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
京
都

府
立
第
一
高
等
女
学
校
（
現
在
の
京
都
府
立
鴨
沂
高
等
学
校
の
前
身
）
に
入
学
。
同
校
の

国
漢
専
攻
科
卒
業
の
の
ち
、
結
婚
し
て
神
戸
に
９
年
間
居
住
。
そ
の
間
、
外
国
航
路
の
航

海
士
だ
っ
た
夫
が
ド
イ
ツ
で
病
死
。二
男
一
女
を
抱
え
て
高
岡
に
帰
郷
し
、父
母
と
同
居
。

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
頃
に
高
岡
市
立
高
等
女
学
校
の
国
語
教
師
と
な
る
。

教
員
生
活
の
傍
ら
詩
作
に
励
み
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
頃
か
ら
、
大
村
正
次
が
編

集
発
行
す
る
『
日
本
海
詩
人
』
に
方
等
深
雪
の
名
で
詩
を
投
稿
。
翌
年
に
は
『
高
岡
新
報
』

の
懸
賞
文
芸
詩
部
門
で
一
等
に
入
選
し
、
長
谷
川
時
雨
ら
に
よ
る
『
女
人
芸
術
』
に
詩
が

掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
得
る
。

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
６
月
か
ら
佐
藤
惣
之
助
主
宰
の
『
詩
之
家
』
に
入
会
し
、
同

誌
に
作
品
を
発
表
。
同
年
９
月
に
「
女
人
詩
社
」
を
結
成
し
、
全
国
で
も
数
少
な
い
女
性

詩
人
に
よ
る
詩
誌
『
女
人
詩
』
を
創
刊
主
宰
。
女
性
詩
人
の
作
品
発
表
と
研
鑽
・
交
流
の

場
と
し
て
、
く
ら
た
ゆ
か
り
や
朝
森
弓
子
ら
の
後
進
を
育
て
る
と
同
時
に
、
永
瀬
清
子
、

深
尾
須
磨
子
、
竹
内
て
る
よ
、
生
田
花
世
、
小
寺
菊
子
ら
と
も
活
発
に
交
流
し
た
。

こ
の
ほ
か
、『
ま
る
め
ら
』『
麺
麭
』『
朱
人
』『
越
中
新
聞
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
詩
誌
・

新
聞
等
に
も
詩
や
短
歌
、
随
筆
等
を
発
表
。
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
に
は
詩
之
家
よ
り 写真：『越中人譚』第 60 号（チュー

リップテレビ、2003 年）より

（
4
）

（
5
）
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等
は
井
上
泰
（
靖
）
の
「
向
日
葵
」）。『
高
岡
新
報
』
の
「
詩
壇
」
は
、
若
手
詩
人
の
育

成
を
か
ね
て
大
村
が
前
年
８
月
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
方
等
の
詩
は
そ
の
年
か
ら
何

度
か
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
選
者
で
あ
る
大
村
は
「
方
等
さ
ん
の
詩
に
は
女
流
と
し
て
は
珍

ら
し
く
フ
レ
ツ
シ
ユ
な
聡
明
さ
と
熱
情
が
あ
る
。
泉
の
や
う
に
自
然
に
流
出
し
た
抒
情
味

が
あ
る
。
安
価
な
セ
ス
チ
メ
ン
ト
な
ど
す
こ
し
も
な
い
、
表
現
も
確
か
で
あ
る
」
と
高
い

評
価
を
与
え
て
い
る
。

　
　
八
号
の
カ
ン
バ
ス　
　
　

正
直
な　
つ
ゝ
ま
し
い　
写
実
派
の
八
号
風
景
は

私
の
過
去
の
作
品

も
う　
こ
ん
な
に
ほ
こ
り
だ
ら
け

塵
を
払
つ
て
真
白
に
塗
消
し
た

心
の
カ
ン
バ
ス

ほ
ら　
こ
ん
な
に
厚
み
が
出
来
て
よ
。

今
度
こ
そ
私
の
好
き
な　
黒
と　
黄
と　
紅
を
主
調
に
―
―

思
ひ
切
つ
て
鋭
い　
印
象
派
の
タ
ツ
チ
で
―
―

私
の
パ
ツ
シ
ヨ
ン
を
注
射
し
よ
う
。

ま
た
、
長
谷
川
時
雨
ら
に
よ
る
女
性
文
芸
雑
誌
『
女
人
芸
術
』
昭
和
５
年
８
月
号
に
、

「
や
も
め
は
」
の
詩
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
、方
等
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
る
一
つ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
や
交
流
が
、
詩
人
方
等
を
は
ぐ
く
み
、
や
が
て
『
女
人

詩
』
の
創
刊
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

第
一
詩
集
『
し
ん
で
れ
ら
』
を
刊
行
し
た
。
装
丁
は
古
賀
春
江
。
24
頁
か
ら
な
る
瀟
洒
な

１
冊
で
あ
る
。

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
の
『
女
人
詩
』
休
刊
後
は
、『
中
部
日
本
詩
集
』（
昭
和
15
年
）

や
『
新
女
性
詩
集
』（
昭
和
17
年
）
な
ど
の
合
同
詩
集
に
作
品
が
収
録
さ
れ
た
ほ
か
、『
佐

藤
惣
之
助
覚
え
帖
』（
昭
和
18
年
）
に
師
へ
の
追
悼
詩
１
篇
を
寄
稿
。
戦
後
の
活
動
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
９
月
８
日
、
転
居
し
た
東
京
に
て
62
歳
で
死
去
。

方
等
は
、
夫
と
死
別
し
た
悲
し
み
や
孤
独
、
働
く
女
性
・
母
親
と
し
て
の
率
直
な
思
い

な
ど
を
力
強
い
言
葉
で
詩
に
託
し
た
。
絵
を
趣
味
と
し
、
洋
画
会
・
丹
緑
社
の
同
人
と
し

て
も
活
動
し
て
い
る
。

詩
人
と
し
て
の
出
発

方
等
み
ゆ
き
の
初
期
の
詩
は
、『
日
本
海
詩
人
』
と
『
高
岡
新
報
』
詩
壇
に
多
く
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
同
誌
の
編
集
担
当
で
あ
り
、
詩
壇
選
者
を
務
め
た
大
村
正
次

（
１
８
９
６
～
１
９
７
４
）
の
存
在
は
、
方
等
が
詩
人
と
し
て
出
発
す
る
に
あ
た
り
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。

『
日
本
海
詩
人
』
は
、
日
本
海
詩
人
連
盟
の
機
関
誌
と
し
て
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

に
金
沢
で
創
刊
さ
れ
、翌
年
に
は
富
山・新
潟
版
が
富
山
で
発
刊
。
昭
和
３
年（
１
９
２
８
）

に
は
発
行
所
を
石
動
の
大
村
正
次
方
に
移
し
、
以
降
大
村
が
編
集
を
担
当
し
た
。
こ
の
頃

高
岡
で
教
員
と
な
っ
て
い
た
方
等
み
ゆ
き
も
『
日
本
海
詩
人
』
の
同
人
と
な
り
、
昭
和
４

年
（
１
９
２
９
）
11
月
号
に
は
「
や
も
め
」「
桃
色
に
も
え
よ
」「
ま
じ
は
り
」
の
３
篇
が

掲
載
さ
れ
た
。
夫
を
亡
く
し
た
女
性
の
孤
独
感
や
、
心
の
奥
に
灯
る
情
熱
を
う
た
う
内
容

で
、「
新
し
さ
と
聡
明
さ
が
あ
る
。
こ
う
い
う
新
人
の
登
場
は
、
男
性
に
と
っ
て
脅
威
で

あ
る
」
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
同
誌
が
廃
刊
す
る
ま
で
、

方
等
の
詩
は
た
び
た
び
掲
載
さ
れ
、
昭
和
６
年
3
月
に
は
「
女
人
号
」
特
集
も
組
ま
れ
た

（
後
述
）。

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
元
日
の
『
高
岡
新
報
』
に
は
、
方
等
が
懸
賞
文
芸
詩
部
門
に

応
募
し
た
詩
「
八
号
の
カ
ン
バ
ス
」
ほ
か
２
篇
が
１
等
（
天
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
（
２

（
6
）

（
7
）
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と
ゝ
云
ひ
た
い
。
た
と
へ
、
ハ
ン
デ
キ
ヤ
ツ
プ
を
つ
け
ら
れ
、
地
平
線
下
で
あ
ら
う

と
も
、
男
性
を
ぬ
き
に
し
た
女
性
の
み
の
天
地
で
、
の
び
〳
〵
と
四
肢
を
伸
し
、
胸

襟
を
開
放
し
、
朗
か
な
飛
躍
を
試
み
、
鋭
利
な
剣
を
研
ぎ
澄
し
、
そ
し
て
温
か
い
手

を
握
り
あ
ひ
、
何
と
素
晴
し
い
朗
か
な
念
願
に
燃
え
て
ゐ
る
彼
女
ら
で
あ
る
事
よ
と

呼
び
か
け
や
う
。（
中
略
）

陽
も
、
月
も
、
風
も
、
雨
も
、
ふ
り
か
ゝ
れ
。
刺し

戟げ
き

あ
る
生
活
の
詩
化
は
露
草
を

培
つ
て
く
れ
る
で
あ
ら
う
。

同
人
に
は
、
東
ゆ
き
、
大
原
菊
子
、
塚
原
英
子
（
眞
月
）、
廣
瀬
正
枝
、
狭
山
美
保
子
、

朝
森
弓
子
、
倉
田
ゆ
か
り
、
篠
島
信
子
、
杉
坂
文
子
、
中
川
蒼
生
子
、
小
野
吟
子
、
す
が

あ
き
ゑ
な
ど
が
お
り
、永
瀬
清
子
、深
尾
須
磨
子
、
英
は
な
ぶ
さ

美よ
し

子こ

、左
川
ち
か
、竹
内
て
る
よ
、

生
田
花
世
、小
寺
菊
子
、壺
田
花
子
な
ど
全
国
で
活
躍
中
の
詩
人・作
家
の
寄
稿
も
得
て
、

号
を
重
ね
る
ご
と
に
全
国
に
同
人
を
増
や
し
て
い
っ
た
。方
等
も
毎
号
に
作
品
を
発
表
し
、

時
に
表
紙
絵
も
担
当
。
外
部
講
師
を
招
い
て
各
号
の
批
評
会
を
行
い
、
与
謝
野
晶
子
や
小

寺
菊
子
ら
が
来
県
し
た
折
に
は
歓
迎
懇
談
会
を
催
す
な
ど
、
活
発
な
活
動
の
様
子
が
う
か

が
え
る
。
第
13
号
は
方
等
の
詩
集『
し
ん
で
れ
ら
』（
詩
之
家
、昭
和
９
年
）刊
行
記
念
号
、

第
15
号
は
く
ら
た
ゆ
か
り
の
詩
集
『
き
り
の
は
な
』（
女
人
詩
社
、
昭
和
９
年
）
刊
行
記

念
号
で
あ
る
。

女
人
詩
社
か
ら
は
こ
の
ほ
か
、中
村
敏
江
詩
集
『
み
ち
』（
昭
和
10
年
）、塚
原
眞
月
『
ひ

と
す
じ
の
糸
』（
昭
和
10
年
）、『
す
が
あ
き
ゑ
遺
稿
詩
集　
月
の
苑
』（
昭
和
13
年
）
な
ど

を
刊
行
。
し
か
し
、『
女
人
詩
』
は
第
20
号
（
昭
和
12
年
９
月
号
）
を
出
し
て
以
降
自
然

休
刊
と
な
り
、
そ
の
後
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
明
確
な
理
由
は
わ
か
っ
て
い
な

い
が
、
資
金
不
足
の
問
題
や
、
戦
争
に
向
う
時
代
の
影
響
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

作
品
紹
介

今
日
で
は
、
詩
集
『
し
ん
で
れ
ら
』
や
方
等
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
選
集
類
は
絶

版
と
な
っ
て
お
り
、
詩
誌
『
女
人
詩
』
を
所
蔵
し
て
い
る
機
関
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
気

軽
に
作
品
を
読
む
こ
と
す
ら
難
し
く
な
っ
て
い
る
。方
等
の
詩
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、

こ
こ
で
は
、
展
覧
会
場
に
パ
ネ
ル
と
し
て
掲
示
し
た
詩
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
す
る
。 （

8
）

『
女
人
詩
』
の
創
刊

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
９
月
に
、
方
等
み
ゆ
き
を
中
心
と
す
る
「
女
人
詩
社
」
に
よ

り
創
刊
さ
れ
た
詩
誌
『
女
人
詩
』。
そ
の
創
刊
に
向
け
た
歩
み
は
、約
１
年
前
か
ら
始
ま
っ

て
い
た
。

方
等
ら
女
性
詩
人
た
ち
が
塚
原
英
子
（
眞
月
、
弥
生
）
の
宗
泉
寺
に
集
ま
っ
て
「
女
人

詩
の
会
」
第
１
回
例
会
を
開
催
し
た
の
は
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
８
月
の
こ
と
だ
っ

た
。
毎
月
一
回
、
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
勉
強
会
は
、
時
に
詩
人
の
大
村
正
次
や
菊

池
亮
ら
を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
、
徐
々
に
参
加
者
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
そ
の
研
鑽
の

成
果
は
、
ガ
リ
版
刷
り
の
詩
誌
『
女
人
』
と
し
て
9
号
分
が
富
山
県
立
図
書
館
に
残
さ
れ

て
い
る
。

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
３
月
に
は
、『
日
本
海
詩
人
』
に
お
い
て
、
執
筆
者
全
員
が

女
性
と
い
う「
女
人
号
」が
作
ら
れ
た（
編
輯
人
は
大
原
菊
子
）。
方
等
は
表
紙
絵（
版
画
）

を
担
当
し
、
３
篇
の
詩
（「
ゆ
め
を
は
む
」「
女
性
礼
讃
賦
」「
紫
煙
昇
天
之
図
」）
と
メ
ン

バ
ー
紹
介
文
「
私
達
の
グ
ル
ツ
ペ
」
を
寄
せ
て
い
る
。
方
等
が
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
名
前
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
自
身
の
ほ
か
、
東
ゆ
き
子
、
大
原
菊
子
、
塚
原
英
子
、

廣
瀬
正
枝
、
狭
山
美
保
子
、
朝
森
弓
子
、
倉
田
由
加
里
、
篠
島
信
子
、
杉
坂
文
子
、
中
川

蒼
生
子
、
車
ゆ
か
り
の
11
名
。
巻
末
の
「
雑
記
」
で
方
等
は
、「
悲
し
ん
だ
り
、
引
込
思

案
を
し
た
り
な
ど
し
な
く
と
も
い
ゝ
ん
で
す
勇
敢
に
思
切
つ
て
う
た
ひ
ま
せ
う
声
の
つ
ゝ

く
か
ぎ
り
。
女
性
の
世
界
を
明
快
に
、
宏
大
に
ひ
ろ
げ
ま
せ
う
皆
さ
ん
」
と
力
強
く
呼
び

か
け
て
い
る
。

そ
の
半
年
後
の
同
年
９
月
、
満
を
持
し
て
『
女
人
詩
』
は
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
号
の
巻

頭
言
「
つ
ゆ
ぐ
さ
」
に
お
け
る
方
等
の
言
葉
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。
太
陽
に
向
か
っ
て
咲

く
向
日
葵
の
花
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
を
野
の
小
径
に
つ
つ
ま
し
く
咲
く
一
輪
の
露
草
に

な
ぞ
ら
え
て
の
言
葉
で
あ
る
。

偏
狭
な
貝
殻
生
活
に
甘
じ
て
ゐ
る
女
性
が
そ
の
貝
殻
を
脱
し
、
厚
化
粧
の
中
に
表

情
を
抹
殺
し
よ
う
と
努
力
し
て
ゐ
る
女
性
が
素
裸
な
素
顔
を
露
出
し
て
、
自
己
を
明

確
に
凝
視
し
、
純
真
な
思
索
の
世
界
に
か
つ
ち
り
し
た
立
体
的
な
瞳
を
輝
か
せ
る
こ

と
は
、
扁
平
に
傾
き
勝
な
彼
女
ら
に
と
つ
て
、
か
な
り
大
き
な
意
味
を
持
ち
得
る
こ
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臘
石
の
く
ち
び
る
に
血
を
い
れ
て

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
灯
を
と
も
し
て　
セ
キ
ス
タ
ン
ド
を
方
向
転
換
し
て
お
く
れ
、

キ
ヤ
プ
テ
ン
の
金
文
字
を
胸
に
か
ざ
し　
折
れ
た
マ
ス
ト
を
た
か
く
た
て
　ゝ
貿

易
風
に
か
へ
っ
て
お
く
れ
、

日
本
の
は
と
ば
は　
こ
ん
な
に
も
ち
か
い
、

七
年
は
な
が
す
ぎ
る
。

わ
た
し
は　
や
ぶ
れ
た
き
も
の
つ
く
ろ
っ
て
、
ほ
ゝ
べ
に
つ
け
て
ま
っ
て
ゐ
る
。

も
ゝ
い
ろ
の
む
す
め
に
な
っ
て
、

マ
ダ
ム　
バ
タ
フ
ラ
イ
に
な
っ
て
ま
っ
て
ゐ
る
。

詩
集
『
し
ん
で
れ
ら
』　
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
所
収

　
　
斫き

る

さ
ん
さ
ん
と　
ひ
か
り
が
ふ
り
か
ゝ
っ
た
と
お
も
っ
た
瞬
間
、

く
ろ
い
つ
ば
さ
が　
扉
を
し
め
た
、

白
百
合
の
て
ぶ
く
ろ
を
は
め
た　
か
あ
い
そ
う
な　
ま
ど
も
あ
ぜ
る
、

霧
が
こ
ん
な
に
も
さ
め
ざ
め
と

だ
が　
百
年
を
封
じ
こ
め
た
部
屋
の
な
か
ゝ
ら

噴
水
の
や
う
に
う
か
び
あ
が
っ
た
虹
の
橋
、

噴
霧
器
の
や
う
に
匂
ふ
五
色
の
え
す
ぷ
り
、

　
百
年
ま
て　
百
年
ま
て

因
襲
の
あ
ざ
け
り
に
ふ
り
む
く
な
、

つ
め
た
い
巨
手
に
鍵
を
か
け
ろ
、

蒼
空
を
自
由
に
と
ぶ　
船
だ
、
帆
だ
、
オ
ー
ト
ジ
ヤ
イ
ロ
だ
。

を
ん
な
よ
、
斫
れ
！

詩
集
『
し
ん
で
れ
ら
』　
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
所
収

　
　
女
性
礼ら
い

讃さ
ん

賦ふ

頬
紅
が
仄ほ
の
か
に
さ
ゝ
れ
た
水
平
線

陽
の
女
王
の
華
や
か
な
化け

粧は
ひ
の
ひ
と
ゝ
き

い
ま
し
ま
つ
か
な
一
点
の
か
た
ゑ
く
ぼ

み
る
ま
に

　
　
ま
つ
か
な
櫛

　
　
ま
つ
か
な
扇

　
　
ま
つ
か
な
日
傘

女
王
さ
ま
の
君
臨

さ
つ
と
一
線
を
き
つ
て

水
ぎ
は
立
つ
た
あ
ざ
や
か
な
飛
躍

く
る
〳
〵
と
熱
情
の
舞

燦さ
ん
然ぜ
ん
と
煌
く
装
束

黄
金
を
ち
り
ば
め
た
波
の
も
す
そ
の
眩
惑

　
　
お
ゝ
素
晴
し
い
女
性
の
誕
生

　
　
か
ゞ
や
か
し
い
意
志

　
　
あ
で
や
か
な　
情
操

昔
太
陽
は
女
性
な
り
き

今　
女
性
は
太
陽
な
り

女
よ
も
ろ
手
を
高
く
あ
げ
ま
せ
う

日
の
出
で
す

日
の
出
で
す

『
日
本
海
詩
人
』
第
６
年
３
月　
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
掲
載

　
　
わ
た
く
し
の
ま
ど
ろ
す
に

あ
れ
た　
エ
ト
ル
タ
、
マ
チ
ス
の
画
の
や
う
な
海
の
ひ
と
よ
、

ふ
つ
ぜ
ん
と　
石
の
枕
を
け
た
て
ゝ
お
く
れ
、
め
ぐ
す
り
を
点
滴
し
て　
星
の
や

う
に
み
ひ
ら
い
て
お
く
れ
、

（
9
）
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※
網
掛
け
は
富
山
で
発
行
さ
れ
た
も
の
。
太
字
は
主
宰
誌
。

方
等
み
ゆ
き　
そ
の
後

『
女
人
詩
』
は
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
発
行
の
第
20
号
を
最
後
に
休
刊
と
な
っ
た
が
、

そ
の
後
の
方
等
み
ゆ
き
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
な
点
が
多
い
。

中
山
輝
編
『
中
部
日
本
詩
集
』（
昭
和
15
年
）、
深
尾
須
磨
子
編
『
新
女
性
詩
集
』（
昭
和

17
年
）、
日
本
女
性
詩
人
協
会
編
『
詩
集　
海
の
詩
』（
昭
和
18
年
）、
日
本
文
学
報
国
会

編
『
詩
集　
大
東
亜
』（
昭
和
19
年
）
な
ど
の
合
同
詩
集
に
作
品
が
収
録
さ
れ
た
ほ
か
、『
佐

藤
惣
之
助
覚
え
帖
』（
昭
和
18
年
）
に
師
・
佐
藤
惣
之
助
へ
の
追
悼
詩
１
篇
を
寄
せ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
５
年
か
ら
12
年
に
か
け
て
の
旺
盛
な
創
作
活
動
に
比
べ

る
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
女
人
詩
』
の
休
刊
に
よ
る
創
作
意

欲
の
衰
え
や
、
不
況
や
戦
争
に
向
か
う
時
代
状
況
の
影
響
な
ど
が
想
像
さ
れ
る
が
、
真
相

は
わ
か
ら
な
い
。

（
11
）

　
　
青
心
譜

む
ら
さ
き
の
ひ
ぐ
れ
の
木
立　
く
ら
し
の
ベ
ル
ト
を
ゆ
る
め
、
仕
事
着
を
ぬ
ぎ
、

ゆ
り
か
ご
の
や
う
な
気
流
の
な
か
、
す
き
と
ほ
る
虚
手
を
み
つ
め
る
。

静
脈
に　
す
ん
な
り
と　
深
淵
の
ひ
と
し
づ
く
が
さ
い
た
。

水
晶
の
は
し
ら
を　
氷
の
ほ
こ
ら
に
建
て

く
ろ
が
み
も　
み
だ
れ
ぬ
し
ゞ
ま
、

あ
れ　
な
が
れ
ぼ
し
の
箭
が　
あ
を
い
尾
を
ひ
い
て
、
つ
ゆ
に
つ
ゆ
く
さ
に

水
の
や
う
な
風
が
わ
た
る
と　
ほ
た
る
の
あ
を
い
こ
ゝ
ろ
は
つ
と

と
ほ
い　
あ
る
ぷ
す
へ
。

詩
集
『
し
ん
で
れ
ら
』　
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
所
収

方
等
み
ゆ
き
が
参
加
し
た
詩
誌
・
歌
誌
・
文
芸
誌

次
に
、
方
等
み
ゆ
き
が
参
加
し
た
主
な
詩
誌
・
歌
誌
・
文
芸
誌
を
見
て
お
き
た
い
。
こ

こ
に
示
し
た
19
件
の
う
ち
、お
よ
そ
半
数
は
富
山
県
内
で
発
行
さ
れ（
網
掛
け
し
た
も
の
）、

残
り
は
全
国
誌
や
他
県
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
誌
・
歌
誌
・
文
芸
誌

へ
の
参
加
状
況
か
ら
は
、
方
等
の
詩
人
・
作
家
た
ち
と
の
交
遊
関
係
が
う
か
が
わ
れ
て
興

味
深
い
。
こ
の
中
で
、
方
等
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
作
品
発
表
の
場
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
が
、主
宰
誌
で
あ
る
『
女
人
誌
』
以
外
で
は
『
日
本
海
詩
人
』『
詩
之
家
』『
ま
る
め
ら
』

な
ど
で
あ
る
。な
お
、現
時
点
で
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
の
作
品
発
表
状
況
に
つ
い
て
は
、

文
末
に
掲
載
し
た
略
年
譜
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
10
）

誌
名

掲
載
時
期

発
行
所
*
掲
載
時
所
在

備
考

創
刊
／
終
刊

日
本
海
詩
人

昭
和
４
年
～
７
年

日
本
海
詩
人
連
盟
（
富

山
・
石
動
町
）

大
村
正
次
編
集
発
行

大
正
15
年
12
月
／
昭
和
７
年

女
人
芸
術

昭
和
５
年
８
月

女
人
芸
術
社
（
東
京
）

長
谷
川
時
雨
ほ
か
編

昭
和
３
年
７
月
／
昭
和
７
年
６
月

女
人

昭
和
５
年

（
富
山
）

女
人
詩
の
前
身

昭
和
５
年
／
不
明

女
人
詩

昭
和
６
年
～
12
年

女
人
詩
社
（
富
山
・
高

岡
市
）

方
等
み
ゆ
き
主
宰

昭
和
６
年
９
月
／
昭
和
12
年
９
月

詩
之
家

昭
和
６
年
６
月
～

詩
之
家
編
輯
部

佐
藤
惣
之
助
主
宰

大
正
14
年
７
月
／
昭
和
７
年
１
月

誌
名

掲
載
時
期

発
行
所
*
掲
載
時
所
在

備
考

創
刊
／
終
刊

ま
る
め
ら

昭
和
７
年
１
月
～

９
年

ま
る
め
ら
編
輯
所

大
熊
信
行
主
宰

昭
和
２
年
１
月
／
昭
和
17
年
２
月

詩
朝

昭
和
７
年
３
月
～

詩
朝
社（
富
山・氷
見
町
）

菊
池
亮
主
宰

昭
和
７
年
１
月
／
不
明

朱
人

昭
和
７
年
３
月
～

朱
人
社（
福
井・鯖
江
町
）

横
山
貞
治
編
集
発
行

昭
和
７
年
１
月
／
不
明

女
性
詩
歌

昭
和
８
年
10
月
～

現
代
書
房
（
東
京
）

吉
野
信
夫
編
集
発
行

昭
和
８
年
10
月
／
不
明

詩
と
方
法

昭
和
８
年
８
月

不
明

―

不
明

愛
誦

昭
和
９
年
３
月

交
蘭
社
（
東
京
）

西
條
八
十
主
宰
。「
新
進

詩
人
紹
介
号
」

大
正
15
年
５
月
／
昭
和
９
年
４
月

婦
人
文
芸

昭
和
９
年
～
12
年

５
月

新
知
社
（
東
京
）

神
近
市
子
主
宰

昭
和
９
年
７
月
／
昭
和
12
年
８
月

麵
麭

昭
和
11
年
～
12
年

麵
麭
社

山
口
孫
太
郎
、
北
川
冬

彦
な
ど
編
集
発
行

昭
和
７
年
11
月
／
昭
和
13
年
１
月

海

昭
和
12
年
１
月

聖
詩
風
社
（
富
山
・
氷

見
町
）

高
林
清
一
編
集
発
行

昭
和
11
年
１
月
／
昭
和
12
年
１
月

山
畑

昭
和
12
年
10
月

山
畑
詩
社
（
富
山
・
東

砺
波
郡
東
般
若
村
）

納
藤
秀
雄
編
集
発
行

昭
和
12
年
４
月
／
不
明

紀

昭
和
13
年
７
月

紀
発
行
所

佐
藤
惣
之
助
主
宰

昭
和
13
年
２
月
／
不
明

九
州
文
学

昭
和
13
年

九
州
文
学
社

青
柳
喜
兵
衛
追
悼
号

昭
和
13
年
／
昭
和
58
年
12
月

新
詩
人

昭
和
21
年
12
月
～

22
年
１
月

新
詩
人
社
（
長
野
市
）

田
中
聖
二
編
集

昭
和
21
年
１
月
／
平
成
６
年

文
燈

昭
和
22
年
１
月

文
燈
社（
富
山・高
岡
市
）

松
原
敏
夫
編
集
発
行

昭
和
21
年
１
月
／
不
明
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陥
没
の
谷
の
ま
そ
ら
に

私
の
棲
家
は
こ
ゝ

起
伏
は
げ
し
き
天
地
の
輪り
ん
廻ね

美
し
い
か
な

こ
ゝ
は　
私
の
一
生
の
安
ら
ひ
の
谷

絶
望
で
は
な
い

こ
ゝ
に　
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
た
い

あ
ゝ
人
々
は　
波
頭
を
乗
り
越
え
よ
う
と

血
ま
な
こ
に　
ぬ
き
手
を
切
つ
て
ゐ
る
が

し
よ
せ
ん
は
波
の
あ
や
し
き
傀か
い

儡ら
い

波
よ　
も
は
や
私
に
は　
野
心
も
な
い

い
つ
ま
で
も　
落
転
の
底
に
沈
ん
で
ゐ
た
い

何
か　
か
げ
り
の
あ
る
渣お

滓り

の
や
う
に

（
昭
和
二
十
一・十・五
作
）

『
文
燈
』
で
は
、
同
人
で
は
な
く
「
特
別
寄
稿
者
」
の
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、
同
誌
の

寄
稿
者
紹
介
欄
に
「
か
つ
て
女
人
詩
主
宰
現
東
京
在
住
」
と
あ
る
こ
と
も
貴
重
な
情
報
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
同
誌
が
発
行
さ
れ
た
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
１
月
１
日
時
点
で

は
す
で
に
東
京
に
転
居
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

東
京
に
転
居
し
た
後
の
方
等
は
詩
作
を
続
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
深
尾
須
磨
子
か
ら
の
書

簡
に
は
、
方
等
が
上
京
し
た
こ
と
へ
の
喜
び
と
、
ま
た
力
作
の
詩
を
作
っ
て
ど
ん
ど
ん
発

表
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
、
そ
の
た
め
の
支
援
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
な
ど
が
つ
づ
ら
れ

て
い
た
。

詩
人
・
方
等
み
ゆ
き
の
活
動
の
さ
ら
な
る
解
明
に
向
け
て
は
、
今
後
の
調
査
研
究
が
待

た
れ
る
。
ま
た
、
作
品
そ
の
も
の
の
分
析
・
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
詩
人
と
し
て
の
位
置

づ
け
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
興
味
を
ひ
か
れ
る
事
柄
が
い
く
つ
か
あ
る

が
、
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
13
）

（
14
）

戦
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
情
報
が
限
ら
れ
る
が
、
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
７

月
頃
に
は
、
か
つ
て
『
日
本
海
詩
人
』
で
切
磋
琢
磨
し
た
詩
友
・
井
上
靖
の
訪
問
を
受
け

て
い
る
。宛
先
住
所
や
文
面
か
ら
、こ
の
頃
は
ま
だ
高
岡
に
暮
ら
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
数
は
少
な
い
が
、
戦
後
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
も
今
回
明
ら
か
に
な
っ

た
。
長
野
の
田
中
聖
二
ら
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
詩
誌
『
新
詩
人
』
に
は
２
篇
の
詩
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
昭
和
21
年
12
月
号
に
は
旧
作
の
「
か
た
へ
に
坐
し
て
」、
昭
和
22
年
１
月

号
に
は
新
作
の
「
波
の
ま
そ
ら
に
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
同
人
住
所
録
を
見
る

と
、
岡
村
須
磨
子
（
深
尾
須
磨
子
）
や
壺
田
花
子
ら
の
名
前
は
あ
る
が
、
方
等
の
名
前
は

な
い
。同
誌
に
作
品
を
発
表
し
た
の
は
、親
し
く
交
流
の
あ
っ
た
深
尾
須
磨
子
が
同
人
だ
っ

た
こ
と
の
縁
で
あ
ろ
う
か
。
方
等
と
同
じ
く
「
詩
之
家
」
の
同
人
だ
っ
た
永
瀬
清
子
も
作

品
を
掲
載
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
、高
岡
市
の
松
原
敏
夫
ら
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
詩
誌
『
文
燈
』
第
4
輯
（
昭

和
22
年
１
月
発
行
）
に
も
新
作
の
詩
「
波
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
先
の
「
波
の
ま
そ
ら

に
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
は
あ
る
が
、
詩
句
の
一
部
と
末
尾
に
記
さ
れ
た
制
作
年
月
日
が

異
な
る
（「
波
」
で
は
「
二
一
、九
、二
九
作
」、「
波
の
ま
そ
ら
に
」
で
は
「
昭
和

二
十
一・十・五
作
」）。
全
体
的
に
暗
い
色
調
の
詩
だ
が
、「
波
頭
を
乗
り
越
え
よ
う
と　

血
ま
な
こ
に　
ぬ
き
手
を
切
つ
て
ゐ
る
」人
々
に
対
し
、「
も
は
や
私
に
は　
野
心
も
な
い
」

と
の
言
葉
に
は
、
静
か
な
諦
観
が
漂
う
。

　
　
波
の
ま
そ
ら
に

ぢ
つ
と
眼
を
つ
む
る
と

波
が
私
の
身
辺
に
お
し
よ
せ
て
く
る

蒼
茫
の
海
の
果
か
ら

白
い
牙　
く
ろ
い
ひ
ば
ら
を
み
せ
て

う
ね
り　
う
づ
ま
き　
泡
だ
ち

私
の
身
辺
に
お
し
よ
せ
て
く
る

さ
か
ま
く
波
の
頂
点
に
立
つ
た
と
思
つ
た
瞬
間

忽
ち　
ど
ど
ど
ど
ど
つ
と　
突
き
落
さ
れ
る

（
12
）
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（
７
）「
八
号
の
カ
ン
バ
ス
」
は
、『
日
本
海
詩
人
』
第
５
巻
１
月
号
（
１
９
３
０
年
）
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
引
用
は
同
誌
の
も
の
に
よ
っ
た
。
な
お
、
本
稿
で
の
詩
お

よ
び
文
章
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。

（
８
）『
女
人
詩
』
第
20
号
の
あ
と
が
き
で
、
方
等
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

こ
の
や
う
な
た
ゞ
中
に
同
人
詩
誌
な
ど
出
す
余
裕
が
あ
れ
ば
、
よ
ろ
し
く
恤
兵

金
に
と
、
誰
か
叱
責
す
る
や
う
な
こ
ゑ
を
感
じ
な
が
ら
、
然
し
こ
れ
も
私
ど
も

の
生
活
で
あ
り
、
仕
事
で
あ
り
、
つ
よ
い
意
慾
で
あ
る
な
ら
ば
許
し
て
も
ら
へ

る
と
お
も
ふ
。

　
　

 

女
人
詩
も
や
つ
と
二
十
号
を
迎
へ
ま
し
た
。
思
ひ
出
し
た
や
う
な
刊
行
で
ま
こ

と
に
気
息
奄
々
と
見
え
ま
せ
う
が
、
決
し
て
精
神
力
は
弱
め
ら
れ
て
は
ゐ
ま
せ

ん
。
今
後
も
ま
た
こ
の
や
う
な
出
し
方
を
す
る
で
せ
う
。
よ
り
高
く
、
よ
り
真

実
に
、
よ
り
芸
術
的
に
と
願
ふ
こ
ゝ
ろ
の
ほ
か
に
何
物
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。

　
　

 

ま
た
、方
等
の
教
え
子
で『
女
人
詩
』に
も
参
加
し
て
い
た
詩
人
く
ら
た
ゆ
か
り
は
、

「
女
人
詩
の
費
用
は
全
部
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
方
等
先
生
の
月
給
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
大
変
な
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。」
と
記
し
て
い
る
（「
方
等

先
生
の
十
七
回
忌
」、『
静
思
・
文
づ
き
合
併
号
』、
高
岡
読
書
会
・
高
岡
婦
人
読
書

会
編
集
発
行
、
１
９
７
４
年
11
月
）。

（
9
）
原
文
で
は
「
い
ま
し
ま
か
つ
か
な
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
意
味
が
通
り
に
く
い
た

め
誤
植
と
判
断
し
、
本
文
を
改
め
た
。

（
10
）
あ
そ
う
し
げ
お
編
『
方
等
み
ゆ
き
詩
文
集
』（
１
９
９
５
年
、
私
家
版
）
に
は
、
昭

和
５
年
の
『
ポ
ト
ナ
ム
』、
昭
和
６
年
の
『
短
歌
祭
』、
昭
和
８
年
の
『
は
し
ば
み
』

に
も
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
未
確
認

の
た
め
こ
こ
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
略
年
譜
に
は
掲
載
し
た
。『
は
し
ば
み
』
は

下
新
川
郡
泊
町
で
昭
和
７
年
３
月
に
創
刊
さ
れ
た
短
歌
雑
誌
で
、
10
年
７
月
に
終

刊
（
編
集
人
・
広
川
親
義
、
発
行
人
・
金
森
青
一
）。

（
11
）『
新
女
性
詩
集
』（
鶴
書
房
、
１
９
４
２
年
）
お
よ
び
『
詩
集　
大
東
亜
』（
河
出
書

房
、
１
９
４
４
年
）
に
方
等
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
藤

周
吾
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
12
）
高
松
み
ど
り
宛
書
簡
（
世
田
谷
文
学
館
所
蔵
）。
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
７
月
22

日
の
消
印
が
あ
る
。
住
所
の
記
憶
が
不
確
か
と
の
こ
と
で
、
朝
日
新
聞
社
高
岡
通

注（
１
）
大
坪
晶
一
『
自
叙
伝　
青
春
挽
歌
』（
短
歌
時
代
社
、１
９
６
５
年
）、森
英
一
『
物

語
・
石
川
の
文
学
』（
能
登
印
刷
出
版
部
、
１
９
８
５
年
）、
高
井
進
編
『
富
山
県

女
性
史
―
鬼
と
女
は
人
に
見
え
ぬ
ぞ
よ
き
、
か
』（
桂
書
房
、
１
９
８
８
年
）、
稗

田
菫
平
『
と
や
ま
文
学
の
森
』（
桂
書
房
、１
９
９
０
年
）、『
富
山
県
文
学
事
典
』（
桂

書
房
、
１
９
９
２
年
）、
浅
生
幸
子
「
女
の
自
己
表
現
を
詩
作
に
求
め
た
方
等
み
ゆ

き
」（『
越
中
人
譚
』
第
60
号
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
、
２
０
０
３
年
）
な
ど
。

（
２
）
た
と
え
ば
、
方
等
の
卒
業
校
の
名
称
に
し
て
も
先
行
研
究
の
間
で
ず
れ
が
あ
る
。

京
都
市
立
第
一
高
等
女
学
校
（
現
在
の
京
都
市
立
堀
川
高
等
学
校
の
前
身
）
国
文

科
卒
業
と
す
る
も
の
（『
富
山
県
文
学
事
典
』『
越
中
人
譚
』）、
富
山
県
立
高
等
女

学
校
（
現
在
の
県
立
富
山
い
ず
み
高
等
学
校
の
前
身
）
を
卒
業
し
、
京
都
女
子
専

門
学
校
（
現
在
の
京
都
女
子
大
学
の
前
身
）
に
学
ん
だ
と
す
る
も
の
（『
物
語
・
石

川
の
文
学
』『
富
山
県
女
性
史
』）、
京
都
女
子
高
等
専
門
学
校
（
現
在
の
京
都
女
子

大
学
の
前
身
）
卒
と
す
る
も
の
（『
20
世
紀
日
本
人
名
事
典
』）
な
ど
が
あ
る
。
本

稿
で
は
、
方
等
が
参
加
し
て
い
た
「
詩
之
家
」
の
年
刊
詩
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
記
載
に
従
っ
た
（
注
4
参
照
）。

（
３
）
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
旧
蔵
資
料
が
世
田
谷
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
幻

の
女
性
詩
誌
『
女
人
誌
』
―
詩
人
・
方
等
み
ゆ
き
関
連
資
料
―
」（『
世
田
谷
文
学

館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
16
号
、
２
０
０
０
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）『
詩
之
家
年
刊
詩
集　
一
九
三
二
年
版
』（
詩
之
家
出
版
部
、
１
９
３
２
年
）
の
記

載
に
よ
る
。

（
５
）
注
４
に
同
じ
。

（
６
）
同
誌
に
「
牧
野
深
雪
」
の
名
前
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
詩
が
方
等
の
詩
だ
と
す
れ
ば
、

昭
和
４
年
４
月
号
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
そ
う
し
げ
お
氏
は
、
自

身
で
編
集
し
た
『
方
等
み
ゆ
き
詩
文
集
』（
１
９
９
５
年
、
私
家
版
）
の
な
か
に
、

『
日
本
海
詩
人
』（
昭
和
４
年
）
お
よ
び
『
宴
』（
昭
和
12
年
、
13
年
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
牧
野
深
雪
（
み
ゆ
き
）」
の
詩
を
、
方
等
み
ゆ
き
の
作
品
と
し
て
収
録
し

て
い
る
。
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信
部
宛
に
出
さ
れ
て
い
る
。
方
等
と
の
面
会
後
、
石
川
県
や
福
井
県
に
立
ち
寄
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
高
松
翠
宛
書
簡
（
世
田
谷
文
学
館
所
蔵
）。
６
月
28
日
に
書
か
れ
た
こ
と
は
わ
か
る

が
、
消
印
が
判
読
困
難
な
た
め
、
昭
和
何
年
に
出
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
不
明
。

（
14
）
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
春
に
勤
め
先
の
高
岡
市
立
高
等
女
学
校
で
開
催
し
た
と

い
う
「
現
代
女
流
画
家
・
文
芸
家
展
」
は
、
方
等
み
ず
か
ら
上
京
し
て
作
家
に
揮

毫
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、
約
百
人
の
作
品
を
集
め
た
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で

（『
女
人
詩
』
第
20
号
所
収
、「
女
流
展
に
つ
い
て
」）、
学
校
行
事
の
枠
を
は
る
か
に

超
え
る
展
覧
会
だ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

謝
辞方

等
み
ゆ
き
に
関
す
る
展
示
を
構
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
世
田
谷
文
学
館
、
高
岡
市

立
図
書
館
、
富
山
県
立
図
書
館
、
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
図
書
室
、
近
藤
周
吾
氏
か
ら
ご
協
力
と

ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
旧
蔵
資
料
を
有
す
る
世
田
谷
文
学
館
の
小
池
智
子

氏
、
原
辰
吉
氏
に
は
調
査
の
段
階
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
関
係
の
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『詩之家年刊詩集　一九三二年春季版』（高志の国文学館蔵）

詩之家出版部から昭和7年（1932）4月発行。佐藤惣之助編。方等深雪の詩「消極」
「しやだんき」「ヴエガと」を収録。冒頭に著者のプロフィールも掲載されている。

『日本海詩人』第 4 巻11月号　（高志の国文学館蔵）

日本海詩人連盟から昭和 4 年（1929）11月発行。大村正次編。方等深雪の詩「や
もめ」「桃色にもえよ」「まじはり」を掲載。
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西
暦

和
暦

年
齢

主
な
で
き
ご
と

主
な
発
表
作
品
・
単
著

関
連
事
項
・
社
会
情
勢
・
文
学
事
象
等

1
8
9
6

明
治
29

0

3
月
1
日
、
射
水
郡
長
な
ど
を
務
め

た
高
松
覚
太
郎
の
長
女
と
し
て
射
水

郡
新
湊
町
（
現
射
水
市
）
に
誕
生
。

本
名
・
高
松
翠
。

4
月
、
第
1
回
近
代
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
会
（
ア
テ
ネ
）。

7
月
、『
新
声
』『
新
小
説
』
創

刊
。

1
9
0
8

明
治
41

12

こ
の
頃
、
富
山
県
立
高
岡
高
等
女
学

校
入
学
。

1
9
1
2

明
治
45

16

こ
の
頃
、
富
山
県
立
高
岡
高
等
女
学

校
卒
業
。
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学

校
入
学
。

1
9
1
6

大
正
5

20

こ
の
頃
、
京
都
府
立
第
一
高
等
女
学

校
の
国
漢
専
攻
科
卒
業
。
卒
業
後
、

結
婚
し
て
神
戸
に
居
住
。

1
9
2
5

大
正
14

29

神
戸
で
の
生
活
を
9
年
送
る
間
に
、

外
国
航
路
の
航
海
士
だ
っ
た
夫
が
ド

イ
ツ
で
病
死
。
二
男
一
女
を
抱
え
て

高
岡
に
帰
郷
し
、父
母
と
同
居
す
る
。

7
月
、『
詩
之
家
』
創
刊
。

1
9
2
6

大
正
15
／

昭
和
1

30

12
月
、『
日
本
海
詩
人
』
石
川
・

福
井
版
が
金
沢
で
創
刊
。

1
9
2
7

昭
和
2

31

3
月
、『
日
本
海
詩
人
』
富
山
・

新
潟
版
が
富
山
で
発
刊
。『
ま

る
め
ら
』
創
刊
。

1
9
2
8

昭
和
3

32

こ
の
頃
、
高
岡
市
立
高
等
女
学
校
に

奉
職
（
国
語
）。

4
月
、『
日
本
海
詩
人
』
富
山
・

新
潟
版
の
発
行
所
を
石
動
の
大

村
正
次
方
に
移
す
。『
女
人
芸

術
』『
詩
と
詩
論
』創
刊
。
10
月
、

大
村
正
次
『
春
を
呼
ぶ
朝
』

1
9
2
9

昭
和
4

33

9
月
、『
高
岡
新
報
』
詩
壇
に
詩
を
投

稿
。

9
月
20
日
、「
や
も
め
」（
高
岡

新
報
）。
10
月
21
日
、「
ほ
ん
と

う
は
」（
高
岡
新
報
）。

8
月
、『
高
岡
新
報
』
に
詩
壇

欄
が
創
設
。

11
月
、『
日
本
海
詩
人
』
に
「
や
も
め
」

ほ
か
を
発
表
。

11
月
、
詩
「
や
も
め
」「
桃
色

に
も
え
よ
」「
ま
じ
は
り
」（
日

本
海
詩
人
）

11
月
、『
北
冠
』
創
刊

1
9
3
0
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『
高
岡
新
報
』
懸
賞
文
芸
詩
部
門
に
応

募
、
詩
「
八
号
の
カ
ン
バ
ス
」
ほ
か

で
1
等
に
入
選
（
2
等
は
井
上
靖
）。

1
月
1
日
、「
八
号
の
カ
ン
バ

ス
」「
か
ら
す
う
り
」「
失
は
れ

し
も
の
」（
高
岡
新
報
）

1
月
、『
詩
と
民
謡
』
創
刊

1
月
、『
日
本
海
詩
人
』
に
「
失
は
れ

し
も
の
」
ほ
か
を
発
表
。

1
月
14
日
、「
嵐
」「
つ
な
が
れ

た
山
羊
」（
高
岡
新
報
）

1
月
、「
失
は
れ
し
も
の
」「
8

号
の
カ
ン
バ
ス
」「
黒
い
風
景
」

（
日
本
海
詩
人
）

2
月
11
日
、「
把
握
」「
霰
」（
高

岡
新
報
）

3
月
22
日
、「
二
月
九
日
の
ラ

ヂ
オ
」（
高
岡
新
報
）。
3
月
、

短
歌
（
ポ
ト
ナ
ム
）

4
月
、『
時
間
』
創
刊
。『
新
興

芸
術
派
叢
書
』
刊
行
開
始
。
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5
月
、「
あ
る
鬱
憤
を
」「
は
な

れ
わ
ざ
」「
火
事
は
」（
日
本
海

詩
人
）。
5
月
、
短
歌
（
ポ
ト

ナ
ム
）

6
月
3
日
、「
春
樹
」「
女
は
」（
高

岡
新
報
）。
6
月
14
日
、「
春
の

ク
ロ
テ
ス
ク
」（
高
岡
新
報
）

8
月
、『
女
人
芸
術
』
に
「
や
も
め
は
」

を
発
表
。

8
月
、「
女
は
」、「
春
」
2
篇
、

「
送
ら
れ
ゆ
く
牛
」（
日
本
海
詩

人
）。
8
月
、「
や
も
め
は
」（
女

人
芸
術
）。
8
月
9
日
、「
旱
魃

点
景
」（
高
岡
新
報
）

8
月
17
日
、女
性
詩
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
「
女
人
詩
の
会
」
第
1
回
例
会
を

宗
泉
寺
に
て
開
催
。
以
降
、
毎
月
第

二
日
曜
日
に
開
催
。
ガ
リ
版
刷
り
の

詩
誌
『
女
人
』（
9
号
分
が
現
存
）
を

発
行
。

「
荒
れ
た
る
海
」「
雌
豹
」「
失
望
」

「
消
極
」「
ジ
レ
ン
マ
」「
虹
の

叙
景
」「
痛
快
な
話
」「
レ
モ
ン

テ
イ
」「
天
象
の
意
志
」ほ
か（
女

人
）

9
月
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
会

結
成
。

9
月
、
中
山
輝
『
石
』

11
月
、「
荒
れ
た
る
海
」「
星
と

失
は
れ
し
指
輪
」（
日
本
海
詩

人
）

1
9
3
1
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1
月
、「
痛
快
な
話
」「
虹
の
叙

景
」（
日
本
海
詩
人
）

3
月
、
執
筆
者
全
員
が
女
性
と
い
う

特
集
『
日
本
海
詩
人 

女
人
号
』
が
発

行
さ
れ
、
方
等
も
文
章
や
詩
、
表
紙

絵
（
版
画
）
を
寄
せ
る
。

3
月
、「
私
達
の
グ
ル
ッ
ペ
」、

詩「
夢
を
は
む
」「
女
性
礼
讃
賦
」

「
紫
煙
昇
天
之
図
」、「
雑
記
」（
日

本
海
詩
人　
女
人
号
）

4
月
、「
春
空
に
描
く
」（
短
歌

祭
）

5
月
、『
セ
ル
パ
ン
』
創
刊
。

6
月
、佐
藤
惣
之
助
主
宰
の「
詩
之
家
」

に
入
会
。
以
降
、
機
関
誌
『
詩
之
家
』

に
詩
を
発
表
。

6
月
と
8
月
～
11
月
の
『
詩
之

家
』に
作
品
発
表（
題
名
未
詳
。

9
月
は
「
母
子
礼
讃
賦
」「
反

射
鏡
」。

8
月
、「
ヨ
コ
に
捧
ぐ
詩
」（
日

本
海
詩
人
）

9
月
、
女
人
詩
社
を
結
成
し
、
女
性

だ
け
の
同
人
詩
誌『
女
人
詩
』を
発
行
。

以
降
、
毎
号
に
文
章
や
詩
を
掲
載
。

9
月
、文
「
つ
ゆ
ぐ
さ
」、詩
「
か

く
め
い
篇
」「
波
」（
女
人
詩

1
）

9
月
、
満
州
事
変

10
月
、詩「
期
節
の
セ
ン
ス
」「
涙

腺
」「
灯
を
守
護
る
」（
女
人
詩

2
）

11
月
、
丹
緑
社
油
画
展
に
作
品
8
点

を
出
品
。

11
月
、
文
「
お
ち
ば
」、
詩
「
露

台
を
く
だ
る
」「
ひ
な
た
に
お

も
ふ
」（
女
人
詩
3
）

方
等
み
ゆ
き
（
深
雪
）　
略
年
譜
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『
ま
る
め
ら
』『
女
人
詩
』『
越
中
新
聞
』

な
ど
に
作
品
を
発
表
。

2
月
、「
や
ま
ひ
の
と
こ
」（
ま

る
め
ら
）

3
月
、詩
「
吹
雪
に
叫
ぶ
」「
ひ

と
ゝ
き
」「
ゆ
め
の
灯
」、文
「
後

記
」（
女
人
詩
9
）

3
月
、
国
際
連
盟
脱
退

4
月
、「
卒
業
を
ま
ち
が
て
な

く
」「
か
へ
し
」「
雪
片
」（
ま

る
め
ら
）

5
月
、
詩
「
か
も
め
」「
す
く

つ
た
む
し
―
和
歌
―
み
ゆ
き
」

（
女
人
詩
10
）。「
子
の
師
に
」「
は

る
の
み
ど
り
」「
ゆ
め
」（
ま
る

め
ら
）。
5
月
15
日
、
詩
「
た

け
の
あ
き
」（
越
中
新
聞
）。

5
月
、『
四
季
』（
第
1
次
）
創

刊
。

6
月
、「
み
な
と
」「
め
し
つ
か

ひ
」（
ま
る
め
ら
）。「
た
け
の

あ
き
」（
詩
と
方
法
）。
6
月
16

日
、「
み
な
と
」（
越
中
新
聞
）。

7
月
、「
た
う
ゑ
ど
き
」「
お
と

づ
れ
」（
ま
る
め
ら
）。
7
月
1

日
、「
詩
線
に
映
る
ふ
た
つ
の

想
ひ
」
(
越
中
新
聞
）

8
月
20
日
、
東
、
く
ら
た
と
称
名
滝

を
登
山
。

高
岡
丹
緑
社
展
に
油
画
6
点
を
出
品
。

8
月
、「『
麗
日
』
評
」（
朱
人
）。

詩「
う
み
な
り
」「
ひ
ぐ
ら
し
」、

文
「
後
記
」（
女
人
詩
11
）。「
ひ

ぐ
ら
し
」（
ま
る
め
ら
）。
8
月

7
日
、「
日
本
海
山
脈
の
著
者

に
」（
越
中
新
聞
）

10
月
、「
寄
附
金
行
脚
」「
こ
ど

も
た
ち
」「
称
名
滝
」「
指
輪
」（
ま

る
め
ら
）。
短
歌
「
孤
影
」（
女

性
詩
歌
）。
10
月
25
日
、「
ひ
と

き
れ
の
秋
」（
越
中
新
聞
）、
10

月
30
日
、
詩
「
秋
蛩
」（
越
中

新
聞
）。

11
月
5
日
、「
女
人
詩
の
会
」
で
与
謝

野
晶
子
を
迎
え
て
懇
談
会
を
開
催
。

11
月
9
日
、「
小
寺
菊
子
女
史
歓
迎
座

談
会
」
を
女
人
詩
社
で
開
催
。

11
月
、詩
「
秋
の
幻
想
」、文
「
稱

名
瀧
―
女
人
ト
リ
オ
―
」（
*

共
同
執
筆
）、
文
「
後
記
」（
女

人
詩
12
）。「
父
」「
農
婦
」（
ま

る
め
ら
）。
随
筆（
女
性
詩
歌
）。

11
月
18
日
、「
歌
に
讃
す　
與

謝
野
寛
・
晶
子
氏
に
」（
越
中

新
聞
）。

12
月
、「
あ
る
友
に
」（
は
し
ば

み
）。
12
月
28
日
、「
氷
雨
の
扉

　
こ
の
頃
憂
鬱
な
こ
と
」（
越

中
新
聞
）。
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『
詩
之
家
』『
女
人
詩
』『
日
本
海
詩
人
』

『
ま
る
め
ら
』
な
ど
に
多
く
の
作
品
を

発
表
。

1
月
の
『
詩
之
家
』
に
作
品
発

表
（
題
名
未
詳
）。

1
月
、詩「
元
旦
」「
冬
」「
灯
」、

文
「
雑
記
」、
表
紙
画
「
ヨ
ー

コ
画
」（
女
人
詩
4
）。「
氷
河
」

（
日
本
海
詩
人
）。「
い
な
ご
の

い
の
ち
」（
ま
る
め
ら
）

2
月
、「
そ
こ
を
た
ゝ
い
て
」「
ゆ

び
わ
に
座
す
」（
ま
る
め
ら
）

3
月
、「
た
そ
が
れ
の
部
屋
」（
朱

人
）。
詩
「
わ
き
あ
が
る
も
の
」

「
ヴ
エ
ガ
と
」（
女
人
詩
5
）。「
生

者
死
者
」（
ま
る
め
ら
）。「
お

と
ぎ
ば
な
し
」（
詩
朝
）

3
月
、『
は
し
ば
み
』
創
刊
。

4
月
、『
詩
之
家
年
刊
詩
集
』
に
「
消

極
」
な
ど
の
詩
3
篇
が
収
録
。

4
月
、「
消
極
」「
し
や
だ
ん
き
」

「
ヴ
エ
ガ
と
」（『
詩
之
家
年
刊

詩
集
』）。「
て
ぶ
く
ろ
」（
ま
る

め
ら
）

5
月
、詩
「
点
火
」、文
「
雑
記
」

（
女
人
詩
6
）。「
人
ま
ち
が
ほ

に
」「
東
京
」（
ま
る
め
ら
）

5
月
、
五・一
五
事
件

6
月
、「
し
ん
で
れ
ら
」（
朱
人
）。

「
石　
宮
田
あ
き
子
氏
に
」「
五

月
」（
ま
る
め
ら
）

7
月
、詩「
し
も
と
」「
青
心
譜
」、

文
「
後
記
」（
女
人
詩
7
）。「
ま

た
も
は
し
る
」「
ア
ル
プ
ス
を

恋
ふ
」（
ま
る
め
ら
）

7
月
、『
麵
麭
』
創
刊
。

8
月
、『
線
』（『
詩
短
冊
』
の

改
題
）
に
作
品
発
表
（
題
名
未

詳
）。「
う
は
す
べ
り
の
こ
ゑ
」

（
ま
る
め
ら
）

9
月
、詩
「
岩
に
よ
ぢ
て
」「
や

ま
ぐ
に
―
五
箇
山
行
」（
女
人

詩
8
）。「
を
か
の
へ
の
お
く
つ

き
」（
ま
る
め
ら
）

10
月
、「
や
ま
ぐ
に
」（
ま
る
め

ら
）

11
月
、「
秋
の
こ
ゝ
ろ
の
」（
ま

る
め
ら
）

12
月
、「
を
ん
な
」（
ま
る
め
ら
）
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1
月
、「
日
本
の
壁
」（
越
中
新

聞
）

2
月
、
二・二
六
事
件

『
女
人
詩
』『
越
中
新
聞
』『
麵
麭
』
な

ど
に
作
品
を
発
表
。

3
月
、
短
歌
「
雪
の
花
嫁　
く

ら
た
・
ゆ
か
り
に
さ
ゝ
ぐ
」、

文
「『
ひ
と
す
ぢ
の
糸
』
へ
の

言
葉
」「
杭
」「
北
の
ま
な
こ
」「
う

わ
が
け
」「
旅
日
記
」「
あ
と
が

き
」（
女
人
詩
18
）

4
月
、「
浅
春
の
う
ち
そ
と
」（
越

中
新
聞
）

4
月
、
北
川
冬
彦
『
い
や
ら
し

い
神
』

6
月
6
日
、「
同
人
誌
展
望
㊁

　
詩
誌
〝
女
人
詩
〟」（
北
國
新

聞
）

7
月
、「
寡
婦
の
う
た
（
其
の

三
）」（
麺
麭
）

9
月
、『
高
志
人
』
創
刊

10
月
、
詩
「
虫
の
譜
」、
文
「
白

雲
抄
」「
く
さ
の
う
へ
」「
滞
京

記
」「
あ
と
が
き
」（
女
人
詩
19
）。

「
抒
情
二
題
」（
麵
麭
）

11
月
、「
飛
礫
」（
婦
人
文
芸
）。

「
田
園
短
抄
」（
麵
麭
）

1
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1
月
、
詩
と
民
謡
社
、
日
本
詩
壇
社

主
催
の
「
詩
と
音
楽
と
舞
踊
の
夕
べ
」

（
於
富
山
電
気
ビ
ル
5
階
ホ
ー
ル
）
に

参
加
し
、
自
作
詩
を
朗
読
。

1
月
、「
孤
高
」（
海
）。「
こ
ゑ
」

（
麵
麭
）

3
月
、「
雪
日
記
」（
麵
麭
）

4
月
下
旬
か
ら
5
月
上
旬
に
か
け
て
、

勤
め
先
の
高
岡
市
立
高
等
女
学
校
で

開
催
予
定
の
「
現
代
女
流
画
家
・
文

芸
家
展
」
の
準
備
の
た
め
上
京
し
、

神
近
市
子
、野
上
弥
生
子
、富
本
一
枝
、

小
寺
菊
子
ほ
か
諸
氏
に
揮
毫
を
依
頼
。

6
月
3
日
、
5
～
6
日
に
同
展
を
開

催
。
約
1
0
0
名
の
作
品
を
集
め
た

と
い
う
。

5
月
、「
を
と
め
に
贐
る
う
た
」

（
婦
人
文
芸
）、「
早
春
樹
」

（『
一
九
三
七
年
汎
日
本
青
年
詩

集
N
Y
G
P
』）

5
月
、
立
原
道
造
『
萱
草
に
寄

す
』

7
月
、
日
中
戦
争
始
ま
る

9
月
、『
女
人
詩
』
第
20
号
発
行
。
以

後
自
然
休
刊
。

9
月
、
詩
「
寡
婦
の
う
た
（
其

の
四
）」「
斑
雲
抄
」、
文
「
女

流
展
に
つ
い
て
」「
あ
と
が
き
」

（
女
人
詩
20
）

10
月
、
瀧
口
修
造
『
妖
精
の
距

離
』

10
月
、「
斑
雲
抄
」（
山
畑
）
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7
月
、「
胎
教
」（
紀
）

7
月
、
高
島
高
『
北
方
の
詩
』

11
月
、
女
人
詩
社
よ
り
『
す
が
あ
き

え
遺
稿
詩
集　
月
の
苑
』
を
刊
行
。

11
月
、
序
文
（『
月
の
苑
』）

「
終
焉
ち
か
き
日
」（
九
州
文
学
）

1
9
4
0

昭
和
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44

9
月
15
日
～
22
日
、「
初
秋
の

記
」（
北
國
新
聞
）

3
月
、『
詩
源
』
創
刊
。『
昭
和

詩
抄
』
刊
行

12
月
、『
中
部
日
本
詩
集
』（
詩
と
民

謡
社
）
に
詩
2
篇
が
収
録
さ
れ
る
。

12
月
、「
北
の
ま
な
こ
」「
車
窓
」

（『
中
部
日
本
詩
集
』）
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1
月
、詩
集『
し
ん
で
れ
ら
』を
刊
行
。

2
月
3
日
、「
し
ん
で
れ
ら
」
出
版
記

念
会
を
開
催
（
於
高
岡
寶
亭
）。

1
月
、詩
集『
し
ん
で
れ
ら
』（
詩

の
家
編
輯
部
）、「
百
鬼
夜
行
」

「
を
ん
な
」（
ま
る
め
ら
）。
1

月
29
日
、「
ふ
ぶ
き
ず
し
」（
越

中
新
聞
）。

3
月
、「
し
ん
で
れ
ら
記
念
号
」
と
し

て
『
女
人
詩
』
第
13
号
を
発
行
。

3
月
、
詩
「
と
れ
も
ろ
」「
雪

野
構
図
」、文
「
生
活
感
傷
」「
小

寺
菊
子
女
史
歓
迎
会
」（
女
人

詩
13
）、詩
「
自
嘲
」（
愛
誦
）。

4
月
19
～
20
日
、
22
～
24
日
、

「
旅
の
て
ぶ
く
ろ　
関
西
の
綠

に
ふ
れ
て
」（
越
中
新
聞
）。

5
月
、「
さ
の
さ
ん
を
た
づ
ね

て
」（
ま
る
め
ら
）。
5
月
26
～

27
日
、「〝
ご
ろ
つ
ち
よ
〟
の
感

想
」（
越
中
新
聞
）。

6
月
、
萩
原
朔
太
郎
『
氷
島
』

6
月
、『
婦
人
文
芸
』
創
刊

8
月
、詩
「
原
つ
ぱ
の
記
」「
雲

散
霧
消
」、
文
「
旅
そ
れ
ぞ
れ
」

「
洪
水
来
る
」「
接
心
雑
筆
」（
女

人
詩
14
）。
8
月
10
、
13
、

16
、
18
～
19
日
、「
旅
の
ほ
め

う
た
（
讃
歌
）」（
越
中
新
聞
）。

11
月
、
女
人
詩
社
か
ら
倉
田
ゆ
か
り

の
詩
集
『
き
り
の
は
な
』
を
刊
行
。

11
月
25
日
、「
き
り
の
は
な
」
出
版
記

念
会
を
開
催
（
於
高
岡
ま
る
や
ホ
ー

ル
）。

11
月
、序
文（『
き
り
の
は
な
』）。

11
月
16
日
、「
詩
集
〝
き
り
の

は
な
〟
―
そ
の
上
梓
に
あ
た
つ

て
」（
越
中
新
聞
）。

10
月
、『
四
季
』（
第
2
次
）
創

刊

12
月
、「
秋
の
微
笑
」（
婦
人
文

芸
）

12
月
、中
原
中
也
『
山
羊
の
歌
』

1
9
3
5

昭
和
10

39

1
月
、「
き
り
の
は
な
記
念
号
」
と
し

て
『
女
人
詩
』
第
15
号
を
発
行
。

1
月
、
詩
「
自
責
」「
興
復
」、

文
「
後
記
」、表
紙・カ
ッ
ト
（
女

人
詩
15
）

2
月
3
、
10
日
、「
女
流
詩
人

た
ち
―
主
と
し
て
郷
土
に
つ
な

が
る
―
」（
北
國
新
聞
）。

3
月
10
～
11
日
、「
季
節
の
随

筆
」（
一
）（
二
）（
越
中
新
聞
）。

3
月
、『
日
本
浪
漫
派
』
創
刊

4
月
、
詩
「
朝
か
ら
夜
へ
」、

文
「
ゆ
き
の
ま
な
こ
」、
表
紙

文
字
・
銅
版
画
（
女
人
詩
16
）

6
月
、『
多
磨
』
創
刊
。
7
月
、

『
V
O
U
』
創
刊
。

10
月
、
女
人
詩
社
か
ら
中
村
敏
江
詩

集
『
み
ち
』、
塚
原
眞
月
『
ひ
と
す
ぢ

の
糸
』
を
刊
行
。
11
月
9
日
と
24
日

に
出
版
記
念
会
を
開
催
。

10
月
30
日
、
東
京
新
宿
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
け
る
会
合
。
方
等
み
ゆ
き
、

く
ら
た
ゆ
か
り
が
上
京
、
深
尾
須
磨

子
な
ど
出
席
。

8
月
、
詩
「
庭
」「
時
計
」、
文

「
氷
巖
を
読
む
」「
白
雲
」「
青

頭
巾
と
鬼
」「
あ
と
が
き
」（
女

人
詩
17
）

9
月
、「
西
と
東
―
渡
邊
惟
俊

氏
へ
の
か
へ
し
ぶ
み
―
」（
越

中
新
聞
）

10
月
、
跋
（『
み
ち
』）
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『女人詩』創刊号から第６号　（世田谷文学館蔵）
※展示風景から

西
暦

和
暦

年
齢

主
な
で
き
ご
と

主
な
発
表
作
品
・
単
著

関
連
事
項
・
社
会
情
勢
・
文
学
事
象
等

1
9
4
1

昭
和
16

45

6
月
、『
現
代
日
本
年
刊
詩
集　
昭
和

十
六
年
版
』に
詩
2
篇
が
再
録
さ
れ
る
。

6
月
、「
寡
婦
の
う
た
」「
く
さ

の
う
へ
」（『
現
代
日
本
年
刊
詩

集
』）

8
月
、
高
村
光
太
郎
『
智
恵
子

抄
』

12
月
、
太
平
洋
戦
争
開
戦

11
月
、
全
日
本
女
詩
人
協
会
編
の
詩

集
『
母
の
詩
』
に
詩
6
篇
が
収
録
さ

れ
る
。

11
月
、「
母
性
誕
生
」「
を
さ
な

い
洋
子
に
」「
寡
婦
の
う
た
」「
か

た
へ
に
坐
し
て
」「
明
い
街
へ

と
」「
あ
し
た
の
う
た
」（『
母

の
詩
』）

1
9
4
2

昭
和
17

46

1
月
17
日
、富
山
文
化
協
会
主
催
「
興

亞
芸
能
祭
」（
於
富
山
電
気
ビ
ル
5
階

ホ
ー
ル
）に
て
、方
等
作
詞
の
小
曲「
雑

草
の
う
た
」
の
公
演
あ
り
（
黒
坂
富

治
作
曲
）。

1
月
、小
曲「
雑
草
の
う
た
」（
高

志
人
）

5
月
、
佐
藤
惣
之
助
死
去
。

12
月
、深
尾
須
磨
子
編『
新
女
性
詩
集
』

に
詩
7
篇
が
収
録
さ
れ
る
。

12
月
、「
寡
婦
の
う
た
」
2
篇
、

「
早
春
樹
」「
七
夕
祭
り
」「
夏
日
」

「
飛
礫
」「
ま
ど
べ
」（『
新
女
性

詩
集
』）

1
9
4
3

昭
和
18

47

5
月
、
日
本
女
詩
人
協
会
編
『
詩
集

　
海
の
詩
』に
詩
1
篇
が
収
録
さ
れ
る
。
5
月
、「
北
の
海
」（『
海
の
詩
』）
2
月
、『
大
東
亜
戦
争
歌
集
』

8
月
、『
佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
』
に
追

悼
詩
1
篇
を
寄
稿
。

8
月
、「
ひ
ぐ
ら
し
―
惣
師
の

霊
に
さ
ゝ
ぐ
―
」（『
佐
藤
惣
之

助
覚
え
帖
』）

10
月
、『
辻
詩
集
』

1
9
4
4

昭
和
19

48

10
月
、
日
本
文
学
報
国
会
編
『
詩
集

　
大
東
亜
』に
詩
1
篇
が
収
録
さ
れ
る
。
10
月
、「
大
聖
戦
の
さ
な
か
な

れ
ば
」（『
詩
集　
大
東
亜
』）

1
9
4
6

昭
和
21

50

7
月
頃
、井
上
靖
の
訪
問
を
受
け
る
。

11
月
、
日
本
国
憲
法
公
布

12
月
、
詩
誌
『
新
詩
人
』（
田
中
聖
二

編
輯
）
に
詩
1
篇
が
再
録
さ
れ
る
。

12
月
、「
か
た
へ
に
坐
し
て
」（
新

詩
人
）

1
9
4
7

昭
和
22

51

1
月
、
詩
誌
『
文
燈
』『
新
詩
人
』
に

詩
1
篇
を
発
表
。
こ
の
頃
す
で
に
東

京
在
住
。

1
月
、「
波
」（
文
燈
）、「
波
の

ま
そ
ら
に
」（
新
詩
人
）。

6
月『
日
本
未
来
派
』、9
月『
荒

地
（
第
2
次
）』
創
刊

1
9
5
8

昭
和
33

62

9
月
8
日
、転
居
し
た
東
京
に
て
死
去
。

3
月
、
井
上
靖
『
北
国
』

1
9
6
4

昭
和
39

後没

く
ら
た
ゆ
か
り
が
自
身
の
詩
集
『
美

し
き
流
れ
』（
北
日
本
文
苑
詩
と
民
謡

社
）
に
師
・
方
等
み
ゆ
き
へ
の
追
悼

詩
を
掲
載
。

履
歴
が
判
明
す
る
資
料
が
少
な
く
、
辞
書
等
の
参
考
資
料
間
で
も
記
載
内
容
に
違
い
が
見
ら
れ
る
た
め
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
の
作

成
と
な
っ
た
。
発
表
作
品
に
つ
い
て
は
遺
漏
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。	

	
	

	
	

『
日
本
海
詩
人
』
昭
和
4
年
4
月
号
～
6
月
号
お
よ
び
『
宴
』
第
1
輯
（
昭
和
12
年
7
月
）
と
第
3
輯
（
昭
和
13
年
6
月
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
牧
野
深
雪
（
み
ゆ
き
）」
の
詩
を
、あ
そ
う
し
げ
お
氏
は
方
等
み
ゆ
き
の
作
品
と
し
て
収
録
し
て
い
る
（『
宴
』
に
つ
い
て
は
未
確
認
）。

こ
れ
が
方
等
の
別
名
だ
と
す
る
と
、
該
当
時
期
の
作
品
数
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
が
不
明
の
た
め
こ
こ
で

は
加
え
な
か
っ
た
。	
	

	
	

	

【
参
考
】	

	
	

	
	

『
詩
之
家
年
刊
詩
集　
一
九
三
二
年
春
季
版
』（
詩
之
家
出
版
部
、
1
9
3
2
年
）

あ
そ
う
し
げ
お
編
『
方
等
み
ゆ
き
歌
集
』『
方
等
み
ゆ
き
詩
集
「
日
本
海
詩
人
」
篇
』『
方
等
み
ゆ
き
詩
集
「
女
人
詩
」
篇
』『
方
等
み
ゆ

き
文
集
』『
方
等
み
ゆ
き
詩
文
集
』『
方
等
み
ゆ
き
詩
文
集　
補
遺
篇
』（
1
9
9
4
～
1
9
9
5
年
、
私
家
版
）

年
表
の
会
編
『
近
代
文
学
年
表
』（
双
文
社
出
版
、
1
9
9
5
年
増
補
3
版
）

浅
生
幸
子
「
女
の
自
己
表
現
を
詩
作
に
求
め
た
方
等
み
ゆ
き
」（『
越
中
人
譚
』
第
60
号
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
、
2
0
0
3
年
）
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行　

高
志
の
国
文
学
館

※
許
可
な
く
転
載
、
複
製
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。


